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：

次
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r

緖

：

論

_

ニ
"
#
種
の
失
業
補
償
制
度
の
概
觀 

.

.三
ノ
失
業
積
立
金
制
度
！
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
煱
の
立
法 

y 

.
四
"
失
業
保
險
制
度
丨
オ
ハ
ィ
オ
ー
州
の
法
案
と
其
批
判 

3£
、
其
他
の
諸
州
に
於
け
る
失
業
補
償
制
度
の
此
較
：

六
、
結
語
I
將
來
の
展
望 

•

1
、

緒

論

. 

•

.

.

.

.

.

失
業
に
關
し
て
は
芷
確
な
る
統
計
が
無
い
0
併
し
ア
.メ
リ
力
.に
：於
て
は
好
況
時
代
に
於
て
も
百
萬
乃
.至
：

11

一
百
萬
の
失
業
者
が
あ
へ 

な
い
こ
と
、
而
しV

現
下
の
不
怳
時
.代
に
於
，て

は

.?
|
:百
萬
乃
至
.千
艽
宙
萬
に
も
そ
の
.數
が
，上
る
で
，あ
ち
ぅ
と
い
ふ
と
と
を
余
す
に
足
る 

>

メ
，
リ
；
ヵ

に

於

け

.
る
失
.
業

補

償

運

動 
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ア
メ
リ
ヵ
に
，於
け
る
失
業
補
廣
運
動
：

 

.

.
 

四
0
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8

が
I

き

失

業

彥

雾

の

社

畫

活

並

に

經

濟

I

の
諸
l

i

f
及
ぼ
し
、
i

が
永
續
ず
る
に
於
て
S

I

 

生
命
そ
の
も0

を
も
脅
力
す
'に
f

で
|

>
う
。
而
も
失
業
の
原
因
は
ハ
^
 ̂

現
代
生

產
 

織
の
血
肉
を
な
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
I

救
濟
策
は
社
會
馨
及
び
自
然
力
の
問
題
に
も
I

t

と
に
I

の
で
あ
る
。

I

代Q
靈

織

I

f

 

i

改
f

受
け
な
い
で
I

し
、
從
つ
I

f

 I

f
 

f

 

f

で
あ
ら 

う
力
之
こ
れ
ま
で
普
通
の
時
代
に
見
た
る
よ
り
以
上
多
敷
に
.上
る
失
業
者
が
あ
る
の
で
、
失
業
問
題
は
彌々

f

し

い

問

題

と

な 

る
I

が
獄
期
せ
ら
れ
る
。
現
代
の
生
產
組
織
を
声
I

ざ
る
限
り
、
失
業
は
掃
蕩
し
得
ら
れ
な
い
。
且
つ
そ
れ
は
容
f

蠤

し

難 

い
。
そ
れ
故H

先

づ

盡

Q

防
，m

f

o

T、
そ
泛
よ
つ
て
蓮
さ
れ
る
S

S

Q

f
 

i

l

じ

よ
う
。

失
業
に
I

f

的
惡
繁
を
緩
和
し
、
同
時
に
失
業
者
に
保
障
を
輿
へ
I

善
I

f

見
出
す

I

は
I

で

は

な

い

。

ョ
丨 

ロ
ッ
バ
諸
賈
於
て
久
し
.い
間
如
何
に
此
問
題
袋
て
墓
し
定
。
？

七
靈
以
降
の
授
產
場
か
ら
第
二
十
造
の
公
共
囊
こ 

至
る
ま
で
Q

5
の

贊

去

產

は

、
盡
く
不
十
分
で
あ
条
農
で
あ
る
こ
と
を
■

し
た
。
.私
的
_

、
萎

、

公
私
寧
業
、 

達

保

險

、
霞

組

合

§

、
會
社
の
福
利
施
設
等
は
、
1

ッ
パ
諸
國
に
も
ア
メ
リ
ヵ
H

た
も
の
で
あ
る
が
、
何
し 

も
缺
陷
が
見
出
さ
れ
る
。
而
し
て
翌
自
尊
の
精
神
1

は
な
い
で
、
住
意
で
な
い
失
業
に
.對
.す
る
馨
の
救
濟
方
法
と
し
て
、
傭
主

I

f

 

S
出
I

し
、
こ
れ
に
政
繁
I

f

與
へ
I

業
保
險
制
度
を
、
相
次
で
醫
葉
用
す
る
昼
つ
た
の
は
、
永 

年
苦
慮
探
索
し
た
る
結
果
で
あ
る
。

：

謂
ふ
ま
で
I

く
こ
れ
を
I

傷

S

た

の

は

一

九

二

紫

f

 K

に
於
て
d

、
そ
れ
は
失
I

I

す
る
匿
を
防
止

す
：る
最
善
の
且
つ
最
も
墩
際
的
方
法
と
し
て
、
こ
れ
を
諸
國
の
政
府
が
盛
ん
に
採
用
す
る
に
至
つ
た
。
而
し
て
强
制
的
失
業
保
險
制
度 

は
現
在
十
三
ケ
：國
に
於
て
.實
施
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
凡
そ
四
千
ニ
亩
萬
の
勞
働
著
が
保
護
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
制
度
は
ョ
ー
ロ 

ッ
。ハ.諸
國
に
於
て
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
こ
れ
に
赘
成
す
る
說
が
增
加
-1
.
01:
.あ
る
。
而
.し
て
：今
や
三
種
の
重
要
な
る
計
®
 

が
ア
メ
リ
カ
の
公
衆
の
面
前
に
展
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
0
そ
の一

は
所
謂
ア
メ
リ
カ
式
先
業
積
立
金
制
度
で
あ
り
，、
そ
の
ニ
は
オ

ハ
ィ
オ 

1
州
の
失
業
保
險
委
員
會
の
提
案
せ
る
職
出
保
險
制
度
で
あ
り
、.
そ
の
三
は
多
數
の
.ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
國
殊
に
ィ
ギ
リ
ス
に
於
て
現 

在
行
は
れ
つ
へ
あ
る
が
如
き
强
制
保
險
制
度
で
あ
る
。
以
下
先
づ
こ
れ
等
の
ア
メ
.リ
カ
の
諸
制
度
の
.概
觀
を
試
み
.、
次
で
個
別
的
解
剖 

と
批
剕
と
を
試
み
る
で
あ
ら
ぅ
？
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ニ
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各
種
の
失
業
補
償
制
度
の
概
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V

.

ア
メ
リ
カ
に
現
在
衍
は
れ
て
ゐ
る
住
意
的
失
業
給
付
は
、
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
第

1

は
勞
働
組
’合Q

維
持
す
る
も
の 

^
あ
つ
ズ
、
。、一
 

八
一
一
一
一
年
印
刷
業
關
係
の
勞
働
組
合
に
於
て
行
は
れ
た
記
錄
が
あ
る
？
爾
來
、；，多
激
の
勞
働
齟
合
が
特
殊
の
必
耍
叉
は 

全
侧
的
恐
I
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
失
業
給
付
を
行
つ
：た
。
.併
し
少
激
の
4

0
は
こ
、れ
克
持
續
し
た
が
、
多
く
の
も
の
は
緊
急
の
必
要
が
消 

減
す
る
と
共
に
こ
れ
を
廢
JL
し
た
。
國

際

的

勞

.働

龃

合

に

し
て
失
*
給
せ
を
珩
つ
た
も
の
は
^
猶
十
三
に
達
す
る
が
、
今
日
こ
れ
を
持 

續
す
る
も
の
は
印
刷
潫
及
び
ダ
ィ
々
モ
ン
ド
.|1
に
於
，对
る
コ
;o
'c
>
制
度
の
み
に
し
，て
)'そ
れ
に
组
括
せ
ら
れ
る
勞
働
組
合
員
は
僅
に
一 

吁
名
に
隹
ら
な
い
少
數
で
毒
る
'?
地
方
的
勞
慟
組
合
の
，全
加
入
箸
を
包
括
オ
る
給
肘
事
業
は
知
ら
れ
.て
ゐ
教
い
。
現
在
の
如
き
時
#
に 

ア
メ
リ
カ
^
於
け
る
失
業
補
憤
運
動 

四

一

(

1
1
0
5



ア
メ
リ
カ
に
於
け
.る
失
業
：補
俊
運
動
.

へ
. 

.

.
四

ニ

.

. CI!〇
5

れ

の

f

 

l

l

i

事
業
I

て
l

i

l

l

つ
て
、
麗

^

U

r

/

"
 

f
で
I

集
續
行
せ
ら
れ
l

?

f

は 

I

I

 他 

を
以 

て

數

と

れ

に

ょ

：つ

.て
四
萬
七
千
の
勞
働
I

保
I

ち
れ
て
零

、

ぐ

t

。
I

I

I

 は
一
,

一

る
I

o

n

,で

t

こ

れ

は

I

f

と
_
ひ
つ
i

つ
た
。
而
し
て
四
十
二
週
間
の
給
料
を
保
障
す

m

i

l

た
。
此

開

馨

は

三

十

七

の

養

養

制

f

行
は
し
め
た
。
其
i

の
理
|

中
„
し
た
も 

大

體

八

擊

の

霞

が

保

f

れ

て

零

併

I

の

層
 

何
れ
も
一
萬

A

下
の
勞
働
者
を
有
す
る
づ
i

で
、

犬

多

數

は

五

.千

の

勞

働

者
を
使
用
す
i

過
ぎ
k
パ
。

險
I

Q

I

I
細

馨

す

る

は

不

I

I

。
そ
れ
I

I

I

I

I
倉

し

、
此
處
で

i
f

 

I

f

。

I

l

f就
て
は
詳
|

|

存

す

昏

、
此

(
1
)

會
社
の
失
.業
給
#

'

,

.

:

會

繁
_

泛
他
s

'

制
度
t

を
此
較
す
名
場
合
にV

次
P

U

と
を
記
憶
し
な
く
て
は
な
.

ら
ぬ
。
乃
ち
失
業
は
現
在
の
經
濟
組
織
の
下 

に
於
て
は
最
も
征
服
し
難
き
障
害
で
あ
る
が
、.
個
別
の
會
社
は
全
產
業
及
び
國
民
よ
り
.も
此
點
に
就
て
有
利
な
る
地
位
に
あ
る
の
で
あ 

る
：0
競
维
者
よ
り
^
多
く
の
熟
練
を
有
す
.

る
こ
と
に
よ
り
、
彼
等
の
生
產
の
季
節
的
及
び
周
期
的
動
搖
を
尠
か
ら
し
め
、
從
つ
て
失
業 

給
付Q

•

費
用
.

を
減
ず
る
こ
と
が
出
來
る
。
有
名
な
る「

ア
メ
リ
カ
合
同
被
服
勞
.

働
若
組
合」

(
A

.3algamated 

Clothing W
o
rke

rs 

of 

A
m
e
r
i
c
a
)

は
會
社
と
協
觉
を
以
て
協
力
し
て
ゐ
る
。
.併
し
乍
ら
純
然
た
る
季
節
的
產
業
に
於
て
は
、
限
界
的
競
啤
索
に
同
様
の
機
#

蠡

.
<な
ぃ
0 

_

:

會
社
め
給
付
に
要
す
る
費
用
を
節
約
す
る
他
の
手
段
は
、
.事
業
の
衰
退
が
.豫
測
せ
ら
れ
る
時
、.
勞
働
苕
を
最
少
數
に
減
員
す
る
こ
と 

,で
あ
る
。
t
れ
设
永
久
的
解
僱
の
手
段
に
よ
る
外
、
缺
員
を
補
充
せ
ざ
る
こ
と
、
赞
働
能
率
を
擧
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
達
せ
ら
れ
る
。 

加
之
、
給
付
條
#
を
嚴
栉
に
宛
む
る
こ
と
に
.よ
つ
：て
も
、
其
經
費
を
減
ず
る
こ
と
が
出
來
る
°

,

:

;

.

從
來
行
は
れ
て
ゐ
る
#

社
，の
制
度
の
中
に
は
、
ニ
九
ニ
〇
年
乃
至一

九
！.：  

ニ
年
の
恐
'

慌
前
に
M

始
；せ
ら
れ
、
毎
年
の
動
搖
と
ー
一
大
危 

f

經
驗
し
た
も
の
が
.

あ
り
、
又
他
の
.

制
度
は
現
在
の
不
況
の
産
物
で
あ
り
、
植
々
の
點
に
於
て
詳
細
.

な
る
規
究
を
有
し
て
，ゐ
る
。
そ 

.

れ
傲
に
.

一
九
三
〇
年
以
前
に
創
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
>

、
そ
れ
以
後
に
於
け
る
も
の
と
を
區
別
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

:鄭
期
<0
十
三
0
制
度
に
於
ズ
は
.資
金
を
擧
げ
る
方
法
が
極
端
に
分
れ
て
ゐ
る
。
多
く
(0
規
觉
.は
、
失
業
が
10
:
大
.な
'る

暴

を

典

财

.源 

,に
加
.へ
る
も
の
で
な
い
と
耷
ふ
考
を
現
.は
し
て
.ゐ
る
。
三
つ
の
制
度
に
於
て
：は
全
ー
年
ち
苴
り
就
業
を
保
障
し
て
居
る
。
こ
れ
等
は
現 

'在
も
其
職
能
^
艰
し
セ
ゐ
る
が
1
後
述
す
る
如
く
侠
障
が
改
nr
せ

ち

れ

：秀

次

た

四
.つ
め
；制

度

：に

於

：て

は

給

付

及

び

賃

銀

を

.

.
一
般
遝
轉

;
.ァ.メ
.リ
カ
に
赞
け
る
失
業
補
償
述
動 

，四
，三

0
1
0七〕



フ
ン
i
プ
ド
方
り
課
相
損
逛
翦
. 

拽
，西 

(

u

o
， 

資
金
.に
仰
い
だ
。一.

九
.
.

1

1

.0
年
3

一
九
一
.三
年
の
危
機
は
無
責
通
過
.し
た
が
、
：二
丸H

八
年
の
危
幾
に
於
て
は
、
何
t
ハ
會
社
も 

財
.源
に
苦
し
み
、
給
付
を
f

す
るM.

と
が
.不
可
能
と
な
っ
た
:0
而
し
て
1
_九
：ニ

ー

年

に

創

立

せ

ら

れ

た

制

度

は

、

一
九
ニ
ー
一
年
の
初

錫
鎖
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
：た
。'若
し
も
好
況
.で
あ
つ
.た
一
丸一

II

ハ
年
か
ら
一
九
二
九
年
にS

四
年
間
に
、
十
分
なS

立
金
を
用

意
し
た
な
ら
ば
、
.斯
の
如
き
^
耀
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。.

. 

' 

.

.

. 

.

.

. 

' 

.

•

.

藥
っ
の
制
度
に
於
て
は
失
業
給
付
の
爲
に
特
別
艘
立
金
を
爲
し
た
。

一
つ
の
會
社
は
一
九
ニ
四
年
に
此
制
度
を
創
立
し
、
.ニ
年
間
に 

, 

1

藍
千
ド
ル
.を
橫
立
て
た
が
、
讓

狀

態

が

人

事

の

:|
本
的
改
革
を
要
求
し
た
る
時
、
此
制
度
を
廢
止
し
た
。
又
或
會
社
はI

九
一 

六
，

T

同
■

檢
立
金Q

作
成
.に

掌

し

、一

九
二 0

年
迄
に
湛
萬
七
千
ド
ル
を
得
た
。
.併
し
其
後
利
子
以
外
に
積
立
金
の
喷
加
は
無 

く 

：一:

九11

八
年
に
は
S

九
千
ド
ル
.に
減
じ
、

一
九
三
ニ
年
に
は
K
千
ド
ル
，以
下
に
減
少
し
、
遂
に
此
制
度
を
廢
业
せ
ざ
る
を
得
な 

か
っ.々

'
1

っ
.の
會
社
の
せ
工
場
でl

i
l

個
所
に
於
て
は
、
響

及

び

一

般
積
立
金
を
差
引
き
た
る
殘
の
利
_
か
ら
積
立
金
を
得
む 

士

法

>°
併
し
こ
れ
は
不
況
の
爲
め
旨
的
を
達
せ
ず
、
最
初
の
年
に
は
何
券
の
失
業
給
付
唐
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
而 

:1
.
て」

つ
の
.會
社
:;
«

1
九
ニ
绿
某
：金
を
蕩
盡
し
て
此
制
度
を
駿
止
し
、
，他
の
'
|っ
の
會
社
の
み
が
禀
業
を
繼
續
し
た
0 

パ
•一”九
三
0
年
以
前
忙
於
て
、
賃
銀
支
拂
額
に
比
例
し
て
谋
金
を
積
立
て
や
ぅ
と
し
た一

一
っ
の
#
社
も
_

立
金
を
蕩
盡
し
て
給
付
を 

中
1
し

作

此

S

を
樹
て
る
迄
に
は
種
々
の
調
嵛
が
行
は
れ
、

一
九
ニ 

◦年

喔

ー

九

一

三
^
の
不
況
時
代
の
給
付
に
も
十
f

る 

-i
l
合
を
：以
て
醵
出
が
行
は
れ
、
給
付
開
始
前
に
0
$

 
一
 
一+
月
に
於
け
る
最
高
週
給
の
一
一
倍
に
等
し
い
積
立
金
が
集
積
せ
ら
れ
、
且
つ 

此
金
顏
を
維
持
す
る
爲
—
に
週
給
の
ー
一
パ
，4

ン
ト
の
.醵
出
が
‘行
は
れ
た
。
此
事
業
が
開
始
せ
表
た
る
當
時
の
錄
屯
の
賃
議
は
五

.

.十
七
.萬
ニ
千
ド
ル
で
あ
つ
た
。

一
九
ニ
九
年
十1.
巧

三
十

；：！

不

況

の

.
影
響
が
起
り
、
醵
出
は
停
止
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
尙
ほ
一
九 

.三
二 

¥
艽
月
迄
給
付
を
爲
ず
に
足
る
積
宂
金
が
あ
つ
た
0 

:
 :
ノ 

ニ

,
今
一
つ
.の
制
度
は
一
九
一
一
九
年
末
迄
施
行
せ
ら
れ
.
.な
か
つ
た
。
こ
れ
も
積
立
金
は
.賃
鈒
支
拂
額
を
恶
準
と
す
る
が
、
.賃
鈒
十
七
萬
ド 

ル
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
，あ
.た
る
七
千
艽
百
ド
ル
，の
金
額
を
榑
る
迄
^

_
せ
ら
れ
る
.の
.で
あ
る
0
其
後
に
於
て
は
、
勞
働
翁
が
.其
所
得
の 

一
パ
！
セ
シ
ト
を
積
立
：.て
.る
の
で
：あ
る
が
、
と
れ
は
十
分
な
^
金
額
に
達
せ
ず
し
て
、
ニ
年
後
に
廢
止
.せ
ら
れ
た 

ゾ
こ
れ
等
の
.初
期
の
制
庇
は
、
央
業
給
付
が
.莫
大
な
.る
費
用
を
要
す
る
こ
と
を
一
本
し
た
。
而
し
て
會
社
が
種
々
の
方
法
を
以
て
秸
立
て 

た
金
額
は
、
，何
れ
も
等
し
く
不
十
分
で
あ
0
た
。
而
も
失
業
給
你
は
.決
し
て
等
閑
に
付
す
.ベ
か
ら
ざ
る
緊
命
問
題
で
あ
り
、

一
九
三
〇 

年
又
は
そ
れ
以
後
に
於
て
此
事
業—

に
指
を
染
め
た
者
は
、
彼
等
の
負
檐
が
大
な
る
こ
と
、
其
經
費
は
保
護
.の
程
度
に
侬
り
て
異
る
こ
と 

十
分
に
理
解
し
、
積
立
の
方
法
に
も
其
見
解
が
現
は
れ
て
ゐ
た
。1

■ 

.

.

.

一
九
ー
ー
ー
〇
年
ょ
り
一
九
三

“
ー
年
に
至
る
間
の
六
つ
の
^
度
の
|
つ
.に
於
て
は
就
業
を
保
障
し
、他
の
五
つ
へ
は
失
業
給
付
を
亥
給
し
た
0 

.

.後
者
は
何
れ
も
賃
銀
額
に
應
ず
る
宛
期
の
拂
込
を
以
て
諶
金
が
維
持
せ
ら
れ
た
。
多
く
の
場
合
に
勞
働
客
も
_
出
を
爲
し
、
非
常
の
場 

合
に
.は
_
出
が
增
額
せ
ら
れ
た
o
而
し
て
何
れ
の
場
合
に
.於
て
も
稂
立
金
は
初
期
の
翦
業
に
於
け
る
ょ
り
も
莫
大
で
あ
つ
た
。
'最
も
多 

數
'の
勞
働
者
”に
適
用
せ
ら
れ
た
る
制
度
に
於
て
は
、
平
時
芷
規
，の
實
銀
の
尠
く
共
半
額
以
下
に
所
得
が
減
ぜ
ざ
る
限
り
、
'勞
働
莕
は
每 

適
賃
銀
のI 

•ハ
ー
セ
ン
ト
を
罈
へ
ず
|«
出
す
.る
.の
.で
あ
つ
た
。
.尙
ほ
：此
制
度
に
於
て
は
.三
ヶ
月
間
に
給
付
が
週
給
の
ー
一
パ
ー
セ
ン
ト
に 

卜
：.る
‘時
は
、
非
常
の
場
合
と
し
て一

切
の
勞
働
者
が
同1

の
割
合
を
以
て
醵
出
せ
し
め
ら
.れ
る
の
で
あ
つ
た
。
此
制
度
はT

九
三
〇
¥ 

•ア
メ
リ
カ
に
.於
け
る
失
業
抓
愤
運
細 

.四
®:(

二
o
九
0



ア
メ
リ
カ
、に
於
け
る
失
樂
補
傲
蓮
i/
i
;。

5

考

^

^

M

l少
し
、
雲

金

が

I

I
畫

の

三

I

た

隹
 

夭

三

：

の

會
姊
か
.篇

|

I

、
备
I

期
的
I

以

て

翁

證

金

.

1

す
I

I

て

、

一

L

ナ
ざ 
一

*
u

f

i

lが
、

I

I

I

給
付
I

れ
I

た
。
而
し
I

I

含

^

1

^
 

^

0

1

1

0

 

—

 

}

支

縁

：
f

s

t

l

f
の
：f

 

I

f
し
な
い
の
；|

つ
た
。
，

〈

,

W
 

.
;
 

f 

-

 

r

i

j

i

l
す
I

非
常
の

斯
の
f

唐

は

、
.尊

奚

げ

る

I

.
寬
f

 

i

l

f

 

l

l

t

f

^

塞

^

^

^

.

_

”
ナ
|

け

重

|

|

|

藥

1

|

ょ
|

|

?

 

こ
の
點
C
關
し
て

.
つ
|

。1

|

義

I

I

減
す
I

 

§
つ
I

が
こ
t

 

f
し
た
。

併
し
一
九
1

六
ヶ

要

す

き

倉

し

、一

I

f

l

u

 

は

一

プ

ニ

ニ

年

一

一

墓

I

改

め

て

十

ニ

ケ

昼

續

年

f

 

:
フ

ー
.
-三
i

f

ら

れ

たI

I

社

の

制

度

に

於

て

は

六

I

の

規

馨

設

を

十R

ダ

月

に

延

：
長

し

，
た

？

'
:
，
' 

:

初
期
の
制
度
に
於
で
は
待
期
を
給
付
の
：節
約
に
利
用
せ
る
も
の
は
多
く
な
か
つ
た
。
六
つ
の
制
度
に
於
て
は
矢
業
资
直
ち
に
給
^
を 

+乂
給
し
、.一

5

の
制
度
に
於
：て
は

半
：！I.

の
待
期
を
.必
要
と
し
た
。
，此
點
把
於.て
は
最
近
の
制
度
は
頗
る
嚴
格
で
あ
る
。
九
拾H
の
待
期 

を
有
す
る
制
度
.に
於
て
は
、
長
期
の
夹
業
の
み
が
恩
惠
を
受
け
る
こ
.と
と
&
る
0
他
の
制
度
に
於
で
も.

「

~'
 ̂

始
め
て
給
付
が
衍
ば
れ.る
の
'で
あ
'る
0
'.
.
. : 

: 

r

 

•

,次」

に
給
付
方
法
は
：こ
れ
を.
！
1
.
1
種

に

分

：
つ

と

^

が
捣
來
る
？
初
期
の
十
三
の'制
度
の
中
、
一一；つ
の
M

に
於
て
.ば
單
一
率
を
相
ひ
、
三 

つ
，の
制
度
.に
於
セ
は
就
業
を•保
障
し
、

;

#
の
>\
.っQ

顧
度
*t
於
で
は
所
得
忙
比
例
せ
し
め
た-9
最
近
の
針
截
の
中 

一
0
の
制
度
，に
於
て 

は

就

業
.^
_

し
、
_

の
制
度
に
於
、て
は
給
付
を
賃
銀.に

此

例

，
ぜ
，
し
：
め

：
た

0
;
.

単
ー
：
率
を
支
挪
ふ1

1ら
の
會
祉
は
始
め
規
宛
せ
る
率
を 

維

持

す

る

.

.
こ

^
が

祟

た
>0
其
中
.

I

つ
の
麗
纪
聆
て歷

；；

：
九
ー
|
ー.
：
ー
艰
非
常
ー
に
埤
い
'

率
を
以
で
開
始
し
、給

付

一̂

週

：九
ド

ル

，
を
超
.へ 

ず
耳
っ
一
人
.一
年
.七
拾
11
K-
.ル
を
趦
へ
，る
と
と
が
啟
が<>
た
。
併

ぉ

九

：三1

年
此
給
付
を
以
て
し
て
は
勞
働
著
を
保
誰
す
る
に
足
ら 

ざ
る
こ
と
を
認
：め
だ0
.
: 
M

.一

.率
を
支
拂
ふ
他
の
會
社
ぱ、
勞
働
者
を
賃
銀
.
.に.ょ
つ
：てu

一
階
級
に
分
ち
、
: .

最
長
期
限
た
る
ニ
西
日
の
給
付 

が
突

給

せ

ら

れf

:>
最

低
0
.部

類

には「

*-
»
年
百
艽
拾
ド
ル
、
' 最

高

の部
類
に
は
六
百
ド
ル
の
給
仲
が
爲
さ
れ
る

の

であ
る
？
こ
れ
ば 

不

況

時

に

於

て

か

給

#
額
$:
-
減

ぜ

ず

、
：
‘又

は

給
.#
期

間

を

變1|
£
す

る

必

耍

：の

な

か

：つ

た

殆

ん

ど

唯

，
ー

の

制

度

で

あ

0
た
0

......

パ

.

.

〜

就
業
保
障
を
捃
す
三
づ
0-
籠

は

：一
九
1ー1
0年
開
始
せ
ら
れ
、
總
で
不
況
を
通
過
1.
;
改
訂
を
加
べ
ら
れ
た
0
其
ひ
最
初
に
杼
は
れ
た 

姑

の

：
ば

、
ユ
：
九

一

セ

¥
犯
規
め
勞
_
盏
に
五
_十
11
迦
間
の
全
額
办
賃
龈
を
保
障
す
る
%'
'
の
で
あ
つ
た
。
併
し
一
九
ミ
ヱ
咁
五
月
士
場
娄 

プ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
炎
業
舭
憤
運
動
- 

四

セ

(

一
二 J

じ



ア
メ
リ
*
に
於
け
る
-失
..難捕
.償
，運
動
： 

.四

八

C.IM 

二)

.

員
會
は
、
邀
金
の
不
足
せ
る
場
合
ぬ
は
何
れ
の
週

H:

於
1
?>
'
'
:
と
れ
を
界
問
^
付
じ
得
る
；0
と
ど
レ
た
0
他
の
：

1

っ
の
.
社

は
1
九
一
ニ 

年
の
：初
ょ
り一

九
三
一
年
1
1月
迄
、
休
ぼ
を
除
ぎ
全.
'
.

「

年
間
賃
銀
金
額
.の
支
拂
を
^

^
 

1 

セ
ン
ト
◎
保
障
に
改
め
;'
1
九
三
1-
年
八
月
こ
：れ
4
!五
十
パ
、丨
セ
ン
お
に
減
額
し
た0
第
三
の
會
社
は
總2

勞
働
鞔
に
休
日
を
除
き 

四
十
八
週
一
'週
五
十
時
間
の
賃
銀
を
保
隙
し
たo 

.
と
れ
は
；ー.：名
.
.§
屯

が

色
^̂ 

I
M 

四
十
五
時
間
に
.短
縮
し
、
I
1九
三
三
^
臾
ら
に
四
士
：四
時
間
に
減
少
し
た0
:
.
併
し
週
數
に
は
改
訂
が
加
へ
ら
れ
な
か
っ
た0:
、

.
:

1

.九
三
0
华
開
始
せ
ら
れ
た
る
他
の
八
っ
の'制
度
に
；對
し
て
は.故
障
が
最
も
犬
で
、
へ
現
花
迄
施
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
*は
.唯
一
っ
に
過 

ぎ
.な
い
？
失
敗
し
た
最
初
の
も
の
は
、
金
部
的
失
業
者
に
迦
給
の
#
額
を
.吏
給
す
.る
も
，の
で
ぁ
っ
：たK
 

.一

九

二

〇

啤

乃

苗

一

.
九

ニ

ニ
 

- 

年
の
不
況
に
際
し.て
利
潤
か
ら
.集
镄
し
た
る
基
金.を
涧
渴
せ
し
.め
た
o
'
#續
し
.た
.る
唯
'
i

最
高
度
の
熟
練H

に一

年
を
a 

^
て
*
銀
の
ニ
十
バ
I

セ
ン
>,
乃
茧
ニ
^-
五
バ
ー
セ
y
h
の
.給
付
を
：な
ず
0
で
ぁ
っ
た
。•此
會
社
も
最
近
の
恐
慌
に
ょ
っ
て
遂
に̂
t 

を
維
持
す
^
こ
と
が
出
來
な
ズ
な
り
：
.ゾ
吏
給
率
：を
變
更
し
た
が
、
：
1
九
三
ー
年
の
終
に
遂
に
事
業
を
閉
鎖
す
名.に
.至
っ
た
0 

他
の
.ニ
っ
の
制
度
は
極
端.に
寬
大
な
る
給
付
の
支
給
を
企
て
、
且
っ
給
付
開
始
前
に
積
立
金
を
作
成
し
、

こ
れ
を
特
免

の
標
準
に
於 

て

維

持

し

：
，事

業

の

繼

續

を

圆

っ

：た

0
-

而
し
て一

1
0
の

中

1

っ
の
制
度
に
於
て
は
、
：期
間
の
制
限
な
く
疋
常
賃
銀
の
八
十
バ
ー
セ
ン
ト 

を
支
給
す
る
事
と
し
、

一
九
二
九
年
末
か
ら

1

九
三
一
年
中
頃
に
至
っ
た
：が
、
後
に
七
十
五
：パ
ー
セ
ン
ト
に
減
じ
た
。
併
し
數
ヶ
月
を 

出
で
ず
し
て
、
遂
に
基
金
を
蕩
盡
し
た
。
他
の
一
っ
の
制
度
に
於
て

は
、

一
九
二
四
年
以
來
汜
常
賃
鈒
の
五
十X

1
セ
ン
ト
を
家
族
扶 

養
の
義
務
を
有
せ.ざ
.る
も
の
に
支
給
し
、
七
十
五
パ
ー
セ
シ
ト
を
斯
か
る
義
務
を
有
す
る
者
に
支
給
し
た
。
而
し
て
#
期
間
は
勤
續
年

晚
|

っ
て
、
三
週
間
及
至.ニ
十
六
週
間
.

£
づ
た
。
此
制
度)

に
於
て
は
、
永
久
的
失
業
及
び1
時
的
失
業
が
何
れ
も
賠
償
せ
ら
れ
た
。 

こ
れ
.は
亂
述
の
#:
社
の
ま
度
に
.於
て
は
#
く
見
ざ
る
と
ころ

で

ぁ

，

る
o :

而
し
て
：其
給
付
率
は一

九
三
一
年
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十 

五
。ハ
1
セ
ン
ト
に
低
下
し
、1

九
三H

年

栽

金

を

蕩

盡

し

笮
.
.
J 

極
め
て
最
近
給
付
を
中
止
し
炎
る.
|き
社
は
ー
；

〗

九
ニ
〇
难
其
制
度
を
創
始0
、
挽
養
_
務
を
有
せ
ざ
る
金
部
的
失
業
者
に
.失
業
前
六 

週
間
の
平
均
賃
銀
の
六
十
パ.1
:
-セ
ン
ト
、
扶
養
義
務
を
有
す
る#

.に
は
八
十
パ
.丨
セ
ン
ト
を
支
給
す
る
の
'で
ぁ
っ
たが
、

一
九
三
〇
苹 

七
月
豫
想
外
.の
費
州
を
要
す
る
の
で
、
ヽ
前
者
に
十
八;]
-
ル
敗
者
に
ニ
十
四
ド
ル
の
最
高
限
度
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
其
後
ー
九
三 

..I.

年
：

V

月
其
_
を
.宄
十
パ
'丨
セ
，

\:

ト
及
び
七
十
パ
1
セ
ン
ト
に
減
じ
、
*—
*
九
三
一
ー
年
六
.

月
に
至
り
、
遂
に
ー
切
の.支
給
を
中
止
し
た
。 

.
こ

の

外
::
-

.l
i
t常
の
年£

钣
期
間
行
は
れ
、”財
政
上
の
.理
电
.に
ょ
ら
ず
1>
て
廢
止
せ
ら
れ
た
る1
.
0の
制

 ̂

初
期
の
八
っ
の 

制
度
0,
中
唯
ニ
っ
'の
存
續
せ
る
も
の
は
、一

允
ニ
〇
啐
以
來
何
等
の
改
訂
一
を
加
へ
ら
，れ
な
い
が
/'
-
'
?
そ
.の
杓
容
は
前
述
の
同
系#-
社
の
も 

め
と
同
様
で
あ
る!0

'.
'

,

.'
 

. 

.

':
へ

.■ 

.
'
'
.
;
,

■ 

ニ
九
一
.
1
,
ー
〇
苹
汊
ゆ
そ
の
ー
後
に
施
行
せ
ら
れ
た
る
制
度
は
、
給
付
.を
其
後
の
不
況
に
も
繼
續
し
得
る
や
ぅ
に
規
定
し
た
と
%
へ
ら
れ
る 

が
、
：そ
れ
は
事
實
で
：は
な
い,0
最
鉍
多
數
の
勞
働
者.を
包
括
：せ
芩
制
度
に
於
て
ば
、
賃
飯
の
华
額
：の
給
付
を
提
供
し
.て
ゐ
る
が
、
.最
高 

額
を
一
：.酒

：一
十
ド
ル
と
じ
、
：最
長
期
を
十
週
間̂
じ
て
ゐ
る
9
こ
れ
は
一
九
三
o
苹
士
一
月
ょ
り
給
付
を
開
始
し
た
が
、
直
ち
に
不
況 

が

著
-1
.
#爲
め
^
非
常
(7
)
場
合
で
：ぁ
る4
宣
し
て
•

最
高
額
を
：—*
迦
十
五
ド
：ル
た
減
額
し
た9
此
規
宛
ぱ
|1
1
ら
：に
'
|
年
後
に
改
訂
ぜ
ら 

れ
，
：

：.：r

九
三t

年
十
.一
£
 
口
、
賞
^
の
半
額
，
但
し
最
高
限
度
十
五
ド
ル
を
總.ベ
て
の
勞
蚴
許
が
受
け
、
'
十
五
ド
ル
以
下
な
る
場
合 

ァ
メ
リ
ヵ
に
於
：け
る.失
業
補
愤
運.勁

• 

四

九

o
ニ
三)



r

xリ
カ
に
於
げ
る
失
業
補

僧

運

動

，

JE
'
O 

(I 
ニ

四) 

に
は
其
所
得
額
を
受
け
る
こ
とI

つ
た
。
此
改
訂
が
滿
期
，

y

な
り
た
る
後
、
五
月
一
.
日
か
ら
会
制
度
は
救
濟
的
其
齒
に
置
か
れ
た
。 

•必
要
が
給
付
の
恶
礎
と
な
办
、
給
付
は
家
族
の
大
小
に
依
0
て
異
る
に
至
つ
た0
而
し
て
一
九
三
ニ
年
夏
に
は
給
付
は食
料
品
を
以
て 

せ
ら
れ
、
後
に
は
石
炭
が
配
給
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
：

,
.

此
會
社
に
は
保
障
制
度
が
行
は
れ
、

1

九
三
'
:

1

年
に
は
.五
：十
週
每
に
三
十
時
間
の
保
障
が與
へ
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
九
三
ニ
年
に
は 

1

年
千
五
百
時
間
の
：保
障
が
なざ

れ

た

「

卜

^
^

'
十
九
會
社
が
協
力
せ
る
制
度
に
於
て
は
、

j

九
三
一
年
、
勤
續
年
限
に
ょ
つ
て
六
週
間
乃
至
十
三
週
間
平
均
週
給
の

六
十
パ
丨
セ
シ 

最
高
週
給
二
十
二
ド
ル
：五
十
セjン
ト
の
給
付
が
約
束
せ
ら
れた
。
併
し
施
行
前
.一
九
三
二
年
そ
の率
は
五
十
。ハ
.丨

セ
ン
ト
最
高
十
八 

ド

ル
七
十
五
セ
.ン
.卜
に
改
訂
せ
ら
れ
た
。M其
他
の
，三
つ
の
：制
度
は
最
近
着
手
せ
ら
れ
、
何
等
の
改
訂
が
行
は
れ
な
い
。
—*
つ
の
制
度
に 

於
て
.は
百
H
間
前
句
の
平
均
所
得‘の
六
十
.ハ丨
セ
ン
ト
が
支
拂
は
れ
、
他
の
..一

つ

の

塑
に
於
て
は
賃
銀
及
び
，勤
續
年
限
に
從
つて
異 

な
る
率
の
給
付
が̂

さ
れ
る
0
.
Mら
に
他
の
.
一
つ
の
制
度
に
於
て
は
長
期
の
失
業
に
の
み
給
付
が
爲
さ
れ
、
そ
の
額
は
個
人
の
資
格
に 

應
じ
て
不
同
で
あ
る
が
給
付
前
の
平
均
所
得
の
四
十
バ
ー
セ
シ
ト
、
又
は
半
月
四
十
ド
ル
を
留
遛
し
な
ハ

0

こ
れ
等
の
會
社
の
任
意
失
業
給
付
制
度
は
、
沾
動
の
時
期
が
短
く
且
つ
條
件
が
種
々
で
あ
る
か
ら
、
镖
的
に
批
刺
を
加
へ
る
こ
と 

は
闲
難
で
あ
る
。
若
し
も
主
要
な
る
目
的
が
、
生
産
物
の
變
化
又
は
季
節
的
動
搐
に
ょ
る
短
期
間
の
靡
業
の

.縮
少
に
對
し
、
永
年
の
勞 

働
渚
に
ぁ

助
^-
與
へ
.る
に
在
る
な
ら
ば
、
.此
制
度
は
十
分
成
功
し
て
ゐ
る

。

會
社
が
こ
れ
が
爲
に
要
す
る
費
用
は
、
賃
銀額
の
一
小
部 

分
に
過
ぎ
な
い
-0
併
し
此
制
度
は
不
況.に
よ
.つ
て
維
持
が
，困
難
で
あ
つ
た

o
1

九
ニ
〇
华
乃
至
一
九
ニ

一

年
の
恐
慌
は
、
當
時
#
在
し

た
六
つ
の
制
度
の
中
ー
つ
を
中
企
せ
し
め
、

一

九
！1ー
〇
年
乃
至
1
九
三
1ニ
年
の
恐
慌
は
、
他
の.，四
つ
の
制
度
を
破
壊
し
、
且
つ
條
件
に 

多
大
の
1
,改
訂
を
牛
；ぜ
し
め
た
。.そ
れ
は
主
と
し
ヤ
期
間
の
制
限
及
び
給
付
の
減
額
に
在
つ
た
。

，

.

避
噂
の
經
驗
に
よ
れ
ば
、
、個
別
的#
赃
の
設
立
せ
る
積
立
金
制
度
は
、
給
付
率
が
極
め
て
低
か
ら
ざ
る
時
は
、
經
濟
的
危
機
の
激
し 

く
且
つ
永
續
せ
る
場
合
に
存
續
し
得
な
ぃ。
.

'

傭
主
と
勞
働
諸
と
の
聯
合
に
よ
る
失
業
救
濟
施
設
は
、

一
層
不
安
な
る
^
護
を
與
へ
る
に
過
ぎ
な
い
。
.兩
衮
の
關
係
は
不
安
宛
で
ぁ 

り
、
傭
中
：が
努
働
者
の
要
求
を
承
認
す
る
こ
と
は
餘
り
多
く
な
い
。
勞
働
組
合
の
主
張
は
厘
々
無
視
せ
ら
れ
：る
。
多
く
の
場
合
に
此
極 

.

の
制
度
社
、
俯
主
の
み
が
醵
出
を
爲
す
が
故
に
、
彼
等
が
勞
働
組
合
の
協
宛
を
煺
々
無
視
す
る
。
傭
主
が
此
制
度
を
紲
持
す
る
意
志
を 

荷
す
る
場
合
で
も
不
可
能
な
る
場
合
が
ぁ
る
。
，
破
産
が
續
也
し
、
苦
汗

H

場
に
よ
る
競̂

が
.

起
り
、.

失
業̂

金
‘

が
打
锻
を
受
け
る
。

.

一
九一

ー
八
年
六
種
の
產
業
に
於
て
、
ニ
十
ニ
の
協
宛
が
失
業
給
付
を
合
同
的
に
創
始
し
た
。
：併
し
不
況
，に
際
し
中
止
す
る
も
の
が
多 

數
に
.上
り
、
殘
你
せ
る
協
定
は
九
つ
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
と
新
に
成
立
せ
る
三
つ
を
數
へ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

一

ニ
つ
の
協
定
の
中一

つ 

は
メ
リ
ヤ
ス
業
に
於
て
全
國
的
に
行
は
れ
た
が
、

一
九
三
〇
年
迄
#
續
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
レ
ー
ス
製
造
業
に
於
け
る
ニ
つ
の
協
宠
は 

會
社
が
醵
出
を
中
企
し
龙
る
時
に
廢
せ
ら
れ
、
壁
紙
製
造
業
に
於
て
は

_
1九
ニ
九
年
傭
主
團
體
が
拒
絕
し
た
る
爲
め
に
、

1

八
九
四
萍 

.以
來
就
業
を
保
障
し
た
協
定
が
破
れ
る
に
至
つ
た
。

不
況
の
影
響
は
此
外
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
多
く
の
制
度
は
資
金
の
缺
乏
の
爲
め
忙
一
時
中
止
せ
ら
れ
た
。
布
帽
子
製
造
事
業
、
麥 

稈
帽
子
製
造
業
、
レ
ー
ス
製
造
業
に
於
て
^
新
に
邀
金
を
得
る
迄
此
制
度
を
中
止
し
た
。
二
九
三
ニ
年
現
實
に
給
付
を
吏
給
せ
る
も
の 

ァ
メ
リ
.力
に
於
け
る
失
業̂
償

運

動

k

l

0
1

1
5
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ア
ィ
リ
ガ
：に
於
け
る
火
業
補
償
運
卿 

i

Q

I:
:
.
V 
メ

が
：
六

琢

る

と.一石
は
れ

る

が''
其

多

く

は

極

め

て

：
振

近

に

，
着

手

.寞

紮

も

o
で
あ
，
つ

たo璀

製

品

製

造

業

•
，
馨

被

服

業

等

が

そ

れ
 

で
♦
る
々
：次
に
就
業
保
障
を
爲
す
ク
V
丨
.ブ
'ラ
ン
ド
の
婦
人
驚
業
に
：於
て
ほ
、
.
.
.
：

一:

週
：四
十「

時
間
'よ
i
:ニ
.屮
八
時
W
に
時
間
を
短
縮
し
， 

賃
銀
も
切
下
げ
ら
れ
た
？

：
'

，合
同
制
度
の
屮
、

.そ
の
適
W
範
圍
、
.歷
史
及
び
給
付
金
額
に
；於
て
、.：揿
も
廳
な
る

も
の
は
、
一̂

一ーーー¥

1

せ
る
シ
カ
ゴ
の
男 

子
被
服
業
に
於
け
る
制
度
で
あ
る
。
.こ
れ
は
當
初
よ
0
迤
金
'の
'亥
拂
能
カ
を
維
持
す
る
_
に
留
意
し
、
制
度
開
始
以
來
六
#
間
俯
主
及 

び
勞
働
#
が
賃
銀
額
のj 

.パ
ー
セ
ン
卜
半
を
何
れ
も
醵
出
し
、，
一'九
ニ
八
^

./
！
:月
以
來
傭
主
は
.三
パ
ー
セ
シ
ト
の
醵
/1
!,
を
な
す
祺
に
改 

め
た
。
こ
れ
に
よ
？

他
'の
制
度
に
於
け
>

0

1も
比
較
的
莫
老
る
■

金

高

る

素

出

來

、
こ
.れ
と
同
時
に
給
付
期
間
が
各
季 

ニ
週
間
半
か
ら
三
週
間
叫
分
の
三
に
延
長
せ
ら
れ
た
0

一
九
三
一
苹
乃
至
一‘'
九11;

四
年
の
協
定
に
於
て
は
栽
本
給
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
 

最
高I

週
二
十
ド
ル
の
給
付
率
が
究
め
ら
れ
た
が

、

一

九
三
ニ
苹
の
規
則
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
切
下
げ
、
給
#
期
間
は
各
栽
金
の
贽 

立
金
に
依
つ
て
史
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
。
議

出
額Q

五
パ
1
セ
ン
ト
は
延
長
給
付Q

支
拂
は
れ
る
緊
義
金
と
.し
、
別
に
附
加
救 

濟
恶
金
力
勞
働
奢V

A

m

o

八
ド
ル
の
勒
別
賦
課
金
を
以
て
作
成
せ
ら
れ
た
。
斯
く
の
如
き
種
々
の
注
意
に
よ

り

正
規
の
給
付
逃
金

は
 

均
衡
を
維
持
し
て
ゐ
る
.の
.で
あ
る
0
:

努
做
組
合
.の
火
業
給
付
讲
度
の
成
否
に
就
て
は
疑
沿
が
あ
る
。_

ア
メ
リ
.力
に
於
け
る
よ
り
も
社
會
的
沾
動
を
多
く
爲
す
ヨa

シ
パ 

の
勞
働
組
合
に
於
て
も
、
政
府
の
補
助
金
を
以
て
獎
勵
せ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
失
業
給
付
の
發
M
は
遲
々
と
し
て
ゐ
る
。
地
方
钮
合 

把
ょ
9
て
主
と
し
弋
行
は
办
る
の
.(
1
負
擔
を
轉
嫁
す
る
爲
龙
で
ぁ
る
0
啦
宛
の
職
業
又
は
地
方
に
.於
け
る
危
機
は
、
地
方
組
合
の
少
數

れ
も
ひ
を
し
て
給
仗
制
度.の
必
耍
を
感
ぜ
し
め
る0*
藤
金
.に
對
す
る
，醵
出
が
新
な
る
撒
關
を
办
弊
と
す
る
。
併
し
非
常
時
が
經
過
す
れ 

ば
，、
容E

勿
に
こ
の
制
度
を
廢
止す
る
.

こ
'.と
が
出
來
る
CO
で
.
'あ
る
。
，：
：
 

:

ア
，メ
リ
力
に
於
て
は
斯
の
如
き
制
度
は
：過
去.コー
、
四
尔
間
餘
多
く
知
ら
れ
て
：ゐ
な
；い
。一九
一
一
八
卬
給
付
'を
行へ
る
四
つ
の
國
際
的 

勞
働
組
合
の
中

一
つ
は
皿
卬
こ
れ
を
中
止
し
、
他
の
一
一
つ
は
一
九
三
ニ
年
中
•頃
菡
金
を
蕩
盡
し
、
僅
に
印
刷
工
の
勞
働
組
合
の
み
が
僙
少 

な
る
給
付
を
維
持
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
地
方
的
.勞
働
細
合
に
於
げ
る
失
敗
も
こ~れ
に
劣
ら
.な
い
？
併
し
十
分
な
る
記
錄
が
無
い
か
ら> 

實
狀
を
明
か
に
す
る
こ
と
が|1
4
來
な
い
。
給
伸
率
が
一
般
をぃ
こ
と
、
故
付
の
權
利
を
失
べ
る
も
の
に
對
し
救
濟
金
を
，支
給
す
る
必

要
が
あ
る
，こ
：と
は
明
か
で
あ
る
。 

」

：

. 

.

-
三
、
失
業
積
立
金
制
度——

ウ
イK

n

ン
シ
ン
州
の
立
法
：

ア
メ
リ
力
に
於
て
は
、■有
力
な
社
#
立
法
を
得
る
：こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
‘，

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
失
業
保
險
制
度
が
頗
る
不
評
判
であ
 

.る
か
ら
、
社
^
保
險
に
加
檢
.せ
：ん
と
す
る
^
も
闘
志
を
喪
ふ
こ
と
が
多
い
の
は
怿
し
む..に：足
：ら
ぬ
o
:失
業
奪
に
.對
す
る
救
濟
手
段
を
獲 

得
す
る
.爲
め
：に
、
：現
實
に
こ
の
問
题
に
接
近
す
る
こ
と
を
.|
|
:め
、
' 多
數
の
社
會
立
：法
の
，指
猙
衆
は
產
業
の.安

定

策

に

失

_

對

策

を

結
び 

付
け
ょ
ぅ
と
企
て
た
。
：彼
等
は
多
く
の.僻
見
に
當
而
し
乍
ら
何
等
か
の.救
濟
策
を
得
：る
爲
め
に
失
業
積
立
金
：、
失
業
補
償
等
の
名
稱
を 

以
て
知
ら
れ
る
一.制
度
.を
考
案
し
た
。
そ
の
上
彼
等
は
外
周
や
失
業
保
險
制
度
を
移
植
す
名
必
要

.を
見
^
と

か

、
被

等

獨

特

：

の
^

の
を 

作
成
し
な
べ
て
は.な
ら
ぬ
と
か
由
張
し
：
.て
：ゐ
る
0
,
:

)

:

:
: 

.

, 

'

.

.ア.メ
リ
*
に
於
け
：
る
失
業
-
慣
運
動
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ア
ず
力
に
於
け
る_

1

肇

；
 

五

因

0 
二
八)

各

け

る

_

翌

翁

燈

_

保

險

伴

る

麝

I

け

る

ず
、
議

I

賢

力
と
を

安
定
せ
し
め
f

の
と
し
て
提
案
せ
ら
れ
たo

そ
の
ヨ
i

ツ
バ
'の
制
度
と
の
相
異
點
は
傭
主
の
み
か
ら
醵
出
.を
要
求
し
、
管
理
上
の 

實
任
を
如
11
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
鐘
を
安
定
せ
し
め
る
點
に
あ
る
0
こ
れ
等
の
特
徵
を
具
有
す
る
法
案
は
コ
ン
モ
ン
ズ
敎
授(

^
^
, 

J
ohn R. 

C
o
m
m
o
n
s
)

が
起
草
し
、

一
九
一
一
一
年
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
法
部
に
ヒ
»

!バ
ー(

w
o
gs-
.*
iK

e
n
r
y

 

>
. 

Huber)'

が
提：==• 

し

た

o
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
勞
働
立
法
協
會(

A
m
e
r
i
c
a
n
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Legislation 
ノ
が

一
九
三
〇
年
末
*c
フ

*「

ン 

式
失
業
撗
立
金
制
度」

と
し
て
提
案
し
、
.多
數
の
州
立
法
部
に
提
案
ぜ
ら
れ
*
先
.づ

一
九
一
一
一
一
一
年
春
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
に
於
て
1̂
!

 ̂

と

な

り

、翌
年
に
は
大
多
數
の
州
に
於
て
提
案
せ
ら
れ
る
に
至
.つ
た
.0
そ
.の
前
文
に
ょ
る
と
次
の
如
き
抱
負
が
窺
は
4
るo 

「

ダ
乃
時
代
に
於
て
も
不
況
ぉ
代
に
於
て
も
失
業
は

IE

下
主
と
し
て
賃
銀
篇
密
が
支
出
す
る®
い
社
會
的
出
費
で
あ
る
。
ウ
ィ
ス 

コ
ン
シ
ン
州
に
於
け
る
產
業
及
び
靡
業
單
位
は
、
自
分
自
身
の
不
規
則
の
活
動
に
原
因
す
る
こ
の
社
會
的
出
費
の
尠
く
共
一
部
分
を 

支
出
す
べ
き
で
あ
る
。
自
身
の
使
用
人
に
對
じ
就
業
と
賃
銀
と
を

一

厣
確
實
な
ら
し
め
る
爲
め.に
、

「

#
社
に
對
し
て
荷
^
の 

立
金
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
求
し'て
も
無
理
で
は
な
いo
而
し
て
.こ
れ
か
ら
勞
働
者
に
彼
等
の
賃
銀
と
柱
勤
ハ
牛
限
を
寒
礎
と
し
て
失 

業
給
付
を
支
給
す
る
の
で
あ
る
。

，失
業
か
ら
發
坐
す
る
こ
の
經
濟
的
負
翁
は
も
つ
と
公
平
に
分
配
せ
ら
る
ベ
き
も
の
で
あ
る
の
み
.な
ら
^,
、
川
來
る
だ
け
こ
L 
i
 

少
せ
し
め
防
企
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。.
健
全
&:
る
失
業
積
立
金
制
度
は
_
出
と
給
付
が
各
傭
主
に
ょ
つ
て
作
業
を
磘
實
な
ら
し
む
べ 

き
で
.あ
る
。
蓋
し
彼
自
身
の
不
規
則
な
屈
傭
の
.た
め
’の
社
#
的
出
費
を
分
撸
し
減
.少
せ
し
む
る
に
は
他
の
何
れ
の
機
關
ょ
り
も
適
切

な
る
地
位
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
全
州
の
傭
主
と
使
用
人
と
が
共
.に
、
：政
府
の
監
督
の
下.に
於
て
諮
問
委
員
會
に
參
加
し
、.最
.4
確 

實
な
出
來
る
限
り
の
就
業
を
促
進
し
獎
勵
す
べ
き
で
あ
る
。

-

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
，於
け
る
失
業
積
立
金
制
度
に
關
す
る
法
律
の

'
、
王

な

る

，
規

定

は

次

，
の

如

く

，
.

で
.あ
る
。

&

圍
此
制
度
は
十
人
又
は
そ
れ
以
上
の
勞
働
密
を
使
則
す
る
傭
主
に
適
用
せ
ら
れ
、
六
ヶ
月
間
，引
續
き
勞
働
に
從
蕻
す
る
總
て
の 

勞
働
衮
を
包
栝
す
る
。
除
外
せ
ら
れ
る
の
は
農
業
勞
働
者
、
家
庭
勞
働
者
、
：
政
府
の
.失
業
救
濟
事

;^
の
：勞
.
者
、
食
公
宽
、
教
員
、
.
正 

常
勞
働
時
間
又
は
全
勞
働
時
間
勞
働
し
得
ざ
る
者
、
^
.■
jl
_
に
從
辦
す
る
鐵
道
勞
働
客
及
び
强
：制
勞
働
に從
事
す
る
盏
で
あ
る
。

,醵
出
は
傭
主
の
み
が
之
を
行
ふ
の
で
あ.る
0
而
し
て
各
傭
主
の
勘
定
は
個
別
的
に
前
帳.せ
ら
れ
る
0
尤
も
同
一
產
業
又
は
同 

1

地
方
に
於
け
る
ニ
人
以
上
の
傭
主
が
、
協
同
動
作
に
ょ
つ
て
彼
等
の
雇
僻
關
係
を
規
律
す
る
と

1
K

ふ
見
解
を
以
て
、
產
業
委
员
會
の 

許
可
を
受
け
、
數
個
の
勘
足
を
合
同
す
る
こ
と
が
出
來
る
:°
f
 

〈

 

-

-

r

,

若
し
も
十
七
萬
五
千
の
勞
働
者
を
使
用
す
る
傭
主
が
、
.'
一
 

九
三
三
年
七
月
—*
日
迄
に
認
可
せ
ら
れ
た
'る
任
意
組
合
を
設
立
せ
ざ
る
時 

は
、
同
日
ょ
り
醵
出
は
强
制
的
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
醵
出
を
支
拂
ふ
撗
初
の
一

.1

年
間
に
其
の
金
額
亦
勞
働
紫
一
人
.當
り
五
十
五
ド
ル
以 

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
傭
主
は
北
餐
鈒
支
拂
額
の

 
一
oハ
1
セ
ン
ト
を
每
年
積
立
栽
金
に
醵
出
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
而
し
て
ニ
年
間
之 

に
絕
へ
ず
服
從
し
た
る
後
は
、
醵
出
の
割
合
が
次
の
/如
く
變
觅
せ
ら
れ
る
。
：乃
：ち

(

一)

傭
、3£
の
勘
定
が
勞
働
蓄
.ー
人
當
り
五
十
艽
ド
ル 

に
達
し
、
而
も
七
十
艽
ド
ル
以
下
な
る
時
は
醵
出
は
贊
銀
支
拂
額
の
：

1

パ
ー
セ
'ノ
ト
と
す
る
こ
と
。
：
.：

(
一
.D

馓
主
の
積
立
金
額
が
七
十
五 

ド
ル
又
は
そ
れ
以
上
に
達
し
た
る
時
は
醵
出
を
爲
す
必
要
な
き
齊
傭
主
は
此
外
に
經
營
蕋
金
に
賃
銀
支
拂
額
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
十 

ア
メ
？
力
に
於
け
る
失
業
補
憤
運
動
 

五

五

O

M
九)



,

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
失
業
補
愤
運
動 

五
'
 

a
i
i
l
G
〕 

分
の
.一.ー
の
,
合
を
以
て
酸
出
を
^
な
く
：て
、は
热
ジ
ぬ
0 

.

.

.

.

. 

•
'
'

總
て
の
■
當
な
^
勞
働
者
：に
豫
め
'

1

年
-

f
尠
く
共
四
.十11

週
叉
は
：4
.
.
週
尠
く
と
も
卅
六
時
間
0
勞
働
又
は
賃
鈒
を
保
證
す
る
傭 

生

：
は

、

此

淛

摩
s

用

か

ち»
外
处
ら
れ
る
P
此
葚
律
の
下
に
於
け
る
め
#
に
等
し
き

か
、
次
は
そ
れ
ょ
り
も
大
な
る
制
度
を
設
く 

名
場
洽
太
も
、丨
同
樣
に
此
制
度
が
ら
餘
外
せ
ら
取
る
a

t

:
入
 

_

へ
^

:

”：給
付
は
：

一 :

九
$

§

年
七
月
1

日
赵
前
：忆
は
支
給
|

給
付
の
請
求
は
篇
素
が
最
後
に
澇
働
し
た
名
地
方
の
公
設 

職
業
紹
ゴ
所
に
^

て
. 

' 失
業
め
通
费
を
爲
さ
ね
ば
念
6>
-
ぬ
o
勞
働
者
.は
彼
等
の
週
給
が
'#
等
が
ふ
兀
含
失
業
せ
^

場
^

に
.受
け
る
こ
と 

が
出
來
.る
每
禪
の
給
付
額
以
下
な
る
場
合
忙
は
_1.

部
失
業
翁
と
着
做
さ
れ
る
o

尙
彼
等
は
給
付
の
開
始
前
一
ー
週
肋
の
待
期
が
設
け
ら
れ

や

..
 

.
 

.
 

-:

:

.

........

-
 

.

:

..

.

奢

.#
を
受
け
.る

翁

に

对

勞

働

者

は

肉

體

部

に

有

能

で

：ぁ

り

、
勞

働

に

從

事

す

る

こ

:<
&

が
-«
來

る

：名

の.で
、
^
 ̂

?
以
剪
ー
年
問
ゥ
ィ 

スn

ン
シ：

ン
«
に

屑

住

す

る

が

又

は

其

：の

期

間

內

に

，四
：十

週

間

州

內

に

於

て

勞

働

に

從

事

し

:«
銀
を
得
た
る
者
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ

0 

次
.に
列
擧
す
る
者
は
給
付
を
受

.け
る
資
廣
を
有
た
裊
い
。
乃

ち

：
不

行

跡

に

ょ

つ

.て

職

業

を

失

ひ

た

：
る

若

、

：

又

は

理

，山

な
く
し
て
任

意 

U

職
讀
を

去
b
.た
る
者

、

現

實

の

努

働

雄

議

又

は

天

災

に

，ょ

；

つ
.て職
業
々j

失
.ひ
.た
'る

密

、
-B
,去
.十
：

U

ヶ
.月

間

に

於

て

千

五

西

卞

.
ル

又
は 

そ
れ
以
1
の
質
紙
を
受
け
た
る
^
、

w

j月
貪
^
へ
ざ
る
：.期
間
商
ら
傩
主
と
な
り
.て
勞
働
し
、坦
づ
.:|
1
*.當
.に
自
ら
傭
'主
と
な
り
^
る
者
、
 

夏
季
休
暇
中
の
.み
傭
入
れ
ち
れ
た
る
學
虫
.»提
供
.せ
ら

.れ
友
る
適
當
な
る
職
業
を
ー
止
當
の
.理
出
な
く
し
て
拒
絕
し
、
又
は
適
常
な
る
職 

業
次
對
す
名
應
幕
を
怠
り
た
る
者(

m
し
就
業
の
拒
讓

勞

働

#
議
に
原
.因
す
る
か
、
■又

は

其

.地

方
I

け
る

同

種g

勞

働

に

廣

く

行

は
れ
る
賃
銀
勞
働
峙Rn
及
び
雇
傭
倐
仲
に
原
因
ず
る
場
合
は
給
付
を
受
け
る
櫬
利
を
失
.は
な
い

V3

■給
付
金
失
業
給
付
の
金
额
は
—-
*
週

十

ド

レ

、
ノ
又

.比

平

均

週

翁

の

か

十

パ

ー

：
セ

ジ

.ト

(0
'
何
れ
が
少
き
率
に
依
る
'の
.で
あ
る
。
併
し 

最
低
義
は 

一_
宄
ド
ル
で
あ
.る
0

一
 

部
失
業
：に
#
す
る
給
付
は
其
州
に
.於
け
.る
實
際
賃
銀
と〗

全
部
的
_

の
場
合
(€
勞
働
者
が
：受
け 

を
海
年
の
給
付
杂
額
と
の
寒
額
に
ま
い
て
計
箅
せ
ら
れ
る
o

#
ほ
給
付
ば
全
部
的
失
*
ぬ
對
しX

曆
铒
十
週
間
を
超
へ
ざ
：る
期
間)

支

■給

せ

ら

：れ

る
6 

' 

:

,;:
:

(

.

.

'

.
'.
.
.
. 

V

.
各
_
業
主
.は
勞
働
#
が
最
後
に
勞
働
し
た
る
拉
ょ
り
艽
十
ニ
迦
以
内
：に
於
て
'、
.各
タ
四
週
||
1
1(0
就
業
に
.對
し
売
金
失
業
給
付
ー
週
間 

(

叉
は
ヤ
部
失
業
給
攸
のff
l
®.
金
額
J
c>
.割
合
を
以
て
給
#
.に
對
す
る
^

«
を
有
す
る
.
o
;
.
傭
虫
は1

年
以
內
に
於
て
二
週
間
を
超
べ
ざる 

傭
入
れ
ら
れ
た
.る
勞
攝
者
に
對
す
る
給
付-
文
は
丼
給
0
逛
を
以
セ
す
る
#
業
員
'に
龄
て
は
.

4

ヶ
月
を
超
へ
ざ
る
期
麗
入
れ
ら 

れ
た
る
者
に
對
す
る
給
付
亡
は
實
往
ゼ
有
し
な
い
。

：

儆
主
は
解
麗
後
六
ヶ‘月

以

上

輟

た

：

.る
後
失
業
し
た
：る
勞
働
考
に
對
す
る
給
付
に
は 

ー
責
任
を
有
し
な.い
0 

ニ
.

.

:

へ
^
^ ̂

:

'

• 

. 

- 

V 

.

.
給
付
は
儆
串
の
.勘
«
の
現
在
0
財
カ
を
.限
度
と
ず
る
。
傭
主
み
給
付
吏
給
の
實
任
、は
、
^
の
如
く
各
々〈

丹
初
め
の
勘
迠
に
適
す
る
ょ 

ゲ
.に
減
額
せ
ざ
れ
名
。
邦
月'の1

ぼ
：の
.積
立
金
：が
：勞
働
者
ム
人
當b
IL
十
ド
ル
.又
は
そ
れ
欲
上
ぎ
る
時
は
、#
月
の
^
給

付

請

求

'
に
對 

し
實
fe
を
荷
.す
る
。
併
し
そ
れ
が
四
十
五
ド
ル
以
上
五.十
ド
：ル'以
下
な
.る
：時

ゆ

給

付

は

1'

週

九
K
ル
に
制
限
せ
.ら
れ
、
四
十
ド
ル
以
上 

四

十

五

デ

ル

な

る

時

は

：：

1
'迦
八
ド
ル
に
制
限
せ
ら
れ
る
。
同
様
に
勞
働
客一人
當
り
の
積
立
金
额
が
五
ド
ル
を
減
ず
る
铽
に
給
付
の
最 

は

：

一

週
一
ド
ル
.を
減
ず
る
 

o
, •
一
 

：「

; .
'

VK,

メ
^
^
，
に
於
け
る
失
業
補
愤
運
動

 

.

.
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(
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ア
メ
タ
ヵ
に
於
け
る
央
業
補
償
運
動
. 

五

c
 

3
m

o

.

勞
働
胬
が
十
：

1
1

ヶ
.月
內
に
一.

人
以
上
の
傭
主
の
爲
め
に
勞
働
せ
る
時
は
給
付
の
支
給
は
傭
入
の
順
序
と
反
對
に
各
傭
主
が
0
次
に
之

fc
當

ら

な

く

て

は

な

ら

ぬ

。
，
ぺ

 

:

し

：

、

、

.

管

理

失

業

積

立
■

は
州
産
業
委
員
#
に
よ
っ
て
管
理
せ
ら
れ
る
*
此
委
員
會
は
職
業
別
地
方
別
を
設
け
、
地
方
震
委
員
會
を 

設
立
し
、
必
要
で
あ
る
と
考
へ
た
る
時
は
無
料
職
業
紹
介
所
を
設
置
す
.る
。
總
て
の
醵
出
は
此
の
.委
員
會
に
拂
込
ま
れ
、
更
ら
に
州
金
. 

旗
に
交
付
せ
ら
れ
る
。
此
仲
金
庫
は
積
立
基
金
の
監
督
を
爲
す
地
位
に
あ
る
o
給
付
は
委
員
會
の
^
よ
り
+3C
^
せ
ら
れ
.る
。
挽
業
を
規 

則
芷
し
く
ず
る
爲
め
に
、
此
寶
含
は
失
業
を
減
少
し
、
防
止
す
論
々Q

手
段
裏
行
す
る
權
能
が
與
へ
ら
よ
。

此
法
律
と
ョ
ー
ロ
ッ
バ
諸
國
に
於
け
る
失
業
保
險
制
度
の
間
に
は
、：

一
見
多
ぐ
の
相
霧
：が
U

ぅ
で
あ
る
。
.一
切

の

費

用

I

主 

に
負
擔
せ
し
め
る
こ
と
は
明
自
な
る
特
色
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
ド
シ
ア
の
社
會
保
險
呔
之
と
同
一
の
方
針
を
適
用
し
、
:,
也
の
諸
國 

に
於
て
も
亦
數
種
の
社
俞
保
險
に
於
て
勞
働
者
の
醵
出
.を
免
除
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
0
主
要
な
る
相
異
は
此
法
案
の
動
機
に
あ
る
0
, 

ゥ
ィ
スn

シ
シ
ン
州
の
法
案
の
前
文
に
は
其
生
要
な
る
目
的
が
就
業
を
規
則
坶
し
く
し
、：且
つ
安
定
せ
，し
む
る
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
. 

ゐ
る
。
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
計
窬
は
明
白
に
一
切
の
會
社
は
彼
等
の
坐
產
を
安
定
し
、
先
業
を
完
全
に
一
掃
す
る
か
、
又
は
大
い
に 

減
^
す
る
こ
と
か
出
來
、
且
つ
こ
れ
を
爲
す
べ
き
で
あ
る
と
假
宠
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
最
も
多
く
の
失
業
#
を

有

す

る

#^:
に
對
し
て 

制
裁
を
加
べ
、
生
産
を
安
定
せ
し
め
、
失
業
を
減
少
す
る
#
社
に
報
償
を
與
へ
、
.各
個
の
#
社

の

失

業

者

に

，對

す

る

賢

任

を

確

立

せ

し 

め
る
。
こ
れ
は
州
馨
に
於
て
其
賛
成
者Q

述
べ
た
る
言
說
に
も
明
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
ウ
イ
：スn

ン
、V

V州
の
法
律
に
對
す
る
攻
擊 

.も
主
と
し
て
此
點
に
加
へ
&
れ
る
の
で
あ
るp

ゥ
ィ
スn

ン
シ
ン
州
の
法
律
の
提
案
者
の
一
人
は
現
在
の
就
業
が
不
規
則
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
防
此
し
得
る
こ
と
を
認
め
る
。 

而
し
て
此
法
律
は
、
州
內
に
於
け
る
傭
主
の
協
力
を
獎
歸
す
る
機
關
を
作
る
の
で
あ
る
が
、
就
業
を
安
定
せ
し
む
る
責
任
は
各
個
の
傭 

主
に
在
る
こ
と
を
明
白
に
主
張
す
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ッ
州
に
於
け
る
就
業
安
定
特
別
委
員
#
は

、

此

計|»
に

於

て

は

或

る

兪

社

が 

他
の
#
社
よ
り
多
く
の
打
擊
を
受
け
、
不
況
の
初
期
に
そ
の
基
金
を
蕩
盡
し
、
其
後
に
於
て
は
勞
働
苕
は
何
物
を
も
受
け
な
い
、
然
る 

に
失
業
の
小
.な
る
他
の
#
社
に
於
て
は
長
く
そ
の
®
金
を
其
儘
保
有
し
、
共
處
の
勞
働
者
は
、
，同
様
の
琪
惝
に
於
て
失
業
せ
る
他
の
勞 

働
客
が
何
物
を
も
受
け
ざ
る
時
に
給
付
を
受
け
る
と
述
ベ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
M
傭
に
關
す
る
慣
習
が
よ
く
、
且 

つ
勞
#
罾
璉
の
法
意
深
き
傭
主
の
邀
金
.が
、
然
ら
ざ
る
傭
主
の
給
#
の
支
給
に
流
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
何
^
の
刺
钱
と
な
ら
ぬ
で
あ 

ら
ぅ
。
ヵ
丨
フ
ォ
ル 

一

I

ア
州
の
失
業
漤
員
會
も
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
計
街
に
賛
成
し
て
ゐ
る
o
此
法
#;
が
傭
主
-を
し
て
勞
働
紫
.に
規
1 

則
正
し
い
職
業
を
與
へ
し
め
る
結
报
に
な
る
こ
と
を
推
獎
し
て
ゐ
る
て
' 

:

純
然
た
る
社
會
：JK
義
及
び
社
#
道
徳
の
見
解
よ
け
す
れ
ば
、
產
業
が
失
業
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
艰
に
對
し
て
實
任 

を
負
ふ
べ
し
と
运
ふ
議
論
は
正
し
い
。
不
況
時
代
に
於
て
會
社
が
投
下
資
本
に
對
す
る
配
當
を
亥
挪
ふ
爲
め

|€
餘
剩
を
橫
立
て
る
と
同 

様
に
、
勞
働
者
は
不
況
時
代
の
保
護
を
受
け
る
權
利
が
あ
る
と
12\
ふ
こ
と
も
正
し
い
？
產
業
が
勞
働
者
に
職
業
を
提
供
し
得
ざ
る
時
、 

彼
等
の
賃
銀
の一

部
分
を
負
檐
す
べ
き
で
あ
るo
,

併
し
乍
ら
此
議
論
に
は
、
各
個
の
»
ホ

が

失

業

を

防

也

す

る

乎

段

を

採

る

爲

め

.に

制

栽

を

加

へ

：
ら

る

ベ

^
で

あ

る

.と

 
一

K

ふ
！

i

論
と
結 

合
す
る
時
に
は
、
現
代
社
會
に
於
け
る
失
業
の
粮
本
的
性
質
の
理
解
を
缺
く
缺
點
が
あ
る
:'
0
現
杻
の
如
ぐ
競
#
的
^

1
の
.行
は
れ
る
時 

r
x 

5力に
於
け
る
失
業
補
償
運
動 

五

九

a
l
l
l
n
o



7?
メ
ジ
ガ
に
於
ホ
る
炎
槳
糚
債
遝
驗
：
 

六
0

C 
ニ
ニ
四
ノ

代
忆
於
て
ば
铌
質
的
，安
忠
は
到
底
不
可
能
で
ぁ
令

炎

業
は1

僦
(0
'
'#-
«:
:又
ぼ
產
#
の

--
>
'團

が

吏

配

す

る

と

と

^>
出

來

な

い

勢

ヵ

の
杏 

來
で
ぁ
る
0
'失
業
防
也
と
災
害
防
止
と
の
間
に
は
類
似
す
る
點
が
極
め
.で
尠
い
？
災
费
に
就
セ
は
多
く
の
會|1
:
.が
勞
ヵ
<?
!
經

^

と

を

娵
 

つ
て
、
こ
れ
ぎ
最
低
.限
度
に
減
少
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
併
し
乍
ら
斯
く
の
如
き
努
力
は
、
天
候
、
流
行
、
.其
他
支
配
し
得
ざ
る
社
會 

的
勢
ヵ
杧
對
し
產
奮
安
寒
し
め
る
爲
ぬ
篇
ん
ど
效
艰
が
&-
^.
，
勿
論
坐
產
^
安

驗

し

窗

爲

め
.に
傭
|
:の
爲
す
：べ
き
#
く
の 

こ
と
が
ぁ
る
。.エ

場

を

体

止

ず

る

ご

と

、
は

，

單

に

.收
入
ゼ
減
少
せ
：し
め
る
の
み.な
ら
ず
、
：.利
髀
の
削
減
を
意
味
ず
：る
。
斯
の
如
き
担
失 

が
失
業
撤
徵
^
至
:̂
1>
め
な
い
さ
.と
ば
&;
い(

と
も
ー
其
は
れ
る0

.

:

:

'
ゝ

'

ゥ
ィ
ス
：.コ
ィ
シ
.：ン
州
に
於
け
る
計
肅
及
び
益
の
'州
婆
！！
^

提
案
に
依
る
失
紫
橫
立
金
制
度
ば
、
旣
に
最
も
多
く
の
犠
牲
を
拂
へ 

る
產
業
め
失
業
の
負
歡
を
課
す
る
に
過
.ぎ
だ
3

總
て
の：

產
|
^
'ち
幸
蓮
：な
る
#
及
び
不
宰
な
'る
款
に
負
觀
?:
'
'分
散
ず
：る
代
り
に
、
是 

等
め
訊
®
は

鞔

も

打

瓒

を

加

^
レ

れ

た

る

製

造

エ

業

家

を

ー

窮

地

贮

陷

稅

モ

幸

廣

だ

を

事

業

家

忙

 

之
は 

賢
明
で
な
い
の
み
な
ら
ず
公
坶
で
な
い
：。
而
し
て
保
險
の
粮
本
厭
现
地
^
危
險
の
廣
沉
な
る
分
敗
に
相
反
す
石
の
で
^
る
。

V
'

實
際
樹
立
.免
制
敗
は
.妣
會
■

§
最
も
邀
本
的
特
微
0
へ
一
.っ
を
否
焚
す
る
。：
全
敗
^

ベti
<
t

的
共
通
：の
基
金
に
：依
賴
せ
ず
し
て
傭 

主
の
.み
の
糨
成
せ
る
蓝
金
に
依
賴
し
.て
居
る
？
.從
づ
て
基
金
が
減
少
す
る
と
勞
働
容
は
興
給
付
を
忽
ち
減
^
ら
れ
るo

基
’金
.が
囊
せ 

ら
る
れ
ば
、
.彼
等
は
.何
^
の
保
護
を
受
け
ざ
る
：こ
と
一
と
な
る
：。
不
況
の
朝
期
に
於
て
能
率
の
'
f

勞
働
者
が
先
ヴ
失
業
じ
、
if
寒

恶
 

金
が
給
付
の
支
給
に
州
ひ
ら
れ
、
其
後
に
失
業
'せ
.る
者
は
給
付
を
減
ぜ
ら
れ
：る
か
、
又
は
全
く
受
け
る
こ
'と
‘が
出
來
な
'い
‘で
ぁ
ら
ぅ
0 

此
^

^
は
現
行
の
拾
^
が
不
充
分
セ
あ
る
.こ
_と
に
-^
因
す
る
の
み
な
.ら
ず
、
個
別
的
稹
立
金
制
度
の
原
則
そ
の
.
.も

の

に

岡^:
の
缺
點
で

あ
：
る
。.そ
れ
は
危
險
を
最
大
の
範
圍
に
分
散
す
る
原
則
に
先
行
.ず
る
。V

 

ゥ
ィ
スn

ン'
V

ン
州
の
.制
度
は
、
政
府
^
醵
出
を
規
定
せ
ざ
る
の
み
.な
ら
ず
、
社
#
の
ー
切
の
權
成
分
子
に
負
檐
を
分
配
す
る
社
會 

保

險

の

.根

本

原

則

を

利

用

す

る

こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
る
Q
オ
ハ
ィ
オ
ー
州
の
失
業
保
險
委
員
#
は
、
此
失
業
積
立
金
制
度
を
非
難
し
て
、 

.次

の

：如

く

述

べ

て

.ゐ

る

。
 

へ

:

「

是

等
.の

制

度

の

；
下
：に

於

.て
は
失
業
せ
る
勞
働
.者
の
引
出
す
給
付
は
、彼
等
の
傭
主
が
積
立
：た
る
積
立
金
に
制
限
せ
ら
れ
る
。
危
險 

の
共
同
計
笕
も
な
く
保
險
の
寶
質
も
な
い
。
保
險
の
根
本
原
則
た
る
危
險
に
脅
か
さ
れ
る
總
て
の
人
が
保
險
料
：を
支
拂
ひ
、
现
實
に 

:
:危
險
に
遭
遇
せ
る
盏
が
.規
定
の
給
付
を
受
け
る
と
い
ふ
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
故
に
各
個
の
ft
'王
の
積
立
金
は
孤
立
し
、
其
金
額
は
餘 

•
に
寒
少
で
、
充
分
な
る
給
付
を
支
拂
ふ
に
足
り
な
い
9
J 

:卜
パ
:

'

:

:

「

ー
般
：に
提
案
せ.ら
れ
た
る
最
高
额
は
合
訛
十
週
間
に
對
し
一
週
十
ド
ル
で
あ
る
。
此
僅
少
な
る
給
付
も
決
し
て
保
證
せ

ら

れ
た 

も
の
で
は
な
い
。rr
發
明
を
利
用
す
る
新
興
糜
業
は多
ぐ
の
失
業
者
を
有
せ
ず
、
.最
高
額
の-h
K:
ル
.を
準
備
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
• 

a

併
し
乍
ら
新
發
明
の
爲
め
に
多
く
の
炎
業
者
を
有
す
る
他
の
，産
業
は
、
僅
少
な
る
猜
立
金
を
有
す
る
に
過
ぎ
ホ
、

一
.週
十 

ド
ル
を
失
業
#
に
拂
ふ
窜
が
出
來
ず、
被
等
の
特
宛
の
'積
立
金
が
涸
渴
し
た
る
後
に
於
て
は
、何
物
を
も
支
拂
ひ
得
な.い
で
あ
ら
ぅ
。 

'.斯
の
如
く
し
て
同
一
の
所
#
能
力
を
荷
す
る
人
も
馓
主
の
興
るに
從
つ
て
保
護
の
程
度
が
異
り
、
何
人
に
對
す
る
：保

g

も
充
分
で
な 

い
事
に
な
る
。
そ
れ
故
に
有
能
に
し
て
健
康
な
る
■失
業
奢
の
住
活
を
維
持
す
る
费
用
は
、
社#:
及

び

，
納

滅

者

の

.

負
擔
と
な
る
外
.な
く
、 

溉
袪
：の
央
業
に
依
る
窮
迫
に
對
す
る
施
設
は
皆
無
で
あ
る
。

J

-'.
'

:

ノ 

Vン

.:
*

ブ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
粱
補
償
遲
動 

六

ー

c 
二
一 m

)



.
ア
メ
ジ
カ
に
於
け
る
失
業
補
償
運
動
 

穴

ニ

Q
1
U六) 

各
你
產
業
に
：任
る
欠
業
積
立
金
に
齡
す
る
ウ
ィ
ス
コブ
グS.

州
の
制
度
は
、
原
則
に
於
て
誤
ま
れ
る
の
み
な
ら
ず
、管
理
に
於
て
も 

煩
雜
で

あ

纂
の
必
要
に
應
じ
得
ざ
る
缺
點
が
I

。
勿
論
此
制
度
を
十
七
萬
，五
千
の
勞
働
者
の
必
要
に
對
し
傭
主
が
自
發
的
に 

承
認
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

一
九三
三
年
一
月
ゥ
ィ
ス
コv

シ
ン
州
の
讓
靈
會
は
當
時
備
に
四
エ
場
I

員
會
の
認
可
を
中
請 

し

そ

の
M
ニH

場
の
み
が
認
可
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
州
知
事
は
そ
の
施
行
の
延
期
.を
勸
齿
し
て
ゐ
る
。

此
失
業
樹
立
金
制
度
が
屢
々
推
奨
せ
ら
れ
る
理
肩
の

.
1

っ
は
、
此
制
度
が
本
來
の
失
業
保
險
計
叢
の
ー
步
で
あ
り
、
現
在
盛
に
行
は

 

れ
.て
ゐ
る
偏
見
を
打
破
す
る
袋
る
。こQ

制
度
が
m

i

;

に
於
け
る
制
度
と
異
るI

及
び
之
多
.メ
 
5
力
式
と
稱
す
るI
 

に
ょ
り
一
:般
.の
承
認
を
求
め
て
ゐ
る0
:
.

饼
し
此
鉴
が
_

そQ

長
所
を
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も

そ
れ
は
結
局
覽
に
過
ぎ
な
い
。
失
業
保
險
に
反
對
す
る
人
々
を
說
得
す 

る
と
.と
は
出
f

い
。
失
業
者
に
保
障
を
與
へ
t

と
に
反
^
;す
る

者
は
、
其
名
稱Q

如
何
に
拘
ら
ず
、
費

用

备

加

艺

む
る
何
れ 

の
義
に
も
.反
對
す
る
。「

_

製

造

霊

會」

は
ア
メ
リ
カ
式
失
_

立
金
制
度
に
對
し
外
國
の
强
制
的
失
業
保
險
に
對
す

る

と

同

様
 

に
i

加
へ
、
兒
豪
働
法
、
養

章

金

、I

保
險
、
無
料
職
業
紹
介
所
の
統
一
的
制
度
に
反
對
す
る
。
I

問
題
を
觀
察
し 

容
觀
V
に
取
扱
ふ
者
は
、
外
國
の
經
驗
の
無
視
す
ベ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
る
。
彼
等
は
失
業
對
策
と
し
て
嚴
楚
る
意
味
に
：̂
、
 

て
佝
等
ア
メ
リ
カ
式
な
る
も
の
の
無
.い
t
と
を
知
つ
て
ゐ
る
o
外

國

.
の

經

驗

は

決

し

て

無
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
いo 

ア
メ
リ
カ
の
法
制
史
は
.
•社
會
立
.法
晶
し
て
ハ
ヨ
，
口
ッ
バ
諸
國
に
於
て
承
認
せ
ら
れ
た
根
本
原
則
运

し

W

成
功
し
た
こ
と
の 

極
め
て
稀
な
る
こ
き
敎
へ
て
居
る
。
ア
メ
リ
カ
の
勞
働
露
償
法
は
ヨ
丨
口
ッ
パ
諸
國
の
制
度
を
極
め
て
多
量
に
模
倣
し
た
の
で
あ

!

jI
1
|

^
:

養
老
年
金
制
度
に
於
て
も
，
工
場
監
督
制
度
に
於
.て
も
、
衞
生
法
規
に
於
て
も
、.亦
兒
童
勞
儆
制
限
に
於
て
も
亦
同
樣
で
.あ
る
o'
- 

.立
法
祺
業
に
於
て
：妥
協
の
必
要
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
：

’併
し
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
强
制
的
失
業
保
險
に
代
は
る
も
の
と
し
て
、
失
業 

積
淀
金
制
度
を
ア
メ
リ
カ
に
施
行
す
る
こ
と
は
ノ
安
協
で
は
な
く
 

>
.社
會
保
險
の
重
要
な
石
原
則
を一
切
放
莱
し
、
失
^
の
原
因
に
關 

す
る
全
く
非
現
實
的
誤
謬
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
■
社
會
的
退
步
は

斯
，の
如
き
妥
協
に
ょ
つ
て
は
成
就
せ
ら
れ
な

い

。

社
#
改
革
の 

道
は
根
本
原
則
の
確
立
に
在
り
。
不
充
分
にし
て
根
ホ
的
に
^
謬
で
あ
る
何
物
か
を
承
認
す
る.こ
と
で
は
な
い
。
失
業®
立
金
制
度
を 

失
業
者
に
保
障
を
與
へ
る
も
の
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
は
、
康
業
を
規
律
し
得
る

.こ
と
を
受
容
し
、
傭
主
に
罪
あ
り
と
す
る
學
說
を
承

認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
會
保
險
に
至
る
道
に
非
ら
ず
し
て
、
之
に
遠
ざ
か
る
道
で
あ
る
と

1
K

は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

. 

,

■
:
 
.
■
.
:

'
.;■
.■■
:
.
 

V
. 

. 

U 

.

.

. 

; 

. 

-
'
.
'
.
.
’
■

.

.

.
 

:

四
、
失
業
保
險
制
度——

オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
法
案
と
其
批
判

.'
オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
失
業
保
險
委
員#
が
提
案
し
た
る
制
度
は
、
ウ
ィ
スコ
ン
シ
ン
州
の
積
立
金
制
度
と
異
り
、
失
業
の
對
症
療
法
を 

意
味
ず
る
も
のP

は
な
い
。
此
黍
員
會
ば
失
業
保
險
を
失
業
の
對
策
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
に
原
因
す
るg

迫
の
對
策
と
し
て
推
獎 

.す
る
。
：
乃
ち
委
員
會
は
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

「

失
業
保
險
.は
失
業
を
撒
廢
ず
る
も
の
で
も
なV

•主
と
し
て
失
業
を
減
少
し
又
は
就
業
を
規
律
す
る
意
志
を
有
す
る
も
の
で
も
な 

い
0,.火
災
保
險
は
火
災
を
撤
廢
す
る
こ
ど
を
自
的
と
せ
ず
、
坐
命
保
險
は
死
亡
を
撤
廢
す
る
も
の
で
ば
な
い
。

又
傷
害
.保
險
は
傷

 ̂

を
：撤
廢
す
る
も
の
で
は
な
い
。
計
霜
が
適
當
で
あ
り
管
理
が
堅
實
で
あ
る
保
險
㈣
度
.は
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
保
護
'せ
ん
と
す
る
畠
㈱
を 

ア
メ 

9力
に
於
け
る
失
業
補
偾
運
動 

六
三
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ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
失
樂
補
償
運
動 

六

四

2

ニ
八)

減
^

i

去
す
る
努
力
を
促
巡
す
I

あ
I

O
併
し
乍
ら
保
險
は
危
險
そ
f

 

■
假
令
大
ひ
に
減
少
ず
る
：£
と
は
あ
つ
て
も
そ 

(

の
避
け
1:
含
こ
と
を
施
提
-^
^
,
.而
し
：て
.そ
.れ
杧
對
す
る
保
_
は
:>
:他
の
.如

何

な

る

制

度

ょ

り

も

保

險

制

度

に

ょ

»)
;
て

及

も

繁 

' :

に
.W
保
■せ
^
れ
る
こ
ぃ
と
.
'を
：.前
.提
.と

す

る

：冬9
で
.
.
.
あ
^

0

$
.
.
.
.
.
.
.
. 

一...：.
. 

.

. 

•

:
ォ
..ハf

1州
；I

員
#

I
證

る

.計
齋
は
、
火
體
に
於
て
賃
銀
勞
働
靈
び
特
定
の
I

額
以
下
の
俸
給
勞
働
渚
の
火
部
分M

 

f.
b
て

^

#
に
原
区
す
^
賃
銀
の
喪
失
を
喊
る
程
度
に
保
護
ず
^
制
度
を
樹
究
す
る
に
ぁ
る
。
こ

の
一
强
制
的
制
度
に
^

括

亡

ら

作

る 

#
は
外
立
の
保
證
含
保
險
料
罢
拂
ひ
、
そ
の
.蘭
生
ん
亦
彼
等
の
爲
め
忙
保
險
辦
墓
拂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
被
保
險
努
馨
は
或 

種
の
制
限
及
び
規
約
に|

つ
て
、
.，

の
際
に
給
f

受
け
る
權
■
文
附
與
せ
ら
れ
る
。
保
險
料
は
I

に
收
入
せ
ら
れ
、
給
付
は
そ

れ
か
ら
支
出
せ
ら
れ
、.

.而
し
て
そ
の
均
衡
は
出
來
る
だ
け
維
持
せ
ら
れ
るQ

で
あ
る
。
こ

の
制
度
は
公

共

國

體

の

產

の
下
に
あ

I

營
利
的
で
あ
る
o'
,」

.

.

y 

, ,■.
0
 

;

ド
範
圍
こ
の
法
案
は
殆
ん
ど
總
て
の
筋
肉
勞
働
者
及
霉
收
ニ
t

ル
.以

下

の

■
俸

給

靡

者

を

包

括

し

て

ゐ

る
主
な
る
者
は
I

勞
働
者
、
家
庭
勞
馨
、
州
際
商
業
、
.政
府
使
用
人
及
び1

:
1

約

を

以

て

證

す

る

黯

及

び

.
四

醫

以

i
 

續
せ
ざ
る
臨
時
使
用
人
で
^
る
o
' 

へ
斤 

.

.
州
際
商
業
が
除
外
せ
ら
れ
る
の
I

法
上
の
故
障
I

め
で
f

、
政
府
の
使
川
人
及
び
敎
師
が
除
外
.せ
ら
れ
|

は
失
業
又
は
不 

規

則

就

業

の

危

險

が

極

め

て

少

な

い

職

業

で

あ

る

と

い

ふ

黯

，鐘

く

の

e
あ
る0

」

A
書

勞

働

f

塞
勞
働
者
と
の
撒
外
せ
ら
れ
る
♦
は
農
業
經
營
者
の
政
治
的
勢
力
に
.よ
I

で
あ
'つ
^

業
勞
働
者
が
少
數
で
あ
る
こ
と
、
農
業
勞
働
者
の
間
に
失
業
問
題
が
. #

在
し
な
い
と
云
ふ
主
張
が
行
は
れ
る
こ
と
、
農

業

經

營

.者

の

負 

檢
を
增
加
す
る
こ
と
に
對
す
る
反
對
が
此
の
計
播
を
成
立
せ
し
め
ざ
る
危
險
が
大
で
あ
る
こ
と
に
茈
く
の
で
あ
る
。
.

.

.

,

同
様
の
議
論
が
家
庭
勞
働
者
の
除
外
に
も
行
は
れ
る
パ
現
在
に
於
て
は
家
庭
勞
働
者
は
齊
通
の
輕
濟
的
平
準
以
上
の
家
庭
^
主
と
し

• 

• 

' 

. 

• 

. 

.

.

.

.

.

. 
- 

•

て
限
ら
れ
て
ゐ
：る
:°
そ
れ
故
に
家
庭
勞
働
に
：對
す
る
保
險
费
用
は
管
栄
に
對
し
セ
公
：|1
1
を
缺
：き
過
&
の
負
擔
で
あ
る
と
沄
ふ
こ
と
は
殆

.

.

.

.

.

.

. 

'

' - . 

: 

: : 

. 

.

.

•

/ 

.
 

. 

•
.
' 

. 

+•.

ん
ど
不
可
能
で
：あ
る
。」

併
し
乍
ら
委
員
會
は
有
力
な
る
：上
級
の
婦
人
及
び
.職

業

婦

人

、
：
家

庭

勞

働

者

が

赘

澤

物

：
で
な
.
く

必

耍

物

で

あ

る

■-
 

- 

- 

• 

•
• 

•

多
數
の
策
庭
の
母
版
の
反
對
を
惧
れ
て
ゐ
る
？
：
 
.
 

■
 

.

.次
に
高
級
の
使
用
人
が
あ
る
。
.年
收U

千
ド
ル
.は
非
常
に
高
い
.平
，準

で

は

な

い

が

、

そ

れ

以

上

.
の

者

を

除

外

す

る

こ

と

は

#
等
が
自

.

.

.

.

.

. 

■ 

... 

.

.

. 

. 

,

•

 

•
 

.

.

.

.

ら
保
護
を
繁
じ
將
來
の
爲
め
.に
準
備
し
得
る
^
云
'ふ
理
_
に
菡
.く

の

，
で
：あ

る

。

#
し
之
は
金
然
:1
£
,し
い
假
定
で
は
な
い
。
辟
ほ
此
外
に 

比
較
的
筑
要
で
な
い
除
外
例
が
あ
る
。
.そ
れ
等
は
實
際
卜：

强
制
す
る

！

が
闲
難
で
あ
^
が
爲
め
で
あ

る

。

そ
れ
は
兰
人
以
下
の
努
働

.
• 

I 

. 

•
.
.

こ
-
• 

. 

- 

.. 

* 

-
•
.
;
•
•
• 

. 

一、
 

• 

. 

.

.

.

.

.

. 

- 

•
:
.

者
を
使
用
す
る
傭
栄
、
.臨

時

勞

働

者

等

：で
：
あ

^

-,
''
;
.リ
^」

い
^
^
^
^
^
^ ̂

、

:

斯
め
㈣

せ
除
外
例
は
あ
‘
が

、

こ

の

訐

窬

に

ょ

づ

.て

啡

常

；
に

多

激
.の

廣

働

者

が

保

護

せ

も

れ

：て

ゐ

る

。

ォ

ハ

ィ

オ

ー

州

に

於

て

.報

酬 

を

得

る

便

用

人

の

總

數

は

ニ

百

寓

を

超

，へ
な
い
；
で

あ

ら

.ぅ
'.
0
而

し

て

失

業'#
險

計

齊

は

そ

の

：
中

の

百

.五

.十
萬
を
狃
括
す
る
の
で
あ
る
。

.

.

.

.

: 

. 

' 

. 

. 

..V 

.

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

.•

ゃ.
.
.
.
.
.
-
.

'

'
'.

 

. 

.
一‘

:.

給
:#
此
許
霜
に
於
て
は
賃
銀0
五
十
バ
ー」

セ
シ
：ト
が
支
給.せ
ら
れ
.る
。
姐
^
三
週
間
の
待
期
を
經
た
る
後
十
六
額
間
に.對
し
、一 

週
.十
五
ド
.ル
を
超
'へ
る
と
>
は

な

，
い
。

此

金

額

を

以

V

し
.て
财
、
損
失
の
全
額
を
塡
補-1
.得
な
^
こ
と
が
明
.で
あ
る
。
併
し
乍
ら
海
し

, 

< 

1 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

■ 

.

.

.

. 

V

.

-

 

V
. 

. 

. 

r 

. 

' 

.

も

損

失

わ

全

額

を

植

補

す

を

時

は

、
：
‘
多

V

の
.場
合
.に
不
疋
行
爲
が
行：

は
れ
超
過
保
險
と
な
る
，處
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
。
失
業
保
險
に
於
て 

ア
ー
メ
リ
ヵ
に
.於
け
る
央
_
補
償
運
動
广
：

. 

.
六

五

(

5
1
-九V



ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
業
藩
運
動 

2

C 

0
1

三
〇) 

全
額
塡
補
す
る
.こ
と
は
職
業
に
復
歸
す
る
意
志
を
破
壊
す
る
危
險
が
尠
く
な
いo 

.

.
給
付
の
制
限
せ
ら
れ
る
第
一
の
原
因
は
贵
用
に
あ
る
0
失
業
保
降
の
從
來
の

_

經
驗
に：

ょ
れ
ば
給
付
は
屢
々
變
更
せ
ら
れ
た

o

併
し
そ 

れ
が
增
額
の
：竭
合
で
あ
つ.て
冬
失
業
の
.費

用

全

部

を

償

，ふ

に

不

足

す

る

場

合

と

.
同

様

に

非

難

せ

ら

れ

た

:0 

給

, #
に
§
て
枯
四
つ
(0
點
が
观
題
と
な
る
.,
:0
即
ち1

週
の
給
付
率
、
最
高
額
、:#
期
及
び
給
付
期
限
と
れ
で
あ
る

O

こ
の
中
一
o
の 

點
に
於
て
オ
<
イ
オ
丨
'州
の
針
敲
は
ウ
ィ」

ス
コ
.ン
\ソ
ツ
_

の

隹

律

ょ

ヵ

も

寬

大

；
で
.

あ
る
0
兩
齋
时
れ
も
賃
銀
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
正 

常
0
输
付
率
と
し
て
ゐ
る
が
最
高.額
は
彼
の
：十
ド
ル
に
對
し
、
是
は
十
五
ド
ル
で
あ
り
、

期
限
は
彼
の
十
週
に

_

し

、

是.±
十

六 

週

.
で

あ

石
'0
併
し
待
期
は
彼
.ょ
り
も
是
に
於
て
ー
儒
延
長
电
ふ
れ
て
ゐ
る,:
0
給
付
率
が
賃
銀
の
五
十
パ1
セ
ン
ト
と
な
る

こ
と
に
對 

し
て
は
上
較
-^
多
く
の
批
华
ヵ
划
へ
ち
れ
な
い

0
賃
暮
率
如
何
に
掏
ら
ず
統
一
的
給
付
率
を
用
ひ
る
イ
ギ
リ
ス
の
.如
き
制
度
に
於
て
は 

多
數
に
對
1
餘
.り
低
率
で
.あ
る
と
一
其
ふ
非
雛
が
あ
る
。

ア

メ
リ
，
力

に

お

.け
る
勞
働
者
賠
償
法.の
經
驗
に
ょ
れ
ば
、
給
付
の
標
準
は
賃
銀 

の
五
：十
。ハ

T

セ
ゴ
乃
隹
六
.
十

六:-
三

分

の

ニ

パ
1

セ
ン
ト
で
あ
る
。
失
業
保
險
に
於
て
は
艽
十
パー
セ
ン
ト
の
給
付
率
は合
理
的
で 

あ
る
と
し
.

H

承

認

せ

ら

れ

て

，
ゐ

石

。

.

系
常
の
.狀
避
に
於
て
は
勘V
共
生
.活
必
要
品
は
C
れ
を
.以
て
得
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

'次
に
待
期
4
給
咐
期
服
.と
に
#
し
て
批
判
が
加
へ
ち
れ
石
0
;;3
i

ッ
パ
諸
國
の
立
法
に
比
較
し
て
之
に
於
て
は
待
期
が
員
い
。
併 

し
乍
ら
こ
れ
が
.
め̂
に
給
付
を
十
六
週
問
に
_

す
る
.こ

-^
が
出
摩
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
如
く
不
況
が
延
引
く
變
ロ
に
は
或
る
稱
の
. 

救
濟
貪
設
が
必
耍
と
な
る
。
併
し
.減
る
論
者
を
以
.て
.一

K:

は
し
む
れ
ば
、
極
端
な
'る
場
合
に
於
て
もg

、

五
ケ
月
以
上
絕
へ
ず
失
業
に
苦 

し
む
渚
は
比
較
的
少
數
で
あ
る
。.貯
蓄
、
信
用
私
的
慈
善
都
業
及
び
公
共
.の
救
濟
.の
必
要
は
非
常
に
減
ぜ
ら
れ
^O

一
 

九
三
一
年」

意

1

千
一
百
萬
ド
ル
の
失
業
給
#

が
支
拂
は
れ
た
酱
で
あ
り
、
之
に
對
し
.一
千
五
百
寓
ド
ル
の
公
私
の
救
濟
费
が
.投
ぜ
ら
れ
る
勘
宠
で
あ 

' 

:'」

：：

-

.

.:

;.
.

,

'
.'
: 

.

っ
た
。 

.

.

之
に
對
す
る
收
入
の
源
眾
は
三
つ
あ
る
。
被
保
險
容
、
傭
生
、
中
央
政
府
又
は
及
び
地
方
政
府
で
あ
る
。
商
業
的
保
險
に
於
て
は
費 

.
闬
の
全
額
を
被
保
險
容
が
負
擔
ず
る
の
が
通
例
で
あ
る
0
併
し
乍
ら
社
會
保
險
に
於
て
は
被
保
險
若
の
負
檐
を
容
勒
な
ら
し
め
る
爲
め 

に
費
用
の
分
擔
叉
は
轉
嫁
を
行
つ
て
ゐ
る
。
徵
州
の
分
擔
に
關
し
て
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
.る
理
論
は
#
し
な
い
o
.JE
義
、
支
拂
能
力
、 

事
故
に
對
す
る
責
伍
等
の
種
々
の
論
摅
が
あ
る
0'
併
し
實
際
に
於
て
は
種
々
0
經
濟
幽
體
の
相
對
的
勢
ヵ
に
依
つ
て
分
檐
が
決
定
せ
ら 

'れ
、
理
論
に
ょ
る
こ
と
は
少
な
い
o 

: 

■'

オ
ハ
ィ
オ
丨
州
の計

！！

に
於
て
は
、
俯
憲
對
し
て
支
挪
實
銀
額
の
ニ
。ハ
丨
セ
ン
ト
を
課
し
、
勞
働
苕
に
恶
し
て
其
貨
對
の
一
ハ
- 

セ 

ン
ト
を
課
し
、
 

地
方
、
州
又
は
聯
邦
の
金
麻
に
對
し
て
は
何
等
の
醵
蕾
を
課
し
て
ゐ
な
い
。
こ
の
點
は
ョ
1
ロ
ッ
。ハ
諸
國
の
制
度
と 

蓉
し
く
興
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斯
の
如
く
決
定
す
る
迄
に
は
州
又
比
聯
邦
の
財
政
的
參
加
に
賛
成
す
る
寰
も
あ
つ
た
。
而
し
て
.委 

員
會
の
成
案
に
對
し
て
は
左
翼
^
1ら
激
し
い
批
判
が
加
へ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
憲
法
上
0 .
理
由
又
は
實
際
上
の
理
曲
か
ら
新
種
の
課
税 

が
不
可
能
で
あ
り
、
聯
邦
か
ら
も
醵
出
.を
期
待
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
つ
た
。

オ
ハ
ィ
オ
丨
州
.に
於
け
る
失
業
保
險
の
擁
_

は
主
と
し
て
次
の
ニ
つ
の
理S

に
璧
張
を
置
い
て
ゐ
る
。
第
一
は
失
業
者
が
從 

來
ょ
り
も
多
額
の
救
濟
金
を
受
け
、
且
つ
一
層
受
領
し
卷
形
態
と
す
べ
き
こ
と
、
第
二
は
地
方
自
治
體
が
無
統
制
の
謹
の
爲
に
課 

せ
ら
れ
る
負
檐
.
ら̂
解
放
せ
ら
る
べ
き
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
尙
ぼ
傭
、

K
-
Y

勞
働
若
と
の
負
擔
が
三
。ハ
1
 ̂
y
b
.

合
で
あ
る
こ
と
又 

ァ
メ 
9
力
に
於
け
る
失
業
補
愤
運
動 

六
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ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
樂
怵
飲
述
動 

六

八

(

m

r

D
 

は
三
分
ゆ
ニ
と
三
分
のI

で
あ
る
こ
と
に
就
.て
は
、
何
導
特
殊
：の
論
據
が
'#
祛
す
る
の
で
は
な
い
。
.生
と
し
て
收
支
の
均
衡
を
.考
傲
す 

る
に
依
る
の
で
あ
る
o
三
：
パ

ー

セ

ン

ト

の

保

險

料

と

十

六

週

.聞

賢

銀

/7
:

.十

パ

ー

セ

：
ン
，ト

の

給

付

と

の

均

衡

は

、
：
複

雜

な

る

保

險

數

學

の 

Bt
弊
に
栽
い
て
ゐ
る
。
ア
イ
i

ム
.
•
.
ル
.ビ
ノ
1

9
+
i
" 

R
!
o
w
)

は
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
保
險
料
を
兩
當
骐
盏
間
に
均
分
す
ベ
慕
を 

主
張
し
之
に
依
て
給
付
金
-樣
を
増
加
し
、
永
續
せ
る
不
況
の
.場
合
に
も
十
分
な
る
收
入
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
と
主
張
す
る
。
''
!
: 

提
案
は
冷
靜
に
考
へ
れ
ば
首
背
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
に
於
て
は
法
案
の
成
否
忙
關
す
る
重
大
な
る
分
蚁
點
を
爲
し
て
ゐ
た
0 

失
業
保
險
に
對
す
る
多
く
の
.■非

難
は
財
政
上
の
闲
難
に
迤
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
及
び
其
他
の
ョ
1
13
ッ
パ
諸
國
の
即
度
に 

先
例
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
の
财
政
ト
：の
闲
雛
は
明
玲
で
あ
る
0
.保
險
料
率
を
十
分
に
增
額
ぜ
ず
し
て
給
付
獾
を
反
；锻
し
て
增
加 

し
た
。
保
險
料
率
と
給
付
率
と
の
不
一
致
は
統
計
的
及
び
保
險
數
學
的
恶
礎
を
不
安
走
な
ら
し
め
る
を
以
て
、
何
れ
の
制
度
に
於
て
も
. 

危
險
で
あ
る
。
オ
ハ
イ

オ

ー
州
の
失
業
保
險
に
於
て
も
斯
の
如
き
#

^
に
陷
つ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
同
州
に
於
て
は
屈
傭
統
計
に
關
す 

る
毁
甯
な
る
資
料
が
あ
り
>
.そ
れ
に
恶
づ
く
計
算
は
頓
る
堅
實
で
あ
り
安
全
で
あ
つ
た
。
勿
論
保
險
料
が
十
分
で
あ
る
と
耷
ふ
笆
對
の 

保
證
は
利
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
一
一
、
三
年
.の
試
驗
期
を
經
た
る
後
は
、
保
險
事
業
を
管
掌
す
る
期
|1
0
が
、
各
種
の
產
業
又
は
職
梁 

に
對
す
る
保
險
料
率
を
傭
主
に
對
し
て
は
、
1
パ)

，1-
'
セ
ン
ト
ょ
り
三
パ
ー
セ
シ
ト
平
の
範
圍
內
に
於
て
、
變
M
す
る
權
能
を
與
へ
ら
' L. 

へ
た
。

.
：

:

■ 

'く
‘
 

:

.

麩

.斯
の
，如
^

^
險
料
率
變
災
の
權
能
は
、
財
政
上
の
考
慮
に
恶
づ
く
の
み
な
ら
ず
、
.ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
統
制
思
想
に
邀
づ
く
の
で
'

•:t
>
る
。
it
の

想

料

{に
よ
り
、
失
業
保
險
が
統
制
を
獎
勵
す
る
一
要
素
と
な
る
と
武
ふ
に
ぁ
る
。
加
之
、
E
の
ぼ
⑩
に
於

て
は
失
業
の
危
險
程
度
及
び
其
梢
減
に
ょ
つ
て
保
險
料
率
が
計
'箅
贫
ら
る
ベ
き
で
办
る
と
、王
張
す
る
。
此
.思
想
は
何
等
新
し
い
も
の
で

は
な
ハ
。
f
て
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
試
み
ら
れ
た
る
後
に
放
槳
せ
ら
れ
、
又
ド
イ
ツ
に
於
て
も
失
業
保
險
制
度
を
施
行
す
る
際
に
想
到
せ

' 

* 

.

.

. 

' 

.

.

. 

.

ら
れ
誇
張
せ
ら
れ
た
が
、
事
實
上
實
行
闲
雛
で
廢
粢
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
0
危
險
の
.大
小
が
保
險#

度
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の 

で
あ
る
と
信
ぜ
し
む
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ゐ
。
斯
の
如
き
相
異
は
火
災
保
險
、
勞
働
奢
賠
償
法
、
其
他
多
く
の
损
害
保
險
に
於
て
K
際

. 

- 

.

.

.

•
.

-

.

. 

V 

' 

- 

• 

.

.

. 

.

.

.

.

,

こ
肱
=

せ

，
ら

れ

る

。

^

し
最
も
科
摩
妁
で
あ
る
生
命
保
險
に
於
て
は
餘
り
多
く
見
出
さ
れ
な
い
か
、
又
は
全
然
見
出
さ
れ
な
い
。
特
疋 

の
職
業
•

地
方
及
.び
工
場
に
於
て
は
、
殳
員
の
危
險
を
犯
確
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
勞
働
の
移
動
性
の
爲
め
に
長
期 

に
村
ー
り

1

個
人
の
失
業
の
危
險
を：ih
.
.確
に
知
る
こ
と
は
不
可.能
で
あ
る
。
經
驗
を'm
ね
る
こ
と
に
依
つ
て
失
業
の
危
險
率
を
测{儿
し
、 

保
險
料
率
を
決
宛
す
る
こ
と
が
川
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
現
在
は
實
行
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
依
つ
て
见
し
て
失
業
を
防
止
し
得
る 

や
否
や
は
未
だ
確
答
の
時
期
で
な
い
。

：

 

.

オ
•ハ
.イ
オ
1
州
.の
失
業
保
險
機
關
は
勞
働
#
賠
償
の
機
關
扁
奪
あ
る
。
そ
れ
が
全
州
杓
に
支
所
を
有
し
、
職
業
紹
介
所
と
し
て 

活
動
し
、
.職

業

，を

紹

介

し

、

失

業

保

險

の

保

險

金

請

求

.が
合
法
的
で
あ
る
か
：否
か
を
決
定
す
る
最
善
の
試
驗
を
爲
し
て
ゐ
る
。
尙
ほ
こ

の
點
に
關
す
る
規
宛
は
ョ
ー
口
ッ
パ
諸
國
に：

於
て
は
詳
細
を
極
.め
て
ゐ
る
が
、
'オ

ハ

イ

オ

ー

州

の
.法
案
は
寧
ろ
概
括
的
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

•

.

ン

 

.

.

.

.

.

•

 

.

ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
殳
員
積
立
金
制®
と
オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
失
業
保
險
制
度
と
の
間
の
根
本
的
異
同
は
前
客
が
各
：丄
場
別
に
個
別 

，的
！

5

立
金
を
荷
す
^
點
で
あ
る
。
勿
論
之.に
.

H

場
が
任
‘意
.に
合
同
し
、
精
立
金
：を
共
同
に
爲
す
こ
と
が
認
め
ら
：れ
て
ゐ
る
。
併
し
何
れ 

に
し
て
も
實
任
は
個
別
的
エ
場
稹
立
跑
金
に
あ
り
、
產
業
全
體
の
共
同
訐
算
に
ょ
つ
て
危
險

を

分
®
せ
し
め
る
こ
と
は
な
い
。

斯
の
如 

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
失
業
：補
償
運
動
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ア
メ 

9

力
に
於
け
る
失
業
捕
償
運
動 

七
0

'

(

5

5

) 

く
し
て
こ
の
制
度
は
保
險
と
し
て
の
根
本
的
基
礎
を
缺
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
制
度
に
於
て
は
給
付
は
时
別
X

 

場
の
利
用
し
得
る
積
立
金
額
に
制
限
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
こ
れ
が
第
一
の
缺
點
で
あ
る
0
第
二
.の
缺
點
は
.横
立
逃
金
.と
工
場
管
理
の 

間
に
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
傭
主
は
賛
成
す
る
で
あ
ら
ぅ
が
勞
働
諸
は
腿
々
反
對
し
て
ゐ
る
點
で
あ
る
。

樹
立
金
制
度
に
對
す
る
賛
成
論
は
其
の
職
能
と
先
業
保
險
の
可
能
性
に
迤
い
て
ゐ
る
。
前
背
は
失
業
の
防
企
に
關
係
せ
る
議
論
で
あ 

る
。
安
宛
に
ょ
つ
て
防
止
す
る
こ
と
が
出
來
、
そ
れ
を
行
ふ
こ
と
は
傭
主
の
實
任
で
あ
り
、
保
險
は
十
分
に
失
業
防
止
に
努
め
し
む
る 

に
至
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
若
し
も
工
場
が
自
身
の
積
立
茶
金
を
荷
し
保
險
料
が
そ
の
栽
金
の
財
政
狀
態
に
支
配
せ
ら
れ
、
此
上
醵
出 

を
必
耍
と
せ
ざ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
傭
主
は
勞
働
の
.轉
換
を
減
少
せ
し
め
、
斯
業
の
規
律
を
圖
り
保
險
料
の
節
約
を
爲
す
e
あ
ら
ラ
。 

オ
ハ
イ
オ
ー
列
の
則
#
に
於
て
は
、
r
の
^
き
遠
大
の
效
艰
を
直
接
の
的
と
せ
ず
、
.失
業
に
因
る
損
先
を
補
ひ
、
こ
れ
か
ら
救
.^
す 

る
こ
と
を
^

ー
の
闫
的
と
し
て
ゐ
る
。

他
の
異
同
は
俯
，

H-;

の
醵
出
の
荷
無
で
あ
る0
ウ
ィ
スn.

ン
シ
ン
州
に
於
て
は
之
を
缺
き
、
オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
制
変
に
於
て
は
之
を
荷 

す
る
。
傭
生
杧
赀
川
を
課
し
、
失
業
の
防
此
が
最
終
9
目
_
で
あ
り
-
_保
險
料
の
負
擄
が
防
止
を
刺
戟
す
る
と
亏
ふ
思@

4
迤
い
て
、 

後
教
は
行
は
れ
る
。
然
る
に
前
者
に
於
て
は
之
を
全
く
缺
如
し
て
ゐ
る
。

オ
ハ
イ
オ
ー
州
の
法
案
に
對
し
て
は
赞
否
兩
論
が
相
當
に
盛
で
あ
つ
た
。
若
し
も
此
法
案
が
斯
の
如
^*
反
對
に
接
し
な
か
つ
た
な
ら 

ば
、
そ
れ
は
こ
の
法
案
が
眞
面
同
に
#

へ
ら
れ
な
か
つ
た
第
實
を
示
す
も
の
で
あ
ら
ぅ
0

如
何
な
る
社
會
的
經
濟
的
團
體
が
こ
れ
に
賛
成
し
、
又
反
對
す
る
で
あ
ら
う
か

o

そ
れ
は
理
論
の
問
題
で
あ
る

o

邡
し
渑
往
何

贊
成
し
又
何
れ
が
反
對
し
て
ゐ
る
か
。
そ
れ
は
認
識
の
問
題
で
ぁ
り
、
敎
育
及
ざ
宣
傅
の
問
題
で
ぁ
る
。
勞
働
者
は
失
業
の
被
害
奢
で 

t

、
此
制
度
に
於
け
る
利
蒙

受

奪

ぁ
り
、
失
業
保
險
の
级
に
死
力
を
以
て
圃
.っ
た
。
之
は
ョ
-
.
口
ッ
パ
に
於
け
る
事
情
で
ぁ
る 

が

、

ア
メ
リ
カ
に
於
T
は
些
か
之
と
f

、
篇
激
は
最
近
ま
で
眞
の
熱
意
を
荷
し
な
.か
つ
た
。「

ア
メ
リ
カ
勞
働
聯
合」

(
A

B

a

i

 

F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
of 

!
L
&
o
r
)

の
立
法
委
員
會
に
於
て
は
グ
リ
ー
ン(William 

G
r
e
e
n
)

と
リ
ユ
ィ
ス(J

o
h
n
-
r

L
e
w
i
s
)

のH

人
の
力
に
ょ 

つ
て
架
險
に
關
す
る
決
議
が
通
過
し
た
の
で
ぁ
つ
た
0
社
#
斯
業
家
も
亦
掖
近
の
.不
況
に
至
り
、
.公
私
の
救
濟
恶
金
が
缺
乏
す
る
迄
失

業
保
險
に
好
意
を
有
す
る
#
が

少

か

っ

た

。
：

、

震

麗

は

畫

Q

利

管

繁

す

る

こ

と

に

素

し

た

。
併
し
彼
等
の
利
益
も
塞
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
其
_

す
る 

事
業
如
何
に
ょ
つ
て
利
害
關
係
は
異
っ
た
。
議
方
而
に
於
て
は
失
業
保
險
に
反
對
し
た
Q
.併
し
此
法
#
に
ょ
っ
て
農
業
經
營
者
の
利 

益
が
如
何
に
奪
ら
れ
る
か
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
ぁ
る
。
農
業
勞
働
菩
除
外
せ
ら
れ
、
州
の
.繁
む
缺
如
言
れ
る
か
ら
、
租
税 

■負
擔
の
增
加
も
な
い
。
若
し
影
響
ぁ
り
と
す
れ
ば
、
失
業
者
が
食
料
品
の
消
費
を
な
し
、
食
料
品
の
材
料
が
多
く
寶
買
せ
ら
れ
、
利
益 

を
享
け
る
こ
と
.で
あ
ら
ぅ
0

次
に
商
業
資
本
は
商
業
S

所
が
彼
等
の
爲
め
に
意
見
を」

述
べ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
失
業
保
險
_

の

目

的

は

、

失

_

及

び

其 

家
族
の
芷
常
の
生
霞

準
を
維
持
す
る
に
在
る
？
之
は
消
費
の
正
常
な
る
標
準
を
維
持
す
る
こ
と
に
歸
す
る
。
而

し

て

_

上

央

業

者 

3

J買
力
を
增
叫
し
、
商
店
及
び
土
地
所
夜
考
の
マ
收
益
を
靖
加
す
る
に
至
る
で
ぁ

ら

ぅ

。併
し
斯
の
如
き
琪
實
は
未
だ
尙
ほ
容
易
に
理

解
せ
ら
れ
な
い
。

• 

,

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
失
業
補
僧
運
ま 
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ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
I

霞

動 

セ

こ

へ

こ

g

c
 

• 

'工
業
資
本
の
反
對
は
非
常
に
强
カ
で
あ
り
、
そ
の
反
對
の
原
因
は
こ
の
制
度
が
賃
銀
支
拂
額
に
對
し
て
課
f

る
點
に
t

o

彼
等 

は
商
業
I

所
I

じ
て
I

ゆ
る
反
對
裏
.み
る
。
新
I

M
、’
宣

傳

、

ま

願

等

が

彼

等

の

：
用
ふ
ー
る

S

で
,

。
而
し
て
彼
等
の 

央
業
保
險
に
對
ず
る
反
對
现
F1
1
は
事
業
上
、
'金
融
上
、
.經
濟
上
、
.社
#
上
'、

の

諧

龙

而

に

苴

0:
て
ゐ
石
0

へ
.

W
業
上
の
I

は
最
も
明
専
t

o
第 
一
s

»

$

s

r

^
 

y 

0

^
0

§
 
^
パ 

1
セ
ン
ト
の
1
分
以
-卜
に
過
ぎ
な
い
が
、

何
れ
の
俯
主
も
之
を
歡
迎
し
.な
い
。
不
況
時
代
に
於
て
.は
靈
の
こ
と
で
あ
る
？
第
一
一
に
諸 

パ
衍
の
-
#爭
論
が
あ
る
0
饥
し
諸
外
間
に
は
貴
銀
及
び
坐
產
费
に
關
しV

*

の
課
税
に
上
る
■以
上
の
不
同
が
現
#

し

て

ゐ

る

。

こ
- ^
は

努
働
者
|
1
#保
險
に
就
て
も
加
へ
ら
れ
る
非
靴
で
あ
り
、
統
一
时
制
度
は
好
*.
し
き
も
の
；で
^
る
'於
、
财

十
八
聯
邦
州
に於
け

る
政
'̂ 

組
織
が
.そ
の
實
現
を
闲
靴
な
ら
し
め
で
ゐ
み。
，.
■
: 

.

金
融
上
の
反
_

本
來
資
现
也
ざ
る
想
像
の
理
由
に
.
.ょ

る

の

セ

あ

衾■

の
.危
惧
の
念
を
生
め
し
め
る
こ
ど
が
あ
る
。
保
險
冲 

と
し
て
集
積
せ
ら
れ
る
資
金
塞
偾
に
，

す
る
結
來
、
產
業
に
利
用
せ
ら
れ
る
莫
大
な
る
資
本
を
引
上
げ
る
結
艰
と
な
る
で
あ
ら
ぅ 

と
_

せ
ら
れ
る
o
斯
の
如
き
S

は
公
|

數
|

墻
加
せ
,

其
の
賈
入
ば
貧
*
に
_

の
资
.本

を

與

：
へ

を
 

卿
代
に
於
て
は
遞
上
の
繁
榮
を
示
す
も
の
で
な
く
て
は
なi

ぬ
。
.こ
'れ
は
■
券
取
■
に
破
謙
影
響
^.
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
と
茇
ふ

議
 

論
が
I

が
、
不
況
時
代
に
於
て
も
失
業
保
險
基
f

相
當
の
收
ん
|

し
、
こ
れ
を
趙
過
す
|

出

は

信

用

證

奮

保

險

會

社

、
.
銀 

行
、
鐵
道
等
の
極
々
の
信
用
機
關
を
通
じ
て
川
ひ
る
こ
と
が
出
來
る
。
假
令
保
險
給
伸
の
爲
め
に
證
券
を
費
却
す
る
こ
ふ
が
あ
つ
て
も 

ニ
ュ
1

ョ
-
ク
の
金
融
市
場
に
於
け
る
取
引
觉
に
此
較
す
れ
ば
11
1
:
'
要
で
は
な
ぃ
0

:,
,
.
/
.

:
次
に
經
濟
的
/>
:
黝
が
あ
る
。
保
險
费
用S

全
額
沢
®
銀
に
課
せ
ら
れ
、
勞
働
蕃
の
負
檐
を
過
前
す
る
と
茇
ふ
議
論
で
あ
る
。
過
去
數

十
邮
に
宜
ひ
ョ
ー
ロ
.ッ
パ
ぬ
於
で
社
會
保
險
0
毀
用
の
轉
嫁
が
論
ぜ』

作
た
。
他
し
_

&

tる
解
答
は
得
k
ル
な
い
，。'
恐
ら
く
は
此
跋
.

.

.■
-
.
:
:
:
.

,

:

.

. 

' 1
.
-
;
.
、■■
■/•.
■:
..'
.
,
. 

. ■'

. 

■;
. 

:
:
.
.
:

■■
-
',
. 

\ 

. .■.へ：
；
.
:,
. 

■ -■'
.
 

.
:
:
-

.相
は
利
辟
、
賃
銀
、
徵
将
屮
に
不
平
等
.に
分
餅
せ
>̂
'
.れ
.る
の
.で
あ
ら
ぅ
。
フ
ラ
7
グ
*デ
.ィ
*グ
ラ
パ
ム
狹
檢
^-
次

の

^

き

議

論

を

货

し

て
.
.
.
ゐ
る
。(

F
r
a
n
k

 D
.

 

G
r
a
h
a
m
,

 

Abolition of u
n
e
m
D
l
o
y

 
日 ent,.

, Princeton, 

1
9
3
2

ン
即
ち
失
業
#
に
確
實
な
る
所
得
を
與
へ
る
.

. 

. 

• 

• 

.

.

.

.

.

. 
■

.

.
>
 
..
 

.

. 

. 

■ 

* 

. 

...... 

- 

. 

. 

: 

- 

. 

.

.
‘ 

. 

- 

. 

I
.

こ
と
に
ょ
り
先
業
保
險
は
、
賃
銀
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
巡
行
^,
妨
げ
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
失
業
客
に
何
等
の
補
助
を
與
ふ 

ベ
か
ら
ず
と
一
‘

Ff

ふ
結
論
に
連
し
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ

。•

貴
鈒
の
デ
フ

レ

■丨
シ
ョ
ン
及
び
產
業
狀
態
の
調
節
を
«-
復
す
る
爲
め
に
、
失
業
潜 

を
蛾
死
也
し3

る
こ
と
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
'̂

ぅ
o
'次
に
保
_
に
±:
0:
:
て
失
業
問
題
を
解
決
し
て
も
、
産
業
及
び
國
家
は
安 

宛
の
爲
め
に
す
る
諶
耍
な
る
努
力
を
減
殺
ぜ
ら
れ
る

A

ふ
議
論
が
あ
る
。
併
し
僅
々
十
六
週
間
の
失
業
給
付
は
失
業
問
題
を
解
決
す 

る
も
の
で
は
だ
い
。

.

.

>圓
 

.. 

• 

,
. 

. 

• 

. 

• 

- 

• 

‘ 

< 

. 

.

.

.

. 

• 

•
. 

... 

- 

•

.

.

.

■政
治
上
の
反
對
と
し
て

は
大
規
楔
の
官
僚
的
機
關
が
誠
實
に
有
能
に
事
業
の
管
理
を
行
は
ぬ
で
あ
ら
ぅ
と
沄
ふ
危
惧
で
あ
る
。
最
後 

H.

失
業
給
付
が
患
與
物
で
.あ
る
と一.K

ふ
社
#
的
非
難
が
あ
る
。
軍
な
ふ
耽
府
'の
惠
與
物
も
德
性
を
酸
落
叱
し
む
る
も
の
^
は
考
へ
ら
れ

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

V 

. 

.

.

.

. 

• 

* 

V
-
.
- 

• 

■ 

• 

 ̂

V
. 

» 

• 

• 

 ̂

-
'
,
1

■ 

- 

.
:
:
:
,

な
い
。
醵
出
に
ょ
る
保
險
蕋
金
0:
支
挪
も
同
樣
で
あ
る
0
: 

• 

•

• 

•
' 

I
* 

• 

• 

f 

.

.

. 

. „ 

• 

• 

*
* 

.. 

. 

、

以
上
の
如
き
非
難
が
當
ら
ざ
る
こ
と
は
参
言
を
要
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
失
業
保
險
は
萬
餛
で
は
な
；い
o
'そ
れ
は
失
業
を
防
止
す

• 

! 

• 

- 

•
• 

• 

■ 

• 

•• 

• 

. 

i 

. 

- 

. 

• 

.
••
.

る
こ
と
も
治
療
す
る
こ
と
.も
出
來
ず
、
坐
產
を
安
宠
せ
し
む
る
.こ
と
も
出
來
な
い
。
そ
れ
は
炎
業
，の
危
險
に
對
す
る
保
,
を

與

.
へ
る
に 

過
ぎ
1
い
も
の
で
あ
冬
。

' 

;

:

:

:

:

'
 

, 

,
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ア

メ

リ

カ

に

於

け

る

失

業

補

傲

連

政

b
四
'

(

ニ
三
人
ノ

' 

. 

■ 

.

い

-:■
.

次

に

オ

ハ

イ

オ

ー

州

の

計

IK
と
イ
ギ
リ
ス

に
於
け
る
制
度
と
を
比
較
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
前
者
に
於
て
頗
る
不
充
分
で
あ
る
點
は
別
と 

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
は
初
め
か
ら
政
府
が
失
業
保
險
に
參
加
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
た
。
此
制
度
を
^:
施
し
た
最
初
の
年
に
は
失 

業
施
金
に
對
し
て
傭
麦
び
勞
働
客
の
醵
出
に
加
ふ
る
に
、
是
等
の
者
の
醵
出
の
三
分
ゆI

に
相
當
す
る
金
餅
を
政
府
が
醵
出
す
べ
き

こ
と
が
故
^
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
不
況
が
延
弓
き
拖
金
が
不
足
を
吿
げ
た
る
時
、
政
府
の
貸
付
は
擴
張
せ
ら
れ
た
。
加
ク
ー
、
^
業
を
見

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

一
 

- 

•
.
.
.
.
.
. 

-
;
-
.
.
.
.
.
.
.
.

出
す
こ
と
が一

歷
闹
難
と
な
る
や
、
政
府
は
法
律
上
の
條
件
に
關
せ
ず
、
苽
來
の
給
饨
期
間
の
制
限
を
超
へ
て
給
付
を
爲
し
た
。

こ
れ 

は
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
は
失
業
の
危
機
に
際
し
て
商
業
的
保
險
鄯
霧S

慣
習
の
標
準
を
維
持
す
る
ょ
り
も
、
失
敷
容
に
對
し
保
隙
を
與
へ 

る
こ
と
が
一
膠
の
急
務
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

赏
際
精
立
金
が
蕩
盡
せ
ら
れ
た
る
時
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
は
阈
庳
か
ら
蠘
張
給
付
の
形
態
に
於
'て
豇
に
援
助
を

爲
し

た
。
こ
れ
は
イ
ギ 

リ
ス
國
段
が
未
曾
有
の
困
難
に
遭
遇
し
た
る
時
で
あ
り
、
此
處
氍
に
對
し
て
非
難
を

加
べ

る
#

は
多
く
無
か
っ
たo

イ
ギ
リ
ス
が
統

一
 

的
に
し
て
荷
效
に
組
織
せ
ら
れ
、
乱
っ
經
濟
的
に
管
理
せ
ら
れ
る
職
業
紹
介

f

通
じ
て
政
府
の
救f

實

行

I

と

は

學

ぶ

べ

き
 

點
で
あ
ら
ぅ
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
公
私
の
機
關
が
競
^
的
に
冗
#
を
以
て
す
る
救
濟
制
度
が
行
は
れ
る。
そ
の
何
れ
を
採
る
べ
き
か

は
敢
へ
て
附
言
す
る
迄
も
な
い
。

. 

. 

■
.

失
業
が
保
險
し
得
る
危
險
な
り
や
否
や
の
問
題
の
討
究
は
旣
に
無
意
.味
で
あ
る
。
問
題
と
ず
べ
き
は
保
險
技
術
に
關
せ
ず
し
て
閑
障 

に
關
し
て
ゐ
る
。
失
業
維
備
金
制
度
を
擁
謹
す
る
者
は
こ
の
相
與
を
看
過
し
て
ゐ
る
、
ジ
ョ
ン
•
其
1
•
フ
ィ
ッ
チ(John 

A
.

 

Fitch). 

の
如
き
は
保
險
の
原
則
を
確
保
す
る
爲
に
國
家
は
獺
出
に
無
關
係
で
あ
る
べ
き
事
を
主
碳

す
る
。
此
の
主

張

は

社

會

保

險

の

本
質
を
誤

解
u

で
あ
る
。
保
險
金
受
取
人
§

讓
か
ら
直
籠
舍
對
す
る
酿
出
が
行
は
れ
な
い
場
合
で
も
社
真
險
は
保
險
た
る
性 

質
を
先
は
な
い
。
そ
S

金
が
悉
く
一 

般
租
税
收
人
か
ら
成
立
す
る
場
合
で
も
養

へ

な

5
。

•社
會
保
險
藍
險
を
出
來
衾
け
廣
く 

分
散
し
、
嘉

を

受

け

暴
犬
な
る
も
の
に
最
も
大
な
る
負
f

課
せ
ず
、
自
尊
心
を
維
持
し
權
利
と
し
て
救
濟
を
與
へ
る
の
が
本
ぎ

で
あ
る
。
社
會
保
險
は
保
險
企
業
と
し
て
終
始
せ
ず
社
會
的
に
管
し
き
事
を
_

せ
ん
と
努
め
て
ゐ
る
。

ゥ
ィ
リ
ア
ム
A

バ
i

ッ
ヂ(

s
i
r

 

w
l
m

 

B
e
v
e
r
i
d
g
e
)

は
次
の
如
く
云
つ
て
居
る
。
失
業
保
險
は
好
況
時
及
び
不
況
時
に
於
け 

る
所
得
を
平
均
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
保
險
で
あ
る
o
而
し
て
公
共
の
補
肋
を
有
す
る
に
も
拘
は
ら
ず
保
險
の
性
質
を
維
持
し
て
ゐ
る 

と
。
又
I

保
險
寶
會
の
少
數
報
告
に
も
次
の
結
論
が
あ
る
。
即
ち
.失
業
者
に
對
す
る
給
付
期
間
は
制
限
を
か
す
べ
き
で
な
い
。
失 

業
の
繼
續
す
る
限
り
給
付
の
.支
給
を
繼
續
す
ベ
き
で
あ
る
。
失
業
の
.終
ら
ざ
る
に
先
立
ち
て
給
付
を
休
止
せ
し
む
べ
き
理
山
は
な
い
と
。

钱
ア
メ
リ
カQ

パ
ー
バ
ラ
•
ナ

ハ

ト

リ

ー

ブ

•
ア

ー

ム
ス
ト

ロ
ン
グ
は
此
の
問
膨
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

-

「

保
險
と
救
濟
と
の
間
の
適
當
な
る
境
界
線
は
、
資
隻
集
の
方
法
に
非
ら
ず
し
て
給
付
の
條
仲
に
あ
る
。
給
付
が
央
業
を
證
明 

せ
る
場
合
に
權
利
と
し
て
勞
働
？

支
給
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
保
險
で
あ
る
。
そ
れ
が
必
要
又
は
貧
困
と
失
業
を
證
叩
せ
る
時 

' 換 

言
す
れ
ば
當
I

が
勞
働
苕
の
必
要
を
测
宛
し
、
之
I

い
て
支
給
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
救
濟
で
I

-
 ,°
公
1

關
に
ょ
？

f

 

鏊

を

得
る
保
險
S

に
於
て
は
、
失
業
の
危
險
が
純
然
た
る
社
寫
危
險
で
f

、
そ
の
費
用
が
悉
,'
<
納

税

卷

の

負

.

と
な
る
へ

き
も
の
で
あ
る
と1

K

ふ
點
か
ら
立
派
に
保
險
で
あ
る
と
考
へ
；る

乏
 

.敗
命
保
篇
度
に
於
て
は
f

:
と
給
付
の
間
に
比
率
を
保
た
ね
ば
な
ち
ぬ
と
一K

ふ
こ
と
は
公
理
で
は
な
い
o
叉
勞
磡
若
及
、び
赌
主

_

_
七

五

c
n
:

•ゾ〕



;

;r
ル
リ
力
に
於
け
る
失
業
補
愤
連
駚
.

七

六

-

0

5〇)

0
醵
出
は
保
險
费
用
の
_

又
は
ニ
部
に
あ
た
ら4

ば
1
ら
ぬ
と
s

 

>
^
t
t
v

:

保
■

理
の
；學
な
る
點
.歎

な

：
ぃ
<

_

が

合 

现
識
に
卷
し
得
る
以
上
の
も
の
は
國
廊
の
醵
出
に
後
っ
ベ
き
で
ぁ
る
土
す
1 ,
業
保
險
も
行
は
れ
得
ベ
く
、
或
は
好
ま
し
f

の

で
あ
る
。
此
阈
W
の
醵
出
は
f

る
下
附
金
で
は
な
く
、
最

も

重

虱

な

る

に

對

す

る

投

資

で

あ

る

Q」

;

,' 

,
. 

.

. 

-
. 

.

.

.
-
• 

.

.

.

.
- 

.

づ
句
前
に
保
險
技
術
上
ル
虞
と
せ
ら
れ
た
少
雇
の
醵
m
に
漶
礎
を
置
く
失
業
保
險
制
度
は
、
：
勘
往
の
多
藤
の
失
業
者
を
恶
く
保
議
す 

る
に
足
^

*
い
こ
と
は
十
分
認
め
る
こ
と
が
出
來
るo

.

、こ
れ
は
雄
1!
.が
屢
々
反
證
を
擧
げ
て
ゐ
る
0
政
庇
は
體
出
を
赞
加
し
て
援
助
し 

て
ゐ
る
。
保
保
#
叫

は
,

it
#
の
一
切
の
分
子
に
分
散
せ
ら
れ
る
。，
遲
就
業
贫
る
者
に
も

亦
失
業
せ
る
者
に
も

分

散

せ

ら

れ
る
の
で
あ 

る
。
.而
し
て
政
府
は
所
謂
救
濟
^
^
.に
要
す
る
ょ
0
.も
却
つ
て
負
檢
を
勝
少
し
#;
る
ひ
で
あ
る
0 

久
業
保
^'
讯
度
に
於
て
廣
も
-:
-
2
|
要
な
る
讓
哦
は
失
業
者
に
11
す
る
規
免
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
は
ィ
ギ
リ
ス
の
制
度
が
最
も
党
備
し 

て
ゐ
^

^
業
肇
情
を
觀
察
し
此
對
策
を
考
傲
す
|

合
に
、
芝

の

m
要
な
る
敷
を
忘
仏
て
は
な
ら
ぬ
O

S
は
他
の
國
が
ィ
ギ

リ
ス
ょ
り
も
失
業
に
多
く
苦
し
む
こ
と
、
第
ニ
は
ィ
ギ
リ
ス
に
於
で
，
称
又
は
嚴
格

』

る
賃
銀
率
に
ょ
つ
て
ぃ
困
難
が
會
歲
し
た
と
信
じ 

ら
れ
な
い
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。

 

■ト
：

パ-
'

ふ

.

'

へ

广
九
三
ー
句
秋
ィ
ギ
リ
ス
政
府
は
失
業
保
險
法
に
規
定
し
た
る
以
外
の
給
付
を
受
け
る
人
ゲ
ぬ
對
す
る
態
度
を
嚴
蜇
に
し
た
。
こ
<7
>
. 

結
艰
は
赞
民
を
f

 
く
增
加
す
る
攝
つ
た
。
ィ
ギ
リ
ス
に
於
て
失
業
の
爲
に
救
I

の
救
紫
敷
け
る
家

長

數

九
三
一
年
八
月 

六
跑
三
千
眷
で
あ
つ
た
が
、
一
九 
一
二
：
一
一
部
八
月
に
は
十
一
一
萬
九
千
一

一

西

に

增

加

し

た

。

こ
れ
は
一

|

十
一
パ

1
セ
ン
.ト
の
咐
加
で
あ
る
。 

失
業
保
險
に
對
し
て
政
府
の
參
加
を
氣
に
す
る
必
要
は
な
い
0
圯
規
の
酸
敗
に
代
へ
る
に
臨
勝
0;
.負

擔

を

汉

亡

し

、
^ :
ビ

獻

足

し

雛

_

あ

り

、

又

聯
邦
政
府
は

各
地
方
農
權
E

て
救
濟
i

を
l

l

l

f
し
め
難
局
に
處
し
て
露
の
g

l

9 

し

て

平
時
に
於
て
はV

切
の
事
情
.

I
し
て
龜
保
險
製
に
よ
っ
て
保
護
せ
ら
れ
f

の
は
僅
に
隱
の
S

又

は

雰 

f

過
ぎ
な
い
。
將
來
の
完
成
.に
俟
つ
よ
り
外
は
な
い
。
失
業
は
技
術
上
保
險
し
得
I

險
な
り
や
否
や
を
考
へ
る
I

は
な
S
 

分
な
る
资
力
を
有
す
：る
制
度
は
失
業
を
減
少
す
る
有
力
な
る
機
關
で
あ
る
こ
と
を
取
記
す
べ
き
で
I

O

オ
ハ
ィ
オ

ー

州

の

_

員

會

は

次

の

如

く

述

べ

て

ゐ

义

0

:
 

r

此
屢

の

.下
に
於
て
I

せ
ら
れ
た
る
'一
億
八
千
萬
ド
ル
の
金
額
は
、
州
内
の
農
業
避
營
者
に
数
し
、
商
人
に
對
し
、
購
買
力

の
形
態
I

て
何
を
意
味
す
る
で
t

ぅ
：か
0

1

は
以
前
の
馨
の
多
數
が
_

し

所
-#
S

I

る

商

f

寶
る
こ 

と
が
说
な
か
っ
1

0

で
あ
る
。
I

Q

商
人
に
I

物
■

給
せ
るH

寒
に
對
し
て
は
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
f

無 

く

I

I

す
る
效
|

ち
、
：或
I

く
共
其
衰
微
を
I

す
る
も
の
で
あ
る
。

.
S

は
戮
を
與
へ
、
勞
働
力

、

識

及

び

 

所

得

が
一

九

二

.
九

養

I

賃

低

下

し

た

'
の

を

t

し
衣
i

し

も

'
嚣 

1
セ
ン
ト
を
傭 

麦
び
勞
働
者
.が
共
同
忙
負
擔
す
る
こ
と
に
よ
め
て
行
ひ
得
る
な
ら
.ば
，、
失
業
保
險
反
藥
の
主
張
に
優
る
こ
と
數
ィ
ぁ
7

と
云—

 

.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

 

0

」

パ
.
：

.
：
.

-
•
: 

.

——

 

,
 

r/,;

..- 

'

瓦
、
其
他
の
諸
州
の
失
業
输
償
制
度
の
比
較〈

' 

:
.
4

次
に
ア
メ
V,
か
ル
於
け
る
州
立
の
强
制
的
失
業
保
險
又
は
積
立
金
制
敗
0
雙
ロ
摘
分
廣
棚
硏
或
袭
み
、
そ
の
大
勢
を
知
る
必
要
力

ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る失
業
補
償
運
：動

 

七

七

0 

■
■



ブ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
業
補
贤
運
軌
 

七

ん

(

1
1四
5: 

お
る
。
 

.

第
一
に
適
用
範
間
の
規
定
で
あ
る
が
、
之
に
就
て
は
ニ
つ
の
種
類
に
分
類
す
る
こ
.と
が
出
來
る
。
第1

e

部
類
は
ゥ
ィK

コ
ン
シ
ン

■
'
>.
ご.
'
:
.
.
.
.
.
.
’
.
.
-
.

州
の
法
律
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
法
案
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
及
び
カ
ネ
チ
カ
ツ
ト
州
の
提
案
に
於
け
る
が
如
く
、一

觉
數
以
上
を
使
用
す
る
公 

私
の
傭
主
の
下
に
於
け
る
勞
働
者
に
適
用
す
る
も
の
が
あ
る
。
第
二
の
部
類
は
オ
ハ
イ
オ
ー
州
、u

ユ
ー
•
ヨ

ー

ク

州

、
カ
リ
フ
オ
ル
一
一 

ア
州
の
法
案
及
：び
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ツ
ツ
州
の
提
案
の
如
く
、

一，定
數
以
上
を
使
用
す
る
民
間
の
傭
主
の
勞
働
者
に
の
み
に
適
;|
-
]す
る
も 

の
で
あ
る
。
而
し
て
エ
場
の
最
小
の
形
態
は
何
れ
の
法
律
の
形
態
に
於
て
も
三
人
乃
至
十
人
に
亘
る
相
異
が
あ
る
。

.何
れ
の
部
類
に
：於
て
：も
所
得
額
の
制
限
が
特
定
せ
ら
れ
る
o
'提
案
'せ
ら
れ
た
る
法
律
に
於
て
は
、
總
セ
の
肉
體
勞
働
奔
は
所
得
額
に 

拘
は
ら
ず
適
用
を
受
け
巧
而
し
て
多
く
の
州
の
法
案
及
び
提
案
に
於
て
年
所
得
ー

一
千
ド
ル
以
下
の
一
切
の
非
肉
體
勞
儆
渚
に
も
適
用 

せ
ら
れ
る
。
メ
リ
ー
ラ
シ
ド
州
の
法
案
に
於
て
は
、
ニ
千
ド
ル
以
上
の
所
.得
を
有
す
る
非
肉
體
勞
働
客
も
、
最
初
の
一
一
千
ド
ル
に
對
し 

保
險
料
を
支
拂
ふ
こ
と
に
ょ
つ
て
被
保
險
衮
た
り
得
る
規
宠
が
あ
る
。
所
得
額
の
制
限
を
肉
體
勞
働
者
に
も
適
用
す
る
も
の
が
あ
る
。 

カ
ネ
チ
.カ
ツ
ト
州
に
於
て
.は
其
金
額
を
年
收
一
ー
千
ド
ル
と
し
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の法
律
及
び
マ
サ
チ
ユ
ー
セツ
ツ
州
の
提
案
は
、 

何
れ
も
こ
れ
を
千
'五
西
ド
ル
と
し
て
ゐ
る
o 

.

普
通
.に
除
外
せ
ら
れ
る
.も
の
は
農
業
努
働
苕
、
個
人
的
、
又
は
家
庭
的
使
用
人
、
州
際
商
業
に
從
事
す
る
使
用
人
、
四
週
以
下
勞
働 

に
從
蕻
す
る
臨
時
勞
働
密
が
こ
れ
で
，あ
る
。
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
法
律
及
び
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
提
案
に
於
て
は
登
錄
せ
る
短
時
間
の
勞 

働
者
、
政
府
の
失
業
救
濟
祺
業
に
使
用
せ
ら
れ
る
者
I
及
び
官
公
吏
も
除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
敎
員
及
び
官
宽
の
如
き
朮
規
の
職
業
に

從
事
せ
る
衮
も
多
數
の
法
#:
'
及
び
法
證
於V

除
外
せ
ち
れ
る
,
こ
の
身
に
純
然
た
蟊
汸
的
狀
態
：に
溯
ず
る
爲
に
除
外
せ
ら
れ
る
も 

の
も
ぁ
る
。
.季
欝
勞
働
紫
も
除
外
せ
ら
れ
るM

と
が
多
い
。
メ
リ
i
フ
ン
ド
洲
及
び
オ
ハ
イ
オ
1
刺
に
於
て
は
、
正
規
の
作
業
季
節

.の
み
彼
等
犯
も
適
用
せ
ら
れ
る。

：

，
' :
.
广 

' 

，
一
.
: 

' 

V
:,
'
:
.
: 

' 

. 

'

一
 

—
8

■

に
關
聯
し
て
は
、
補
償
せ.ら
れ
.る
失
業
と
待
期
と
補
慣
せ.ら
れ
ざ
る
失
業
期
間
と
の
問
題
が
ぁ
る0

.

全
部
杓
失
業
は
次
の
如
く
定
義
せ
ら
れ
る
。
重

裏

普

通

.篇
業
に
於
て
又
は
合
理
的
に
適
當
な
る
他
の
職
業
に
於
て
仕
琪
を
得 

る
こ
と
が
出
來
な
い
爲
め
に
、
週
給
賃
銀
を
全
部
喪
失
す
る
に
至
り
た
る
狀
態
で
ぁ
る
。
矩
拟
m
失
業
は
或
る
場
合
に
は
全
A
W失
業
に 

.對
す
る
給
付
以
下
S

銀
め
減
少
す
る
に
_

,

1循

內

の

仕

事

の
■

で
I

。
こ
れ
は
ウ
ィ
ス
^
^
^

ォ
ル
二
ア
州
の
法
案
に
規
觉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ー
部
失
業
は
質
鈒
を
滅
少
せ
し
む
る
に
至
り
た
る
正
常
の
勞
做
時
^
の
ー
時
的
減
少
で 

ぁ
つ
て
> 
メ
リ
：1
フ
ン
ド
州
の
法
案
は
賃
銀
減
少
三
十
バ
1
.セ

ン

ト

以

，上

、

才

ハ

イ

オ

1
州

の

.法

案'^i

十
。ハ
'丨
セ
ン
ト
以
上
と
規
定 

.し
'.て

ゐ

る
.
0.
.
マ

サ

チr

セ
ツ
ツ
州
に
於
_

「

て
は
五
.十
パ
1
セ
ン
.ト
以
上
の
賃
銀
喪
失
を
伴
ふ
三
十
時
間
以
下
の
.就
業
を
一
部
先
業
と
な 

し
て
ゐ
.る
。n

ユ
1
®
ヨ
ー
ク
州
の
法
案
は
短
期
間
失
業
に
對
す
る
補
償
の
規
定
が
な
い
。

待
期
の
.長
さ
に
は
1」

週
11
1
]乃
至
八
迦
間
€

相

異

，
が

ぁ

：

.る
0

ウ
パ
ス
コ
ン
シ
ン
州

.の
法
雜
及
び
カ
リ
フ

ォ
ル
一
一
ア
州
の
法
案
は
ニ
週
間 

と
し
、

ミ
ネ
ソ
タ
州
の
提
案
：は
八
週
間
■と

し

.て

ゐ
.る
。
こ
の
期
間
の
宛
め
方
は
長
期
の
.失
業
に
對
す
る
手
段
た
る
こ
と
を
摩
ら
拟
待
す 

る
か
否
か
に
ょ
つ
‘て
興
る
'°
尙
ほ
、メ
リ

ー」

フ
ン
ド
州
の
.法
案
は
待
期
を1

1
週
[1
'
.
]延

長

し

、
：
之

に

ょ

つ
て
^̂

期
間
を
三
敗
出
延
長
し
得 

る
こ
と
を
規

51
£
し
て
'
る̂

;0
, 

.

•

ア
メ
リ
カ
に
'於

け

る

失

柒

補

傲

駔

動
.

.

.

.

.
 

土

九

0
1
L
1
D



ァ
'メー”
>
ゼ
廉
け
.る
'失
業
補
^

運
動
' 

A

0

0

5

S
 

.

.勢
働
者
亦
給
k

の
資
格
を
喪
失
す
る
'の
.は
不
行
跡
、
任
意
の
退
職
、
勞
働
举
_

及
び
灭
災
に
ょ
る
場
合
が
多
い
0

こ
の
外
、
犯
罪
に

者
も
除
外
せ
ら
れ
.る
。：V

.

れ
样
ゥ
；ィ
“ス
：
：
コ

ン

シ

X.

州

、

一
一
-

1

3丨

ク

州

、
，
ミ

ネ
.ソ

タ

州

の

規̂
す

る

と

と

ろ

で

あ

，
る

0
勞
働
渚
が
醵 

出
^
爲
す
制
度
：に
於
て
は
: 1
思
の
退
職
妃
離
す
名
規
宛
.が
特
に
複
雜
で
あ
：る
0
そ
れ
は
彼
等
が
或
る
秫
の
旣
得
權
を
有
ず
る
と
考
ぺ
ら 

れ
る
か
ら
で
あ
る
0 

: :
‘：
：：
.ン

夂

、
■

、

、

、.パ

、
'.
.
、

.

.
、

：
'

、

.

:
次
に
#

^
を
受
咐
る
權
刹
に
就
て
は
特
宛
の
#

仲
を
具
備
す
石
や
否
や
が
問
題
で
あ
る
？
ゥ
ィ
ス
コ

ン
シ

ン
州
の
無
醵
出
诎
度
に
^

. 

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

て
は
失
業
開
始
前
二
部
間
州
內
に
居
住
す
る
か
*
又
：は

其

の

間

に

四

十

週

.間

就

業

せ

る
こ
と
：を
條
件
と
し
て
ゐ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

'

* 

. 

• 

- 

- 

- 

;

.:」
..

ッ
州
の
提
案
は
同
じ
く
ニ
年
の
届
往
义
は
ニ
十
週
間
：の
就
業
を
毫
仲
と
し
、
-
ュ
丨
ョ
ー
グ
州
の
法
案
は
十
三
週
間
の
就
業
を
耍
求
し 

て
ゐ
る
。
：ミ
ネ
ソ
タ
州
'の
提
案
せ
る
醵
出
制
度
に
於
て
は
州
內
忙
ニ
年
間
杧
四
十
週
間
被
保
險
職
業
に
從
事
せ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て

ゐ
る
。
，
.
.
.
.
. 

.

.

. 

‘

' 

• 

> 

/ 

< 

- 

. 

.

. 

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

s
.
. 

1 

.

.

.

. 

■ 

•

' 
'

-•
......
..
 

....

....

公
設
職
業
紹
介
所
にI
け
る
登
錄
は
何
れ
の
法
案.に
於
て
も
必
要
と
せ
ら
れ
る
。
或
る
場
合
に
は
失
業
i

. 一
 

0
に
登
錄
す
べ
き
こ 

と

を

規

免

し

て

ゐ

る

,°
一
一 ぅ
1

ョ
1
ク
州
の
法
案
は
勞
働
組
洽
又
は
合
同
事
務
所
に
於
て
も
登
錄
し
得
る
こ
と
と
な
つ
て
ゐ
る

O

給 

付
を
受
H-
ん
と
す
る
諸
が
.肉
.體
的
に
勞
働
に
適
當
し
、
且
つ
適
當
な
る
就
業
は
.こ
れ
を
受
諾
す
べ
き
こ
と
を
何
れ
も
婴
求
し
て
ゐ
る
。 

適
當
な
る
就
業
と
は
住
宅
又
は.從
來
の
就
業
她
ょ
り
合
理
的
距
離
に
あ
り
、
そ

Q
地
方
に
於
け
る
同
種
の
仕
事
に
於
け
る
と
同
隱
ハ
賃 

顧
が
支
都
.は
机
得
■
條
ff
亦
提
供
せ
ら
れ
、：
具
つ.劈
働
爭
讅
の
爲
に
人.を
■求
め
る
の
で
な
い
と
规
定
せ
ら
れ
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
^
の
提
案

は
»
康

宏

全

及

び

：德

性

?:
不

當

に

害

す

，る

仕

亊

は

：
不

適

當

.で
；
あ
^

¥

を

規

 

又

は
. 

規

約

を

寄

す

：る
«
め

ぬ

就

業

を

拒

絕

せ

：
る

場

合

に

は

、

給

付

の

權

利

を

失

：は

ざ

る

こ

と

を

規

定

し

て

ゐ

る

0
, 

:

一メ

リ
1
一
フ
ン_ド

州

、

オ

ハ

ィ

オ

ー
州

ノ

ミ

‘不
ソ
タ
州
を
除
く
外
、
傭
主
が
其
積
立
金
以
上
に
給
付
を
爲
す
義
務
を
有
せ
ざ
る
こ
と
を 

規

定

し

；て
.ゐ
石
。
此
外
に
短
期
間
例
へ
ば
一
一
週
間
以
下
使
用
す
る
勞
働
者
に
對
し
て
給
付
の
義
務
の
な
：い
こ
と
を
明
か
に
せ
る
も

f
 

あ
る
。
併
し
は
前
の
使
用
入
が
六
ケ
^
以
內
に
失
業
せ
る
場
合
に
傭
主
が
給
.#
0
實
任
を
有
す
る
歌
を
ゥ
.ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
法
律
、 

カ

リ

フ

オ

ル':
一
 1

ア
州
及
び 
一
一

^
丨

*

3
丨
ク
州
の
法
案
が
規
定
し
、
マ
サ
チ
ユ
ー

セ
ッ
ツ
州
に
於
て
は
そ
の
期
間
を
一
年
と
し
て
ゐ
るO

失

業

保

險

の

：財

源

め

：
問

題

に

就

て

は

：先

づ

無

_
出

制

度̂
醵
坩
製
の
ニ
形
態
が
あ
る
。
'
,
;

:
■■
.

.

,

 
'

 
■

#
 

.

 

.

.

 
/

 
,

■

'

前
^
は
^
ィ
ス
コ
>
シ
ン
帅
の
法
雜
-.
>
,ー1
ユ
.，1
.-,
*
,
,3
J

>

#の
'
法

案

ノ

.

.
卞 

ツ
仲
の
提
案
が
あ
る
。

一：

1

•ヨ
1
ク 

州
に
於
：

H

は
.傭
逢
o':

醵
出
を
三
、ハ
1
セ
シ
ト
と
し

V'
他
の
一
一
州
に
於
^
は
一.一。ハ
ー
セ
ン
ト
と
.し
て
ゐ
る
。
K
出

制

度

に

.
於

て

は

カ

リ

フ 

ォ
ル
ー
ー
ア
州
0
法
案
は
»

^

の̂
ー̂

丨
_セ
，
ン>
を
_
出
.せ

し

：め.>
,典
屮
1
1ー
十
パ
ー.淹
ン
ト
社
勞
働
者
.の

負

檐

で

：あ

る

。

オ

ハ..

ィ

オ

ー

、.
*

.

-r\ 

- 

' 

V 

.

.

.
:
v 

. 

〜
，.
.

.

.

.

.-

州
に
於
て
は
傭
主
ニ
バ
i
セ
ン
ト
、

勞
働
者
一
パ
V
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
.三
年
を
經
過
し
た
る
後
に
於
て
は
、
傭
主
(0
醵
出
は
一
バ
I

 

セ
ン
I

至
，
f

.
セ
，
ン
トs

f

於
S

級
|

料

率
_

^

^

セ

ン

ト

を

醵

出

せ

：し

め

：

メ

リ

ー

ラ

ン

：：
ド

州

'に

於

て

：は

初

年
<。《

！
：
セ
：
.シ
:>
、
：
次

年.

1::。

ハ
1

%シ
：

—

平

そ
P
以
後一

I。

ハ.丨
セ
ン
>
を
そ

れ
ぞ
れ
醵
出
せ
し
.
め

：
る

。
、
身

：
不

チ

カ

>

ト

州

に

於

て.
§
虫
'が
.

§
$

擞

立
_
金
に
ー¥

:

.

.

 

.

 

- 

- 

. 

- ■

:

■

..

 

•

 

■ 

■

す

る

が

、

：

こ

れ

は

退

職

貯

窬

谍

金

杧

對

汰

る

：も

;€
>
セ
ノ
.と
9
1
一
つ0
漶
金
は
葛
を
異
.に

し

弋

ゐ

：
る
0
ミ
、
不

ソ

ダ

州

に

：
於
て
は
產
業
又

 ヾ

ア
メ
リ
カ
に
於
け
へ
る
失
業
秘
傲
斯
' 

八
：

一 

.

 

G
1
M五
.

>:



.:
ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
失
樂
補
像
運
動

 

八
ニ 

(

二
四
六

) 

,
:は

望

の
.橫

立

金

が1ニ
年
間0
平

均

賞

銀

额

の

十

ニ

パ

ー

セ

ン

ト

：
に

等

し

く

な

り

、

.且
0
法

;#
の

通

定

せ

ス

最

高

標

準

が

維

持

せ

ら

れ 

1た

：る

證

據

：が
#
す
：
る

時

は

料

率

を

傲

'下
し
、
文
は
停
止
す
る
事
が
出
來
.る
。

一
一
ュ
ー
•
ョ
ー

ク

州

の

法

案

は

勞

働

考

1

人
當
り
の
稹
泣 

金
が
.六
士
被
ゼ
ル
乃
至
百
^
ル
，な

る

場

舍

に

は

-
。
ハ
；1
セ
，
ン
ト
、
.百
ド
ル
.以
上
な
る
場
合
に
ヾ
は
觸
出
停
止
を
爲
す
こ
と
；が
|
さ
れ
る
。

.

:恶
金
0
響

：に
，就

セ

：
は

各

種

：の

制

度

を

一

一

つ

東

吩

類

す

る

事

が

.出

來

：る

。
：
强

制

的

夾

業

積

立

淛

度

と

强

遭

失

業

保

險

制

. ^
と

が

こ

'
.れ

で

あ

る;0
;
“
.:
. ; 

.

; 

V
 
. . 

ノ) 

' 

./■\ 

•

:

,
、.
第

：
一
，
福

類

に

.

於
て
.は
醵
出
は
個
別
の
傭
主
.又
は
產
,
を

邀

腐

と

し

；て

共

同

計

箅

-

4

せ
：

K

州
が
保
持
す
る
の
で
ぁ
る
。
W
主
又
は 

;
:產
_
の
財
政
的
實
往
は
失
業
橫
立
金
の
金
額
を
服
度
と
す
.る
o 

:
こ
'の
部
類
に
婦
す
る
も
の
.は
ゥ
，ィ
スn

ン
シ
ン
州
の
ま
#
、
ヵ
リ
フ
ォ 

ル
.n

ア
州
及
び」

i

ユ.
.丨

ョ

ー

ク

州

の

法

案

、
マ

>ナ
^
ュ̂

-セ
ッ
ッ
州
及
び
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
描
案
が
.ぁ
る
。

.-
:

:

,

第H
:

の
#

§
^

於

セ

は

す

：べ
：
て
の

#
社
の
，醵
出
は
單
ー
の
蕺
金
忆
合
同
せ
ら
れ
、
卿
佥
體
に
苴
り
失
業
保
險
委
員
會
が
保
持
、
管
理 

に
任
ず
る
の
^
ぁ
つ
'て
”
メ
リ
ー
.ラ
ン
ド
州
及
^

' 

,

.

^

.4
チ
ヵ
ッ
；;-
>
州
ぬ
迪
案
は
•&
,れ
&
 Q

部
類
外
で
也
る
。
之
に
於
；て
.は

樹

立

塞‘脅
は
退
職
手
當
の
支
給
>
<
は
補
足
賃
銀
の
女
拂
の
爲 

:

■.に
^

^

%

6

*
、
：そ
.の
.支

給

期

間

は

就

業

期

間

の

廣

短

：
に

.應

じ
.て
定
め
ら
れ
る
0 

.
_
こ
0
外
に
傭
主
と
同
額
を
勞
働
苕
が
酿
出
し
、
退
.職 

の
際
：.に
利
用
し
得
る
植
立
金
を
糨
诚
し
て
居
る
。

;'
:
:
'':
;

::

寒

金

：
の
：
管

取

に

就

：
て

.は
何
れ
の
場
合
に
.於

て

も

州

の

财

務

官

：又
：
は

其

他

の

者

が

こ

れ

.に
任
ぜ
ら
办
る
0
而
し
て
迤
金
は
大
部
分
國
債 

'
:又
.拉

州

債

に

投

ぜ

：
ち

れ

.る

.0
救
濟
を
開
始
す
^

«
に
:-
:年

間

璧

金

：を
：な

す

め

が

齊

姻

で

ぁ

る

0
'.
^
州
に
:̂
て

は
;^
が
_
爲
-^
に

一

浑

を

_
_

v
.
v 
. 

I

f
 

r

l

l
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

暴

ノ

r
し
て
か
る
。
耐
し
て
横
立
金
は
き
定
の
最
此
額
を
下
る
こ
と
を
許
各
れ
な
ぃ
⑴
共
の
額
は

#-
く
の
場
合
に
1
人
當
o
3r
r
:
vド
ル
で
^

’
管
理
に
袈
す
る
锻
用
は
カ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
於
て
：は
州
の
費
相
を
以
て
辧
ぜ
ら
れ
る
。
併
し
其
他
の
州
に
於
て
は
規
章
が
種
々
で
あ

■.. 

.
 

.
 

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

, 

_ 

. 

.

.

>>
.
.
.
.
.
.

 
.
.
.
.

 

'

 •
'

 

.

.

.

.

r 

' 

'
* 

.

.

.

.

. 

.
• 

- 

.
:

'■
■

,
- 

广：

.

.

.

. 

-
'
• 

•
•
' 

- 

- 

• 

■ 

■
, 

.

る
。
こ
れ
が
爲
め
.に
_
出
を
附
加
せ
し
め
^
も
の
が
.あ
，
り

、

或

は

练
¥
の
.
.醵
出
の1

部
分
'を
利
用
す
る
も
の
が
あ
り

*

又
恶
金
の
利
用 

に
ょ
る
收
入
.を
充
て
る
.も
の
が
あ
々
、
更
ら
に
傭
、壬
に
賦
課
す
る
も
の
が
あ
り
、
罰
金
と
し
て
收
納
せ
る
も
の
を
之
に
充
て
る
場
合
が 

あ
る
o 

' 

:

..

..
"

 
•
 

-
 
•
 
-
 

V
 

'
 

-

.

.
• 

, 

.
 

,
 

.... 

.

.

ゾ
 

.
•
• 

<
 

,
.
.
.
.
.
.
.
.

次
忙
給
付
で
あ
る
が
、
カ
リ
フ
オ
ル
.一
一
ア
州
の
法
案
を
除
き
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
平
均
週
給
賃
銀
の
特
走
の
割
合
を
以
て
北
ハ
額
を

.
ノ
 

.

.
•-
•
.
. 

• 

• 

* 

• 

. 

- 

. 

. 

.

觉
め
る
o
:多
く
の
州
に
於
.て
給
付
は
平
均
週
給
賃
銀
の
五
十
パ
ー
セ
ン
>
で
あ
る
。
カ
リ
フ
オ
ル
 

一

i

ア
州
の
法
案
は
給
付
を
四
階
級
に 

分
ち
赁
銀
湔
に
應
じ
铬
週
：九
ド
ル
乃

至

十

一

一

ド
ル
五
十
セ
ン
ト
を
支
拂
つ
て
ゐ
る

。

賃
銀
に
比
例
し
て
給
付
を
爲
す
場
合
に
.そ
の
最
高

• 

- 

• 
,
 

- 

, 

. 

4 

. 

. 

. 
,
 

,
 

.
 

0
 

►

金
額
を
規
定
す
る
の
が
齊
通
.で
.あ
る
。
夫
は
十
ド
ル
、
十
五
ド
ル
又
は
卄
ド
ル
で
あ
る
。
給
付
期
II
I
]は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
十
週
ょ 

り
ミ
ネ
ソ
タ
州
.の
.四
十
週
に
至
つ
て
届
る
。
或
る
場
合
に
は
一
ヰ
百
ド
ル
又
は
週
給
賃
銀
の
杧
倍
を
最
高
給
付
額
と
す
る
窜
に
ょ
り
て 

铪
忖
期
問
の
最
高
限
度
を
規
宠
す
る
場
合
が
あ
る
。
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
於
け
る
規
定
が
之
で
あ
る
。
尙
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
其

他
に
於
て
は
前
年
の
就
業
四
嚮
に
對
し
、

一
週
間
の
給
付
又
I

管

於

け

る

雷

需

に

對

し

、

一
週
間
の
給
付
以
上
は
支 

給

せ

ざ

，

を

項

し

て
ゐ
る
。：•

 

：
•
：
： 

',
 

,

 

.カ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
於
て
は
賃
銀
が
特
定
の.服
度
以
下
と
な
り
た
る
時
、
補
足
給
付
を
爲
し
、
退
職
給
付
->
爲
す
の
で
あ
る
が
、
補

....

七
.
.
-
» 

.

.

. 
•
*■•
.
,

 

- 

- 

- 

I
. 

.

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
失
架
補
償
運
動
 

八

三

0
1

四
七)



•

ア
メ
リ
カ
下
於
け
る
炎業
補
償
.運
.動
，.：
 

八

四

(

ニ
四
八)

： 

兄
給
财
S

姻
間
の
.：所
得
と
普
通
賃
銀
を
：以
ヾ
て
す
る4

迦
.

n

十
.五
.時
間
の
®
銀
の
羞
額
に
等
し
く
、
.最高“
^̂
^̂
最低艽ドル
 

で
：あ

る:0
而

し

て

此

補

，足

給

付

は

'一

年
四
十
.ニ

迦

を

限

度

と

す
る
。
加
之
、此
制
度
に
於
け
る
退
職
給
付
は
補
足
給
付
と
同
率
で
あ
り
、 

就

業

年

限

：の

長

短

文

基

礎

と

す
：る
。
.退

職

給

付.は
最
高
年
額
に
：達
す
る
迄
每
週
支
給
せ
ら
れ
る
。
此
の
最
高
限
度
は
退
職
前
に
同
半
内 

に
支
彿
は
れ
た
る
補
足
赁
銀
を
差
⑴
き
訐
箅
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
斯
の
如
き
給
付
は
.繼
續
五
十
一
一
週
間
に
於
け
る
最
高
年
額
を
超
過
す 

る

こ

と

が

出

來

な

い

。
斯

の

如

き

就

業

部

限

に

よ

る

最

高

限

度

，
は

、

.四

十

一
一
週
間
に
對
し
九
十
ド
ル
、
一
ー
週
間
を
增
す
每
に
艽
ドル
を 

加
へ
、
五
十
二
週
に
對
し
否
廿
ド
ル
を
限
度
と
す
る
o
.

1

部
失
業
义
は
短
期
失
業
に
對
す
る
給
付
率
艽
就
，て
は
各
秫
の
制
度
は
一
一
つ
の
部
類
に
分
け
ら
れ
る
。

一
.

つ
は
實
際
所
将
額
と
全
部 

失
業
せ
る
場
合
の
給
付
額
の
差
額
.に
等
し
き
給
付
を
爲
す
も
の
と
、
他
のI

つ
は

.一
部
失
業
中
の
實
際
賃
銀
と
給
付
と
を

合
せ
た
る
® 

週
の
收

^
:が
全
部
失
業
せ
る
場
合
の
給
付
よ
り
も

幾
分
高
き
平
準
^
あ
る
よ
ぅ
に
決
定
し
、
賃
鈒
の
喪
失
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
部
類
に
は
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
法
律
カ
リ
フ
ォ
ル
ー
一
ア
州
の
法
案

及
び
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
提
案
が
含
ま
れ
、
勞
働 

箸
を
し
て
若
し
も
從
來
の
賃
銀
の
五
+
パ
ー
セント
以
^

^
所
将
を
齎
ら
さ
な
い
場
合
に
は
仕
事
を
求
め
、
短
時
诎
の
就
業
を
爲
す
刺
、
 

戟
が
な
>
。_
何

と

な

.
れ

ば
:#
が

受

く

る

.短

時

間

失

業

給

付

の

金

額

は

實

際

所

得

^
全
部
失
業
に
對
す
る給

，付

と.の
差

額

を
補
充
す
る
に

過
ぎ
な
い
か
ら
：で
あ
る
？
換
言
す
れ
ば
短
時
問
就
業
に
よ
つ
，て
得
る
所
得
は
全
部
失
業
に
對
す
る
給
付
额
と
同
一
で
あ
る
。
待
期
の
規

,• 

. 

1
.. 

.

.

.

.

.

. 

.• * 

.• 

: 

- 

.

宛
^

有
せ
ざ
る
こ
と
が
一
部
就
業
を
受
諾
せ
し
む
る
動
機
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
と
考
へ
ら
れ
、
立
案
者
を
し
て
一
部
失
業
に
對
す
る
券
别 

を
.側
#

せ
し
名
る
に
連
つ
.た
。
併
し
斯
Q
n̂
き
■
溢
は
待
期
を
經
過
::
1
,た
^

全
部
失
業
疋
對
す
る
給
付
を
受
け
る
客
に
と
つ
て
は
全
く

#
柱
し
な
い
o

」

第i
Y

の
部
類
に
^ ：
て
ゆ
ミ
ネ
ソ
タ
_

&
提
案
は
賢
際
質
銀
と
從
來
の
質
艱
％
 

|

シ
.ト
'を
以 

て
昏
央
業
め
對
す
各
給
付
率
ぢ
究
め
：て
ゐ
る
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
於
て
は
赛
失
業
办
給
付
率
か
'ら

實

際

所

得

；
の
ニ
：
一
分
の
！
、
を

差 

(}
!

き
た
る
，̂
の

を

队

て'短
期
失
業
の
給
付
を
決
觉
し
て
.ゐ
る
。
此
場
合
賃
鈒
と
綸
付
と
.
0合
計
は
平
均
賃
鈒
の
七
十
パ
'丨
セ
シ
ト
を
超 

へ
な
い
_
を
條
件
と
し
て
|

0
オ
ハV

オ
1
州
の
法
案
ば
こ
れ
と
異
名
主
義
を
採
つ
本
I

付
し
V

賢
鈒
明
十
パ
丨
セ
.
ン
ト
■

五
十
瓦
パ
1

セ
シ
ー
ト
を
喪
失
ぜ
象
に

+

パ
t

一
ャ
シ.
A

五

士

瓦

パ]
セ
ン
ト
乃
至
七
十
パ
.丨
セ 

ン
ト
を
喪
失
せ
1
衆
に
1
1七
パ
1-
ぜ
ジ
ト
、
+:
.十
。ハ̂

セ
シ
4

及

至

八

十

五̂̂
^
^

1

セ
.ン
ト
以4

の
炫
先
に
對
し
四
十
パ
ー
セ

ン

ト

'を給
仗
す
る
.事

と
し

て
ゐ
る
。
命
ほ
苹
均
賃
銀
が
ー
ニ
：十
ド
、ル
：以
卞
な
：る
場
合
に
は
三 

ト
ド
.ル
.を
!|
*

#
の

敗

礎

と

し

て

办

る
0

ー
ー
ュ'丨

。
ョ

ー

ク
'州
の
取
案
に
於
て
'は
短
期
失
業
に
對
し
て
給
)̂
を
行
は
な
.い
。

’ 

次
に
き
奶
か
^

⑩
が
あ
る…

ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
V
州
に
於
付
る
.が
如
き
失
業
積
立
.金
制
度
に
於
て
は
.旣
^

の
^

業
悉
員
會
又
は
努
働
sv
= 

の
課
又
は
議

局

が

其
の
衝
に
歡
る
。
.然
る
に
、
オ
ハ
ィ
オ
丨
州
及
び
メ
リ
1

ラ
ン
ド
州
の
失
業
保
險
仰
度
に
於
て
は
^
立
の
失
業
保 

險
悉
眞
會
の
承
に
瞥
理
權
が
置
か
れ
る
0
.併
し
乍
ら
此
ニ
つ
の
管
现
機
關
の
間
に
は
根
本
的
相
異
は
な
ぃ
。
彼
等
の
报
能
は
事
實
;1
-
殆 

'ん
.どk

r

で
：
あ

る

.。

.‘.
諸

法

案

は

瞥
理
機
關
に
取
締
規
則
の
作
成
等
に
就
P
寧
ろ
廣
汎
f

權
^

^
與
へ
て
ゐ
る
。
就
業
の
安
鬼
等
の
問 

題
て
就
て
.行

政

官

膨

と

儆

_

ず

る

爆

め

に

地

方

別

、

.：：

產

業

別..又
；
味

州
！！

問
‘委
員
會
が
組
織
せ
ら
れ
、
地
.方
訴
.颇
事
が
訴
願
又
は
热
赞
の 

解
決
，に
あ
た
る
爲
め
.に
設
立
せ
ら
れ
る
。
嚴
等
の
委
員
會
又
は
局
は
傭
主
、
勞
働
紫
及
び
公
共
鹿
體
の
同
數
の
代
表
激
を
じ
て
^
欷
せ

'
ァ
\
シ

§
!

^
る
.

_

氍

磬
 

產

a

愛

)



ア
メ
，
力
に
於
け
、る
失
業
補
償
運
動
 

八
.六
：

Q
j
f
f
r
o
y 

ら
れ
る
？ 

' 

‘

■
■
‘
.
'
: 

r 

-

,-
;
:;
:

失
業
積
立
金
又
は
失
業
保
險
制
度
の
有
效
な
る
管
理
に
公
設
職
業
紹
介
所
制
度
が
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
琪
を
認
め
，
木 

チ
.カ
ッ
ト
州
を
除
き
、
總
べ
て
の
提
案
に
於
て
行
政
官
廳
&

業
：

E1：

域
を
創
設
し
無
料
公
設
驗
業
紹
介
所
を
必
要
と
認
め
る
i

.
ね
は
：
.

設
置
し
、
失
業
保
險
栽
金
又
は
行
政
後
.ょ
り
こ
れ
に
要
す
る
費
.用
の
.全
部
又
ほ
一
部
を
負
擔
せ
t
め
る
撒
能
を
與
へ
て
ゐ
る
。
':
紙
#

の

' 

’：
 

■ 

■ 

• 

■

公
設
職
業
紹
介
所
に
對
し
て
も
支
配
權
が
與
ベ
ら
れ
る
。 

ノ

，
 

•'
 

.

多
く
の
州
■に
於
て
.麟
出
の
方
法
及
び
囘
數Q

詳
細
に
就
て
は
管
理
機
關
に
一
任
し
て
ゐ
る
。
併
し
或
る
場
合
に
は
法
律
を
以
て
醵
出
：

の
囘
數
期
=
1等
を
明
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
.义
何
れ
の
制
度
に
於
て
も
給
付
の
請
求
は
公
設
職
業
紹
介
所
に
於
て
處
理
せ
ら
れ
名
。
あ

る
場
合k

ば
其
期
日
、
方
法
、
闾
數
が
规
宛
せ
ら
れ
る
が
，
多
く
の
場
合
に
こ
れ
等
の「

決
定
は
.管
理
機
關
に
一
住
せ
ら
れ
る
。

產
業
又
は
個
別
の
傭
生
に
ょ
る
失
業
の
發
张
を
明
に
じ
'.
就
業
の
安
定
にS

ず
る
個
人
又
は
團
體
の
努
力
に
報
ゆ
る
爲
め
に
、
植
立

栽
金
又
は
失
業
保
險
に
對
す
る
醵
出
を
減
額
す
る
事
が
規
走
せ
ら
れ
る
々
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
法
律
に
於
て
は
最
初
の
一
一
年
問
と
、

其
後
に
於
て
は
勞
働
苕
一
人
當
U
の
樹
立
金
が
五
+
五
ド
ル
以
下
と
な

り

た

る
|)
#

は
、
賃
趴
，ま
#
額

の

|
.
ー
パ

1

セ
ン
ト
を
傭
主
は
醵
出

す
る
。
，镄
立
金
が
五
十
五
ド
ル
乃
，至
七
十
五
ド
ル
.わ
な
る
時
は
一
.パ
ー
.セ
，ン
：ト
に
低
下
し
、
七
十」

五
ド
ル
に
達
し
た
る
時
は
醵
出
を
停

止
す
る
0.
兆
他
の
|8
-
州
に
於
て
も
㈣
as
ri
*
.の
规
觉
が
あ
る
.。
但
し
カ
リ
フ
ォ
ル
1
1
T州
及
び
'
マ
^
ヂ
ユ
ー
セ
ダ
ツ
州
に
於
て
は
積
立
金

の
最
低
が
艽
十
ド
ル
で
ぁ
り
、

へ
ュ
ー•
ョ
I

ク
州
に
來
て
は
灘
出
の
低
下
が
六
十
五
ド
ル
乃
至
百
ド
ル
、
醵
出
の
停
止
は
百
ド
ル
以 

土

と

定

怂

ら

れ

て
.f
o
る
。

..

合
同
計
箅
を
爲
す
蕻
は‘ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
其
他
の
州
に
於
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
於
て
過
去
三
年
間
に
於
け
る
給 

付
資
格
を
有
す
る
勞
働
者
の
平
均
賃
鈒
額'の
：十
二
。ハ1
セ
ン
ト
猛
す
る
^
合
|1
*
|̂
パ
1
セ
ン
ト
の
醵
出
が
襲
せ
ら
れ
其
後
に
於

て
は
醵
出
が
低
下
又
は
停
止
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

. 

./

■

'

;

,

オ

ハ

ィ

t

州

と

メ

リ

丨

ラ

ン

ド

州

の

法
案
に
於

て

は
醵
出
に
等
級
別
が
設
け
ら
れ
る
。
前
者
.に
於
て
は
法
律
施
行
後
三
年
間
傭
主 

か
ら
！
oハ
i

ン
ト
の
酸
出
を
微
集
し
、
典
後
は
優
劣
を
設
け
、
一
パ
丨
セ
ン
ト
乃
至
三
パ
1
セ
ン
ト
半
を
徴
集
す
る
。
後
寶
於
て 

は
五
年
後
ょ
りI.

パ
ー
セ
ン
ト
乃
至
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
等
級
別
を
設
け
て
ゐ
る
。

.任
意
失
業
給
付
及
び
就
業
保
障
制
度
.が
國
營
制
度
に
代
る
も
の
.と
し
：て
認
め
ら
れ
る
事
が
あ
る
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
シ
!«
'
の
法
律
に
於 

て
d
士
ー1

九
千
を
下
ら
ざ
る

勞
働
者
を
使
州
す
る
傭
主
が
、
任
意
失
業
給
付
又
は
就
業
保
障
制
度
' ^

設
立
し
、
特
定
の
期
日
迄
に
產 

業
®
員
#
が
之
を
認
可
.す
れ
ば
、
.法
律
：.の
强
制
的
性
質
は
.效
カ
を
_

於
て
も
、.：認
可
を
受
け
た
石
任
意
制
度
は
囊
す
る
規
定
であ

：.

る
。
就
業
保
障
制
度
，を
有
す
.名
傭
主
は
、
尠
く
共
一
ヶ
月
彼
の
爲
に
.勞 

喂
，|

考
に
對
し
、
.
.ー
年
四
十
一
_

每

迴

三.十

六

時

間

の&
障

を

：爲

さ

.
ね

ば

な

ら

ぬ
。
任
意
失
業
保
險
は
强
制
失
業
獱
立
命
制
度
に 

於
け
る
_と
同
樣
(0
.適
用
範
圍
及
び
給
^

^
額
を
定
め
、
：傭
主
0.
醵

出

は

賃

銀

額

の

：ニ

。
ハ

M
セ
^
.ト
を
下
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

'

他
緊
く
の
制
度
は
行
政
官
廳
S

可
に
ょ
り
私
設
又
は
任
意
制
度
を
除
外
す
る
規
定
を
有
し
て
ゐ
る
。

此
例
外
を
爲
す
も
の
は
ォ 

ハ

イ

オ

ー

州

と

メ

リ1
ラ

ン

ド
州
と
の
法

案

と

、
、r不
ソ

タ
州
の
提

案

と

で
あ
る
0
-;

多
く
.の
.法
案
は
此
制
度」

が
廢
| 1
1
せ
ら
れ
た
る
場
合
の
霖
金
の
分
配
に
關
す
る
規
定
を
爲
し
て
ゐ
る
。
任
意
沏
度
に
就
て
ウ
ィ
ス
コ
ン 

ア
メ
リ
カ卜
に
於
け
る
失
業
補
償
運
動
广 

i
 

0
12]
*

1)

：



ー
ァ
メI

に
於
け
.翁

業

補

償

運

動

 

0
1
i

D
 

シ
ン
#

の
，
法

雜

は

、

#

社
か
^

®
制
度
に
於
て
、

.有
ず
'ベ
か
t

し
金
額
を
V
.州
.

q

‘娄
員
#

に
轉
附
すY

.

ぎ
棗
を
，

^

し
#

|
が
^

業
を
閉
«

し
た
る
時
は
、'
:
,截
金
は
ー
.切
0

給
付
が
索
7

す
る
.迄
與
鐵
に
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
0

浩
し
勞
働
者
が
醵 

出
.を
な
す
場
合
^

比
殘
额
は
_

出
费
に
.按

分

せ

，
：
ら

：
れ

な

ぐ

て

；
は

：
な

ら

ぬ

o
'
:
:
i

 

.

■
:

强
制
的
法
律
の
.下
に
於P

運
用
せ
.
&れ
.る

裳

金

：に

就
で
；
ウ
：
イ

汽

.コ
：
ン
：
シ

」

ン
.州
^
^

'離
^

せ
.
.る

防

は

讓

受

人

は
，一

.切
の
.實
任
を
e?
,受
.け

.，
若
!1
>

..
%

_
生
が
事
業
を
廢±
せ
.る
時
は
給
付
が
終P -

、.

六
ケ
月
後
に
■

令
の
殘
«
 

,裏

胡

找

れ
.る
0

で
ぁ
-る
0 :

若
4

名
破
產
せ
る
場
合.に
は
未
狒
_

出
及
#
.給
#

は
優
先
的
請
求
攒
を
與
へ;:
&

れ
る
0 

.

.
と
.れ
と
還
旨
の 

:

規
定
U

ユ
i

ッ
ツ
：裳

他
S

H

も
：行
は
れ
る
：
o
. 

I

 

儆
_

獨
耷
|

金
の
支
部
を
胬
し
、 

_

業
を
廢
北
f

時
は
彼
の
■

金

鐘

廒

樂

の
.積
.立
：f

移
さ
れ
る
ゃ
破
糜f

場

合

産

酸
m

l

 

I

:
擇
I

先
的
t

を
葙
す
^

0
;併
し
；1

.

1ラ
シ
.ド
州
及
び
，ネ

如
き
規
^

^

#
な̂
.い
0
ン
"
.
'

>

.
-

: 

.

.. 

- 

.

.

.

.
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六
、
結
語——

將
來
の
展
望
：

.:；

现

下

の

危

機

に

ょ

つ

.
'て
失
業
保
險
立
.法
に
.對
す
る
興
味
は
非
常
にit
加
し
た
o
'旣
に
九
0

0州
に
於
て
こ
の
問
題
を
硏
究
す
る
爲
に 

_
員
會
が
紐
織
せ
ら
れ
、
戈

「

ア
メ
リ
カ
^
働
#
合.J (.American

.
 p'ederat

G-n
.
f
d
f

..
l
-
'
&
o
^

'A
'
tT
.
lア 
メ 
リ
カ
勞
_
«立
.法
協
.會
，

(

>
§
J
.
i
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L
a
b
o
r
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L
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g
i
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M
o
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)
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如
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一 

九 Ijj 

1

年
ょ
り「

九
}1

一
 

n
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..•

.
 

.

.

.

 

............
 

. 

.

 

-

 

- 

: 

.

 

:

 
:

茧
る
三
年
間
^
ア
メ
1
力
全
州
の
立
法
部
に
提
出
せ
レ
ル
た
る
歡
案
ば
百
六
^

を
聲
.へ
V
、同
狐
に
於
^
聯
邦
議
會
に
提
出
ぜ
ら
れ
た 

法
案
は
四
っ
^-
'J

數
へ
る
？
而
し
て
ウ
ィ
ス
.
コ
ン
シン
州
に
於
て
は
失
_

1
儿
金
を
作
成
ず
る
法
律'が
制
宛
也
ら
れ
、
一
九
三
匹
年
七
只 

一
日
ょ
.

o

施

行

也

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

'る

o 

: 

'

既
に
公
式
の
六
悉
茵
#'
-
及
び
半
公
式
の
V」

團
體
か
ら
報
吿
書
が
提
出
ぜ
ら
れ
た
？
强
制
的
失
業
保
險
制
度
を
勸
吿
せ
る
も
の
に
オ
ハ 

ィ
尤
丨州
の
：失
業
保
險
袭
員
會
、
カ
リ
フ
ォ
ルu

7
州
の
失
業
^

1
會(

1
-九
三
1
1年

十

ー

瓦

)

、
.マ
.サ
チ
ユ
ー
セ
ツ
ツ
仲
の
就
業
安
良 

特
別
卷
員
#(

一
 

九
三
.一
一
部
十
一

1

月)

、
ボ
ル
チ
モ
ア
就
«
¥

足
都
市
委
M
會
及
び
ミ

ネ
ソ
タ
大
學
就
業
安
定
硏
究
所(

1

九
三
三
平
初) 

が
あ
る
4
こ
れ
に
反
し
て
カ
ネ
チ
力
.ツ.ト
州
失
業
委
員
會
は
次
期
の
立
法
と
'し
.て
は
任
意
制
度
の
操
用
を
勸
带
し
、
解
鹿
手
嘗
に
關
す 

る
萆
案
を
作
成
し
た
o
而
し
て
斯
の
如
き
硏
贫
に
_
き
州
立
法
部
に
'法
案
が
提
出
せ
ら
れ
乾
る
も
の
に
、1

九
三
：
三

年

一

月

卄

四

日
力 

リ
ラ
オ
ル
モ
ア
州
袭
員
會
の
も
.の
へ
同
じ
く1

—

-用
廿一

一
日
の
.ボ
ル
チ
モK

委
員
.
#の
も
の
及
び
オ
.ハ
^
オ
ー
州
•委
&
會
の
も
の
が
あ
る
。 

.ミ
ネ
ソ
タ
州
に
於
て
も
ニ
月
十
ロ
修
茁
案
が
提
出
サ
ら
れ
与
、

：

：
、

f 

. 

•

•;「

ア
メ
リ
カ
熒
働
立
法
協
會
し
は 

ー
*
三
三
^
.
ー
 

月
卜
；院
li
M'
.
マ
，ス
.
チ

ツ

グ

が

\
ー
一 

r
 

•

ヨ

ー

ク

州

に

提

出

し

た

法

案

，に

對

し

て

責

任 

を
と
つ
た
。
ウ
ィ
ス
-
ン
シ
ン
州
の
無
醵
出
制
度
は
マ
'

(

サ
チ
ユ
ー
セ
ツ
ツ
州
及
び
ー
ー
ユ

1

•ヨ
ー

ク

州

の

模

範

と

'な
つ
た
。
而
し
.て
カ
ネ 

チ
カ
ツ
ト
州
は
勞
嫩
者
に
_
出
を
要
求
す
る
‘オ
バ
.ィ
オ
.丨
麻
.の
：歡
案
：に
.從
つ
.た
0广
此
外
多
く
$
州
立
.法
郜
に
提
出
せ
ら
れ
1た
る
|

ほ 

ウ
•ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
及
び
オ
ハ
ィ
オ
ー
州
の
制
^
ぬ
^
響
せ
^

^
る
と
^
ろ
が
大
で
あ
づ
た
？

；！
っ
は
勞
働
苕
が
醵
出
を
爲
さ
ざ
る
個 

別
的
傭
主
の
計
藤
を
以
て
せ
ら
れ
、
他
.の

一

っ

，は

合

同

計

算

に

ょ

る

t
の

で

あ

っ

た

。

次
に
一
一
ユ

1

.
ヨ
ー
ク
州
の
法
案
の
基
礎
を
爲

ブ
メ
リ
.カ
に
於
げ
る
炎
_
柿
償
運
動
'.
八

九

(

ニ
五
：
5



ァ
メ
リ
夂
に
於
け
る
失
業
補
償
運
動 

九
o 

(11

五
四〕 

し
た
る「

ア
メ
'リ
カ
勞
働
立
法
協
會」

の
接
案
釔
觀
察
す
る
で
あ』

}

::
;
':
'
:::
'
:

,'
:'
’
 

. 

■ 

: 

■

K

 
メ
リ
力
に
於
て
强
制
的
失
業
賠
償
制
度
CD
.
'要
求
.は
公
共
の
福
祉
機
關
た
^

.「

ア
メ
リ
力
勞
働
立
法
協
會」

、「

全
國
婦
人
投
票
權
者
. 

聯
盟」

(National 
League: of W

o
m
e
n

 V
G
t
e
r
s
)
「

金
國
消
費
者
聯
盟j (National c

c
n
s
u
m
e
r
s
’ L

e
a
g
u
e

ノ 

等
が
疾
く
ょ
，

cv

主
長

し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
0
宗
敎
園
體
も
斯
の
如
き
立
法
に
賛
成
し
で

^

る
'。
此
の
連
動
は
用
意
周
到
な
.る
研
究
と
輿
論
を
蓥
礎
と
.せ
る
も
. 

の
で
あ
づ
て「

ア
メ
リ
カ
勞
働
立
法
協
會J

が1

九
一
五
年
初
め
て
失
業
保
險
法
案
を
作
成
せ
る
以
後
尊
門
家
..か
ら
絕
へ
ず
注
意
を
受
け 

た
。
ウ
ィ
ス
コ
‘ン
シ
ン
州
に
於
て
は1

九
ニ一

‘年
以
來
此
問
題
に
周
到
な
る
研
究
を
遂
げ
、
每
年
法
案
を
提
出
し
た
。
加
之
、
現
下
の 

不
況
以
來
個
人
的
硏
究
が
州
叉
は
聯
邦
の
委
M -
會
の
公
式
の
研
究
に
代
は
り
、
■' 

-そ
の
結
集
主
要
鹿
.業
州
の
首
腦
者
に
ょ
0
,て
支
持
せ
.ら
... 

れ
る
こ
と
と
'な
つ
た
の
で
あ
る

。

一
一.

ユ'

1

•
.
ヨ

1

ク
^|
知
|?
の
.フ
.
ラ

ン

.

.
ク

リ

シ

‘

デ
イ
.

•

ロ

1
,ズ
厂
べ
'ル
.
.

v
、.(pranklin'D.' Roosevelt 

ノ
皮 

の
後
繼
者
レ
ー
マ
ンQ

o
v
e
m
o
r

 

L
e
h
m
a
n

 

)
カ
ネ
チ
カ
ツ
ト
州
知
事
ク
ロ
ッ
ス(

G
o
v
e
r
n
o
r

 cross)

ぺ
シ
シ
ル
べ
一
一
ア
州
知
箏
ビ
ン 

コ

ッ

ト

(
G
o
v
e
m
o
r

 Pinchot} 

メ

リ
1
ラ
ン
ド
州
知
事
リ
ッ
チ
ー

(
G
o
v
e
r
n
o
r 

R
i
t
c
h
i
e
)

オ
ハ
イ
オ
ー
州
知
靡
ホ
ヮ
イ
ト(Go

vern
or 

w
h
i
t
e
)

ミ
ネ
ソ
タ
州
知
靡
オ
ル
ソ
ン

0
0
く
6
3
0
1
:
〇
1
5
0
1
1

)
等
は
記
憶
せ
ら
る
べ
き
人
サ
あ
る
。

(
；

，

併
し
乍
ら
斯
の
如
き
失
業
補
償
の
.運
動
が
着
々
發
展
せ
る
裡
に
於
て
.も
反
對
が
無
か
つ
た
の
で
は
.な
い
°
養
對
は
主
と
し
て
製

造
 

工
業
家
の
團
體
方
面
か
ら
起
つ
た
o
*彼
等
は
失
業
積
立
金
の
必
要
を
認
め
、
且
つ
傭
主
が
任
意
主
義
を
以
て
こ
れ
を
組
_
す
べ
き
も
の 

で
あ
る
ご
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
が
、，
彼
等
は
斯
の
如
き
積
立
金
が
立
法
を
以
て
す
が
に
非
ざ
れ
ば
迅
速
に
成
立
し
難
い
と
い
ふ
歷
史
の 

簡
單
な
る

敎
調
を
依
然
と
し

て
無
視
し
て
ゐ
る

。
彼
等
は
何
蕻
に
よ
ら
ず
社
會
立
法
の
.進
歩
に
絕
え
ず
反
對
す
る
遯
嬰
的
傭
主
を
代
表

し
て
ゐ
る
？
肺
し
，F
ら
此
組
織
的
反
對
は
此
較
的
穩
和
な
る
競
■

の
値
下
か
ら
震
す
る
健
全
な
る
套
の
必
要
を
認
め
る
進
歩
的

馓
主
を
社
#
が
無
視
す
る
原
因
に
は
な
ら
ぬ
。

一
九
三
.一
一
年
ア
メ
リ
カ
に
初
め
て失
業
補
償
法
が
施
行
せ
ら
れ
る
に
至
つ
て
、
こ
の
問
題
は
：理
論
の
範
圍
を
脫
し
て
實
行
可
能
の
領 

成
こ
w
へ

ら
れ
^

。一
 

九
三
三
年
八
月
ま
で
に
、
總
て
の
麗
要
な
る
エ
業
外
を
含
^
ー
ー
十
五
外
及
び
聯
邦
國
に
於
て
广
十
-ノ
の
强
ル 

的
植
立
又
は
保
險
に
關
す
る
法
案
が
提
出
せ
ら
れ
た
パ
そ
の
中
七
州
--

カ
リ
フ
ォ
ルU

ア
州
、
カ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド 

州

、

ミ

ネ

ノ

タ

^
:
、

二
ユ
1
*0
1

ク
州
、
ォ
ハ
イ
オ
1
州
、

ユ
タ
1
州
に
於
て
はI

院
を
適
過
し
た
。
r
の
如
く
し
て
こ
の
種
の
立
法

が
更
'ら
に
多
數
，の
州
に
擴
張
せ
ら
れ
る
こ
と
を
確
實
.に
湖
待
し
得
る
霊
つ
た
。
：

、

ア
メ
リ
，
に
.於
け
る
失
業
補
償
法
.の
醫
淼
る
多
く
の
點
に
.於
て
全
國
的
に
.一
致
せ
る
鲇
が
尠
く
な
い
？
併
し
乍
ら
ニ
つ
.の
點
に
於 

て
意
風
が
映
れ
.て
ね

.る

.
o第

--
*
:は
立
法
に
ょ
.つ
セ
勞
働
翁
並
に
傭
主
に
强
制
的
醵
出
を
課
す
ベ

き
か
否
か
。
.第
一
.一
は
州
別
に
癸
f

檢 

立
り
ベ
き
か
、
：產
業
別
：に
合
同
計
算
を
爲
す
べ
き
か
、
又
.は
.單
ー
の
積
立
.着
設
く
べ
き
か
の「

問
題
'で
ぁ
る
。

，
：

ゥ
ィ
ス
コ
，

V
,

シ
ン
州
.の
.法
律
は
州
.の
管
理
の
下
に
個
別
の
傭
主
の
計
藤
に
ょ
る

i

を

作
り-

州
が
認
可
せ
る
場
合
，

y

傭
主
の
團
體 

が
任
意
の
I

計
^
を
爲
し
得
石
の
で
I

?
此
制
度
.に
於
て
.は
：傭
I

み
が
醵
出
'を
爲
し
、
.基
金
の
■支
拂
能
力
を
維
持
^
^

醵
,|
1
1に
^
じ
て
^
寸
を
調
節
せ
し
め
た0
と
れ
に
汉
し
て
オ
ハ
イ
オ
一
州o '
制
度
は
傭

主
又
は
產

業
SI
.に
依
ら
す
全
#

^1

の
装
金
を 

作
つ
た
0
^1
出
は
傭
主
並
び
に
勞
働
者
が
こ
れ
を
行
ひ
、范
金
の：

爲
め
..に借
入
を
な
す
特
別
の
規

定
も
ぁ
つ
た
。

，
流

一
的
州
の
立
法
訃
窬
は
一
九
§

年「

ア
メ
斤
カ
勞
働
立
法
協
會」

の
代
表
者
會
_
の
結
果
始
め
.て
行
は
：れ
た
？
社
會
保
險
o

機
威

ァ
メ
リ
カ
に
於
け
る
央I

償
運
動 

九

一

a

s

s



ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
I

I

I

.
 

k

r

 

:

(

芸

六〕

者

—

意
S

給
付
に
經
驗
ぁ
る
馓
主

S

I

者
■

表

者

霖

觚

的
_

保
■

■

せ

喜

が

‘

.

1
到
I

考
f

爲
し
た
O

M
し
七
闾
年
十
ゴ
月「

_

,

余
&

|

^

5
 

i

 

A
l
c
a
n

 

Plan for 

,

B

u
c

f

 

t
:

:
f

 r
v
e
s

ご」

を

r

ア
メ

1

.1

立
法
協

づ
f V

と
レ
て
分
布
し
於0
庇
萆
黎
は
蹄
來
ア
：

〜

リ
カ
全
»
に
於
げ
る
立
法
の«
礎
と
ー.し
.で
，用
ひ
6>
-

法
の
銃
一
を
大
ひ
糖
逸
す
る
霞
と
な
づ
'たQ.; 

^
 

• 

:.1

•逢

三

裳

禮

K
メ
リ
I

働
立
法
協
#」

I

來
梁
案
把
_

f
贫
 

こ
の
法
案
に
依
れ 

•ぱ

舊

は

.醵
出
I

s

し
勞
働
實
給
付
を
增
I

I

办
I

I

繁

塞

す

I

l

f
ら
れ
J

る

篚

 

れ
は
ゥ
ィ
ス
'コ
，
ン

シ

ン

州

鐵
f

1;
致P

、

失
業
保
險
に
酵
I

際
委
員
真
，
失
業
保
翁
關
I

聯
邦
上
.

_

|、
ン
マ
I

. 

>

1.
セ
ツ
 
y 

 ̂

0

 ̂

X
T 

 ̂

0̂
0
L
 ̂1

致
し
て
ゐ
る

。
此
楚
考 

.よ
‘れ
，
仗

給

付

め

，
大

部

分

の

負

櫞

は

勞

働

者

に

邊

せ
；
し

噹

れ

る

？
着
主
め
^
^

智

做

者

は

我

爾

川

を

梢

赞

者

に

轉

嫁

し

得

な

い

こ

と

^

ー
不
し
て
ゐ 

此
法
案
は
根
念
於
て
州
立
璧
に
於
け
る
傭
主
の
顧
別
的
勘
着
規
矩
し
一
てI

が
い
_

別
に
共
同
S

を
爲
す
こ
と
が
許
さ 

れ
る
;0
斯
の
如
き
共
同
责
葬
は-
監
#
官

廳

鬆

立

金
1

_

爲
め
次
は
法
律
の
遍
期
の
目
的
を
成
就
す
る
爲
め
に
必
要
で
ぁ
！
 

.考
へ
た
S

に
I

I

れ
る
の
で
ぁ
る
°
こ
の
.制
度
は
給
付
の
不
當
t

要
求
に
對
す
る
保
獲

を

I

し

め

る

霖

の
利

益

が

ぁ 

•る
.
。
ネ

れ

と

同

時

に

此

制

度

は

樹

立

金

の
.■

に

對

す

る

防

衞

的

刺

戟

を

利

用

し

、
.
里

つ

i

の
:y
:ハ

篇

者

のm
m
に

尉

す

る

特

殊

の

利
赉
關
係
を
利
/1
!
す
る
。
尙
又
此
制
限
的
共
同
.計
算
の
姨
宛
は
、
現
在
"の
任
意
的
失
業
綠
仞
制
度
を
#
金
體
の
沏
度
.た
ら

し

め

る
に
便

が
あ
る
。

d

:

• 

ノ

要
約
す
れ
ば
此
處
に
提
案
せ
る
立
法
の
特
色
は
次
の
諸
點
‘に
在
る
。
法
案
は
四
人
又
は
そ
れ
以
上
若
し
く
は
州
の
賠
償
法
に
規
宛
せ 

る
數
を
使

;|
}

せ
る
傭
主
に
逋
用
^

ら
れ
る
- 0

併
し
農
業
勞
働
者
、
家
庭
使
用
人
'
: #

公
史
.及
：び1

年

ニ

.千

ド

ル

又

は

そ

れ

ぉ

上

び
.

報
^

 

を
受
け
る
非
肉
體
勞
働
客
に
は
適
用
せ
ら
れ
：な
い
。
就
業
が
一
年
十
七

週
以
上
に
亘
ら
ざ
る

高
度
の
季
節
的
産
業
も
現
在
に
於
て
は
除 

外
せ
ら
れ
.る
:0
而
し
て
部
分
的
失
業
は
繁
雜
な
る
爲
め
に
監
督
官
廳
の
.最
初
の
娇
究
題
^
と
'な

-0
て
ゐ
る
。

給
付
は
三
週
間
の
待g

を
經
過
せ
る
後
、
最
高

」

週
冲
五
-K
ル
、
,質
銀
：,<
0
::-
2
1
:
+
な
.
1
^

•

ン
ト
の
'調
八
ロ
を
以
て
規
宛
，せ

ら

.れ
る
。
勞
修 

者

^

一

 

牢
十
六
週
pi
l
l給

付
.を
受
け
る
資
格
が
あ
る0
併

し

與

業

三

週

間

に

付

き

、
輪

付

，
は

.

.裔
る
事
が
，
出來
ない

0 

f
f
l
n
-
0 

醵
出
最
高
額
は
賃
銀
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
务
る
0ヽ

併
し
其
锁
立
金
扣
勞
働
恭.ー.：；人
'に
射
1

ハ
十
五
：ド.ル
，
、
に

達

し

た

る

時

は

ー

.パ

.：丨.セ
ン
. 

ト
に
氏
下
し
、
西
ド
ル
又
は
そ
れ
以
上
に
達
し
た
る
時
は
全
然
こ
れ
を
停

||
:
す
る
の
で

あ
る
。
斯
の
如
く
し
て
就
業
の
安
觉1
#
た
る

俯
主
は
失
業
の
食
猶
を
-輕
減
す
.る
靡
が
出
來
る
。
；パ
1
^

州

は

，積

立

迤

金

の

管

理

.を
爲
し
'て
ゐ
る
。
、併
し
認
可
組
合
を
設
^
漫
る
傭
主
は
公 

繼
續
す
る
こ

と
も
出
來
る
O

0
働
部
は
制
度
の
監
'督
I

-L
、，
職
業
^

:
所

、

地

方

：及

，び

中

央

訴

願

局

及

が

代

表

諮

問

袭

員

#
が
設
. 

立
せ
ら
ル
る
。
管
理
費
用
は
支
拂
P

Q
一 
パ
1
ホ
ン
ト
の
.十
分
.

q

3
を
限
度
と
為
し
、
傭
主
樹
立
恶
金
に
對
し
变
刹
; ^
付

額

：
に
比
.
仞

し

V

 
課

せ

ら

れ.る
0 . 

v
.:v
.
:
x 

:

v

:

:::
.;

- 

.

ア
メ
リ
ヵ
f
eけ
る

達

：薇

雜

興 

(

二 
r
-i
。



ア
メ
リ
ヵ

I

け
る

i

f

f
 

s
 

O
l

五
八

〕

'
.公
設
職
_

介
所
に
關
す
る
聯
邦
州
の
_

が
失
業
保
險
の
荽
な
る
管
理
の
唐
な
る
義
を
爲
す
に
至
っ
た
。
此
法
律
が
ァ
メ

リ
ヵ
に
■於
！

建
設
的
勞
働
立
法
の
將
來
の
爲
め
に
S

な
る
こ
と
は
.云
ふ
^

^

い̂
。
失
業
保
險
又
は
失
業
積
立
金
法
を
更
ら
に
多

く
の
外
力
採
K
す
る
氣
逆
が
見
へ'る
。
周
到
な
る
準
備
の.下
に
作
成
せ
ら
れ
た
る
法
案
が
、
：
總
て
の

東

要

な

る

產

業

州

に

於

て

採

镡

せ

ら
れ
た
o
.勞
働
者
は
多
數
の
社
#
福
祉
機
關
の
活
動
に
放
^
せ
ら
'れ
、
自
覺
せ
る
.多
數
の
馓
主
が
こ
^
に
賛
成
し
、

一
般
っ
輿
H

常
失
業
救
濟
の
醤
に
.ょ

っ

て

麗

し

、

.权
險
制
度
は
公
設
委
員
會
に
ょ
っ
て
反
覆
し
て
勸
吿
せ
ら
れ
、
多
數
f

こ
れ
を
政
綱
に
揭 

げ
て
ゐ
る
。

：

.
；

_ 

.

別
し
乍
ら
非
常
_

の
琪
情
の
爲
め
に
其
促
進
運
動
は」

: ^
阻
害
せ
ら
れ
：た

O 
■金
融
豫
算
及
叹
ビ
丨
ル
解
禁
の
問
題
が
中
心
と
な 

り
失
著
險
は
產
蕾
對
し
て
直
接
新
し
き
負
擔
を
課
す
る
も

.

の
と
し
.：て
^
^
^
^ ̂

此
形
勢
は
失
業
保
險
の
赞
成
實 

失
望
I

ぜ
し
め
た
が
、I 

一I

州
に
於
て
{ハ太
の
讓
的
失
業
保
險
又
は
積
產
法
案
が
避
出
せ
ら
れ
、
七
州
に
於三
 

通
し
-.
/
<
:
成
顧
は
、
此
制
度
の
.特

.'
«
を
肩
;,
<
認
扁
戈
':
^
舉
で
ぁ
る
と
云
5>
:<
:
と
.が
出
來
る
';
0
而
し
て「

ア
メ
リ
.ヵ
勞
働
立
法
協
#」

は
諸
州 

に

於

け

る

地

方

の

指

導

盏

を

迎

じ

，て

此

制

度

の

獎

勵

に

カ

を

盡

し

て

ゐ

る

0

砂

乱

.
木

稿

を

起

:^
す
る
に
就
て
直
接
參
照
し
た
る
藉
奔
論
文
は
餘
り
多
く
な
い
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據
つ
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此
ホ
ニ
、
三
、
四
及
び
六
に
關
す
る
諸
菌
は
何
れ
も
I
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i

f
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所
載
1

。
l

l

l

l

制
度
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I
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i

l

 二
i

t

が
、
l

l

t

l

れ
て
I

f

I

つ
た
。
ァ
メ 

u

I

こ
對
す
る
■

觀
と
共
に
他
日
■

す
る
I

I

る
で
ぁ
言

。
I

s

こ
れ
S

麗
に
關
て
前
揭 

B
I
.
,
と

I

,

と
霞
の
參
考
文
献
I

I

霞
す
る
I

る
。
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